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は
な
い
。

　

ま
た
、
釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）
は
透
明
な
の

で
、
作
品
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）
と
画
び
ょ
う
を
使
っ

て
、
作
品
を
押
さ
え
れ
ば
完
成
で
あ
る
。

①　

釣
り
糸
の
端
を
輪
に
す
る
。

②　

作
品
の
下
、
三
分
の
一
の
地
点
を
画
び
ょ

う
で
止
め
る
。

③　

釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）
を
ビ
ン
と
張
り
、
反

対
側
を
同
じ
よ
う
に
画
び
ょ
う
で
止
め
る
。

④　

作
品
を
貼
っ
た
ら
、
片
方
の
画
び
ょ
う
を

外
し
て
、
作
品
の
上
に
釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）

が
来
る
よ
う
に
貼
る
。

実
践
前
と
後

4
　

風
が
吹
い
て
、
作
品
が
め
く
れ
た
り
、
破
れ

た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

　

糸
は
、
た
こ
糸
で
も
よ
い
が
、
釣
り
糸
（
テ

グ
ス
）
は
透
明
な
の
で
、
作
品
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
。

　

釣
り
糸
に
は
、
太
さ
が
様
々
あ
る
。

　

号
数
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
太
く
な
る
。

　

私
は
、
２
号
の
太
さ
を
使
用
し
て
い
る
。

微差力
教師の

習
字
の
作
品
を
釣
り
糸
で
押
さ
え
る
！

風
に
め
く
れ
た
り
、
破
れ
た
り
し
な
い
！

釣
り
糸
は
透
明
な
の
で
作
品
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

三
年
生
以
上

　

釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）・
画
び
ょ
う

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

廊
下
や
教
室
の
後
ろ
に
習
字
の
作
品
を
飾
る
。

　

風
が
吹
く
と
、
習
字
の
作
品
が
あ
お
ら
れ
る
。

　

風
が
強
い
と
作
品
が
破
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
釣
り
糸
（
テ
グ
ス
）
を
使
っ
て
、

習
字
の
掲
示
物
を
押
さ
え
る
。　

風
が
吹
い
て

も
、
習
字
の
掲

示
物
が
風
に
あ

お
ら
れ
る
こ
と

▲ 風でめくれる
習字の作品！

▲釣り糸（テグス）と画びょうで作品をおさえる

※
こ
こ
に
釣
り
糸
が
あ
る
。



2

１　

専
科
の
授
業
だ
か
ら
こ
そ
、
ノ
ー
ト
の
型

を
大
切
に
す
る

　
今
年
度
、
理
科
専
科
を
し
て
い
る
。
理
科
の

授
業
を
す
る
の
は
久
し
ぶ
り
だ
。
大
規
模
校
で

は
高
学
年
の
担
任
だ
と
理
科
専
科
の
先
生
が
い

る
。
低
学
年
の
担
任
を
す
る
と
理
科
を
教
え
る

機
会
が
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
理
科
を
指
導

す
る
上
で
、
ノ
ー
ト
の
型
を
教
え
た
。

　
ノ
ー
ト
の
型
は
、『
だ
れ
で
も
で
き
る
ノ
ー

ト
ス
キ
ル
の
指
導
高
学
年
』（T

O
SS/A

dvance

河
田
孝
文
・
林
健
広
編
著
　
明
治
図
書
）
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

２　

観
察
ノ
ー
ト

　
観
察
ノ
ー
ト
の
書
き
方
の
型
を
教
え
る
。
書

く
の
は
次
の
項
目
で
あ
る
。

①
日
付
　
　
②
天
気
　
時
間
　
気
温

③
観
察
図
　
④
感
想
　

　
こ
の
よ
う
に
、
最
初
に
型
を
示
す
こ
と
で
、

子
供
た
ち
は
迷
う
こ
と
な
く
、
観
察
ノ
ー
ト
を

書
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
観
察
ノ
ー
ト
　
←
）

３　

実
験
ノ
ー
ト

　
実
験
に
つ
い
て
は
、
見
開
き
二
ぺ
ー
ジ
に
ま

と
め
さ
せ
る
。

板書術・
ノート術

超凄腕

宮
崎
県
都
城
市
立
祝
吉
小
学
校

大お
お
 さ
き﨑
美み

 ほ穂

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

評
価
に
も
つ
な
が
る
ノ
ー
ト
指
導

専
科
の
授
業
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
公
平
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

ノ
ー
ト
指
導
に
型
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2022. 123

　
左
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の
①
〜
④
を
明
記
さ

せ
る
。

①
タ
イ
ト
ル
　
　
②
実
験
方
法

③
必
要
な
道
具
　
④
予
想

　
ノ
ー
ト
の
右
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
次
の
こ
と
を

ま
と
め
さ
せ
る
。

①
結
果
　
②
感
想
　
③
ま
と
め

　
こ
の
時
に
大
切
な
の
が
、
班
の
み
ん
な
で
ノ

ー
ト
を
確
認
す
る
こ
と
だ
。
教
師
が
、
一
番
い

い
加
減
に
書
き
そ
う
な
子
の
ノ
ー
ト
を
見
て
、

「
本
当
に
こ
れ
で
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
聞
き
、

確
認
を
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

供
た
ち
は
事
前
に
班
の
中
で
ノ
ー
ト
を
確
認
し

合
う
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
、
実
験
の
道
具
も
教
師
が
自
ら
準
備
し

て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
本
来
は
子
供
た
ち
自
身

が
準
備
す
る
べ
き
だ
。
理
科
室
の
ど
こ
に
何
が

あ
る
の
か
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
実
験
に
必
要
な

も
の
を
探
す
こ
と
も
大
切
な
ス
キ
ル
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
、
教
師
で
な
い
と
扱
え
な
い
薬
品

や
道
具
等
だ
け
は
準
備
し
て
、
後
は
子
供
た
ち

に
任
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
実
験
ノ
ー
ト
←
）

４　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

　
勤
務
校
で
は
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
の
提
出
に

Google

を
活
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

て
い
る
学
級
ご
と
にclassroom
を
作
り
、
そ

こ
に
子
供
が
撮
影
し
た
ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
六
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い

る
が
、
ノ
ー
ト
が
山
積
み
に
な
ら
ず
、
し
っ
か

り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

（
パ
ソ
コ
ン
上
で
確
認
で
き
る
提
出
状
況
←
）



大成功の
絵画工作
授業

4

身
近
な
も
の
で
創
造
す
る
力
を
鍛
え
る
。

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

100
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
で
き
る
様
々

な
グ
ッ
ズ
。
そ
れ
ら
と
の
出
会
い
は
新

た
な
発
想
を
生
み
出
す
。
こ
れ
ま
で
に

発
表
し
た
も
の
も
含
め
て
、
そ
う
し
た

事
例
の
一
部
を
以
下
に
示
し
た
。

■
お
そ
う
じ
グ
ッ
ズ
の
大
変
身
！

①　

ミ
ニ
ほ
う
き
を
じ
っ
と
見
る
。

い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
見
て
、
つ

く
ろ
う
と
す
る
も
の
を
考
え
る
。

②　

条
件
の
確
認
…
〈
顔
の
場
合
〉

目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ

と
き
に
は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な

い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
、
目
を
つ
く
っ

て
置
い
て
み
る
。

　

そ
の
状
況
を
じ
っ
と
見
て
、
次
に
ど
う
す

100
円
グ
ッ
ズ
の

大
活
躍
!!

身
近
な
も
の
で
創
造
す
る
力
を
鍛
え
る
。彦ひ

こ

た
な
発
想
を
生
み
出
す
。
こ
れ
ま
で
に

発
表
し
た
も
の
も
含
め
て
、
そ
う
し
た

目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す
る
。

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い
浮
か
ん
だ

と
き
に
は
そ
れ
を
つ
く
る
。
思
い
浮
か
ば
な

い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
、
目
を
つ
く
っ

彦ひ
こ

■おそうじグッズの大変身！
　 目や口など、部品の配置をかえれば、同じ部
品でも、いろいろな顔をつくることができる。

発展形

【お話づくり】
ボクはおそう
じの国から来
たホッキー。
ぱっちりした
大きな目で見
えにくい小さ
なゴミもすぐ
見付けます。

発展形

発展形

◯ミニほうき

基本形

◯ほうきとちりとりセット　◯ハンディモップ ◯ふきとり用ミトン（袋状：中に手を入れて使用する。）

①

②

③④

⑤
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る
か
を
考
え
る
。

③　

必
要
な
部
品
を
つ
く
っ

て
ミ
ニ
ほ
う
き
の
上
に
置

く
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と

き
に
は
口
を
つ
く
っ
て
置

く
。

④　

さ
ら
に
必
要
な
部
品
を

つ
く
っ
て
置
く
（
前
頁
の

事
例
で
は
鼻
を
つ
く
っ
た
）。

⑤　

全
体
の
部
品
の
配
置
を

決
め
る
。
決
め
た
後
で
取

り
付
け
る
（
両
面
テ
ー
プ

や
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
の

接
着
面
を
外
側
に
し
て
ま

る
め
た
も
の
な
ど
で
）。

■
100
円
グ
ッ
ズ
と
の
出
会
い

　

そ
れ
は
身
近
な
も
の
で
創

造
す
る
力
を
鍛
え
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

【
発
展
】

　

つ
く
っ
た
作
品
に
合
わ

せ
て
お
話
を
考
え
る
。
作

品
の
紹
介
に
関
す
る
も
の
や
、

そ
の
特
徴
を
生
か
し
て
大

活
躍
す
る
お
話
な
ど
。

■紙人形（裏側の封筒に手を入れて）■的あて遊びのモンスター（色画用紙）■紙コップトーテムポールと紙コップタワー（どこまで高く
できるかな）

【100円グッズからの発想】■なべつかみの大変身！ ■ソックス人形（右上）■おしゃべりカスタネット（右中）

■１本の糸で動く紙人形（手や足の材料は毛糸。たこ糸を横方向に引いたり緩めたりすることによって手や
足などが動く）■やじろべえ「サーフィン」（波の裏側には針金。針金の両端にマグネット。その重さでバ
ランスをとる）■スティックバルーンの部屋飾り（右下）

■作品／こども学舎・学生（北海道）　■小学校・児童と教師（岩手県、宮城県、福島県）　■福島学院大学・学生（福島県）

＋



28 国語 日づけとよう日 �
� 勇　和代

29 算数
長さ比べ�
� 田丸義明

30 国語 お話のさくしゃになろう�
� 加藤綾乃

31 算数
深い学びのページでは、まず、�
多様な考えを出させる � 加藤雅成

32 国語 主人公と対役を扱うと物語の構成が�
理解できる� 竹岡正和

33 算数
分数は、まず人類の歴史から�
教える � 林　健広

34 国語 慣用句の意味を、予想しながら学ぶ�
� 佐藤智彦

35 算数
「分数」はイラスト図に�
縦線１本を入れる� 赤塚邦彦

36 国語 読み手が納得する意見文を書こう�
� 吉川たえ

37 算数
一番大事なのは？ �
� 石坂　陽

38 国語 Google Earthとクイズで興味をもたせ、
自由に調べる「楽しい授業」� 利田勇樹

39 算数
データの調べ方 �
� 太田政男

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営　横堀勇太 
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　塩谷亜由美
55　毛利康子
55　中川貴如
56　牧野花代

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　渡邊俊郎
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　永井貴憲
58　塩谷直大
59　守屋遼太郎
60　尾川智子
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　石坂　陽
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　手塚美和
66　吉永順一
67　河田孝文

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　小松裕明

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　鈴木恭子

社会貢献活動への 
取り組み

77　信藤明秀

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 地域の発展に尽くした人々を調べ�
まとめる授業の進め方 � 柳町　直

41 社会 調べたことをもとに自分の意見を�
再構成する � 柳町　直

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 子供の「親切」に対する考えを�
アップデートする授業プラン� 賀本岳陽

43 英語 Unit ６:What would you like?
� 滝沢寛子

44
オンライ

ン
オンラインでの明確な発問、�
指示と確認� 許　鍾萬

45 読解 Webサイトの基本的な構造を教えよう�
〜親ページと子ページ � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 体育 説明しない体育授業（走高跳） �
� 横田泰紀

47 理科 「酸とアルカリ」の導入実験 �
� 松浪由起

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「フラッシュカードを自作する時の工夫」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

冬ごもりだから読書でじっくり学ぶ
一歩先を行くための教師の学びブックガイド

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 優れた教師は「学び方」をマネジメントする⑷� 谷　和樹

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　大﨑美穂

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第40回　A　向山洋一

No.552

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈TOSS教師の基本文献５冊と一歩先を行く読み方〉 	
14　向山氏の基本文献は、読者の力量に応じて新たな発見をもたらす 	 椿原正和
〈教科の専門性を高めるこの一冊〜そのポイントと私の読み方〉 	
16　国語教育史を学べる本	 田丸義明
17　社会科の基本と歴史、すぐ使える発問・授業をあなたへ 	 川原雅樹
18　向山洋一著『向山の教師修業十年』	 井上好文
19　難しい専門書ではなく楽しくやってみたいと思える専門書	 吉原尚寛
〈教え方の専門性を高める私の一押し本〜そのポイントと私の読み方〉 	
20　『新版 授業の腕を上げる法則』（学芸みらい社） 	 林　健広
21　評価は「①何を ②何のために ③どのように」	 白杉　亮
22　学校現場の教師が行うカリキュラムマネジメントの実際	 駒井隆治
23　向山型「教え方」の具体例を多々学べるこの一冊 	 長谷川博之
〈仕事の技を身に付けるならこの本〜そのポイントと私の読み方〉 	
24　応用行動分析を学ぶことで「科学的アプローチを手に入れる」	 小嶋悠紀
25　1.感動する実践記録を読む　2.異業種の仕事から学ぶ	 水野正司
26　硬派な自分になって学級を統率しよう	 松﨑　力
〈番外編「漫画ぐらい真面目に読もう」〜教師必読の漫画ランキングベスト10〉 	
27　嗜好を知るには、その世代で流行する漫画を読む	 後藤隆一
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お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる５分間そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
動画でも視聴できる！ 高段者が答えるQ&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

67ページの「高段者
が答えるQ&A」は、
動画でも視聴できる
ようになりました。

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
IDとパスワードを入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定
公開！  

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを
クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

j 8 n h 7 y
（ジェイ・はち・エヌ・エイチ・なな・ワイ）
ID：TL12 ※有効期間：

2022年11月15日～
2023年2月14日

フラッシュカードを自作する時の工夫学級づくりにおいて大切にしていること

令
和
4
年
11
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
552
号

発
行
人
：
向
山
洋
一
　編
集
人
：
向
山
洋
一
　発
行
：
教
育
技
術
研
究
所
　〒
１
４
２
ー
０
０
６
４
東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

12
月
号
２
０
２
２

　

教
育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
12
月
号
２
０
２
２

特
集
・
冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 冬ごもりだから
読書でじっくり学ぶ
一歩先を行くための教師の学びブックガイド

令和4年11月15日発行（毎月1回15日発行）第552号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

冬ごもりして読書
子供たちのためにしっかり学ぶ！
冬ごもりして読書
子供たちのためにしっかり学ぶ！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

び』ページの指導」
入」
たし算」
形の面積」
調べ方」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「日づけとよう日」 算数「長さ比べ」
小学2年　国語「お話のさくしゃになろう」 算数「『深い学び』ページの指導」
小学3年　国語「主人公と対役」 算数「分数の導入」
小学4年　国語「慣用句」 算数「帯分数のたし算」
小学5年　国語「意見文の書き方」 算数「平行四辺形の面積」
小学6年　国語「能と狂言」 算数「データの調べ方」

中学校の授業実践
体育「説明しない体育授業（走高跳）」
社会「『酸とアルカリ』の導入実験」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

12
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教育技術研究所
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巻 頭 論 文

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

①

数
値
で
測
れ
る
も
の
（
何
回
で
き

た
、
何
点
と
れ
た
等
々
…
）

②

行
動
で
測
れ
る
も
の
（
何
が
で
き

た
。
何
を
書
い
た
。
何
を
言
っ
た
等
々

…
）

③

主
観
的
な
も
の
は
で
き
る
だ
け
扱

わ
な
い
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
と

い
っ
た
「
主
学
態
」
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
測

り
た
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
測
ろ
う
と
し

て
い
る
ら
し
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
よ
く
見
か

け
る
。

そ
う
い
っ
た
主
観
的
な
も
の
は
、
ど
ん
な

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
も
正
確
に
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
考
え
る
。

中
に
は
「
し
つ
け
」
的
な
「
お
掃
除
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と
か
「
給
食
時
間
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
も
の
に
基
準
を
設
け
て
子
供

た
ち
を
縛
る
の
で
は
、
む
し
ろ
害
に
な
る
。

（
続
く
）

Ａ

局
面
を
限
定
す
る
こ
と

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
範
囲
は
、
大
き
く
て
も

小
単
元
レ
ベ
ル
以
下
だ
ろ
う
。

〈
例
〉

①

前
回
り
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

②

か
け
算
九
九
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

③

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

Ｂ

測
定
す
る
内
容
を
確
定
す
る
こ
と

教
科
や
内
容
に
よ
っ
て
測
定
す
る
内
容
の

絞
り
方
は
異
な
る
。

①

技
能
的
な
も
の
（
音
読
、
計
算
、

な
わ
と
び
、
演
奏
等
々
…
）

②
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
関
す
る

も
の

③
「
学
び
方
」
に
関
す
る
も
の

Ｃ

測
定
す
る
基
準
を
確
定
す
る
こ
と

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
「
可
測
的
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、正
式
に
は
「
な
わ
と
び
級
表
」

の
よ
う
な
も
の
を
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と
は

呼
ば
な
い
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。「
学
習
カ
ー

ド
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
も
知
れ
な

い
。し

か
し
、
も
し
も
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
は
子
供
た
ち
が
熱
中
せ
ず
、

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
で
教
室
中
が
熱
中

す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ
が
「
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」
な
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
正
式
な

定
義
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

再
度
書
く
。

「
測
定
」
そ
の
も
の
が
目
的
な
ら
意
味
が
な

い
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
子
供
た
ち
の
力

を
向
上
さ
せ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
は
ず
だ
。

二

熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
条
件

子
供
た
ち
が
見
た
だ
け
で
意
味
が
分
か
り
、

挑
戦
し
た
く
な
り
、
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
つ
く
り
た
い
。

そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
る
と

私
は
考
え
る
。
現
時
点
で
大
切
だ
と
思
え
る

項
目
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
４
）

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
子
供
た
ち
の
学
習
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
で
多
く
の
子
供
た
ち
が
熱
中
し
、
何
度
も
何
度
も
挑

戦
し
た
く
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
ん
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
開
発
し
よ
う
。

前
号
で
紹
介
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
条
件

を
見
て
み
よ
う
。

①

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
熟
達
レ
ベ
ル

を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

成
功
の
度
合
い
を
示
す
数
値
的
な

尺
度
（Scale

）
の
基
準
が
明
確
で
あ
る
。

③

ど
ん
な
行
為
を
す
れ
ば
い
い
の
か

が
明
確
に
分
か
る
（D

iscriptor

）。

こ
の
す
べ
て
を
「
な
わ
と
び
級
表
」
は
満

た
し
て
い
る
。

か
つ
、
次
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
。

１

表
が
シ
ン
プ
ル
で
見
や
す
い
。

２

難
し
い
言
葉
が
な
い
。

３

見
た
だ
け
で
意
味
が
分
か
る
。

一

な
わ
と
び
級
表
で
子
供
は
熱
中
す
る

向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
「
な
わ
と
び
級

表
」
が
あ
る
（
下
図
）。
教
育
技
術
研
究
所

の
「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
の
付
録
で
付
い
て

く
る
。

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
を
教
室
の
子
供

た
ち
に
配
付
す
る
と
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
熱
中

す
る
。

と
び
な
わ
キ
ン
グ

（
な
わ
と
び
級
表
付
き
）

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
は
、い
わ
ば
「
熱

中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
な
っ
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

オピニオン

今教育界で起こっていること
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

　A
」

Q 学
級
が
落
ち
着
き
明
る
く
な
る

河
田
流
学
級
経
営
の
肝

椅
子
を
し
ま
う
、
返
事
を
す
る
、
挨
拶
す
る
。

は
と
に
か
く
追
試
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
気
付

い
た
の
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ク
ラ
ス
づ

く
り
に
返
事
は
、
絶
対
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
と
は
、
そ
の
場
で
や

り
取
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
討
論
の

初
期
の
指
導
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
は
い
」
と

い
う
返
事
を
す
る
行
為
は
、
誰
も
が
お
互
い
に

や
り
取
り
で
き
ま
す
。
返
事
を
し
な
い
ク
ラ
ス

と
い
う
の
は
、
少
し
冷
た
い
感
じ
も
す
る
し
、

な
ん
だ
か
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
い
ク
ラ
ス
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
必
ず
返
事
を
し
な
さ
い
」

と
指
導
し
ま
す
。
向
山
先
生
の
授
業
Ｃ
Ｄ
の
、

テ
ス
ト
を
返
す
場
面
で
よ
く
言
い
ま
す
よ
ね
。

三
つ
め
は
、
明
る
い
挨
拶
を
す
る
こ
と
。
明

る
い
挨
拶
は
、
明
る
い
雰
囲
気
づ
く
り
の
第
一

歩
で
す
。
特
に
自
分
か
ら
先
に
挨
拶
が
で
き
る

ク
ラ
ス
は
明
る
い
で
す
。
四
月
の
最
初
か
ら
い

き
な
り
明
る
く
挨
拶
で
き
る
ク
ラ
ス
は
滅
多
に

あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
か
ら
先
に
挨
拶
す
る
の
で

す
。
し
つ
こ
く
挨
拶
す
る
と
、
や
が
て
子
供
の

方
か
ら
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
挨
拶
し

た
子
供
を
思
い
っ
き
り
褒
め
ま
す
。
こ
の
繰
り

返
し
で
、
だ
ん
だ
ん
明
る
い
挨
拶
が
で
き
る
ク

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
挨
拶
に
よ
っ
て
明
る
い
ク

ラ
ス
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
目
指
し
て
い
ま
す
。

徹
底
さ
せ
る
と
、
結
構
落
ち
着
き
ま
す
。
し
っ

と
り
し
た
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
落
ち

着
き
の
な
い
ク
ラ
ス
と
か
騒
が
し
い
ク
ラ
ス
は
、

椅
子
を
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
椅
子

を
し
ま
う
と
い
う
し
つ
け
は
、
教
師
の
意
図
的

な
指
導
な
し
で
は
、
絶
対
身
に
付
き
ま
せ
ん
。

定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

椅
子
を
し
ま
い
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
、
ち
ょ
っ

と
落
ち
着
き
の
な
い
子
供
で
す
。
常
に
「
椅
子

を
し
ま
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
き
や
テ
ス
ト
を

取
り
に
来
る
時
な
ど
、
席
を
離
れ
る
時
は
必
ず

指
導
し
ま
す
。
徹
底
し
て
し
つ
こ
く
言
う
と
、

大
体
八
割
以
上
の
子
供
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
同
時
に
学
級
も
落
ち
着
い
て
き
ま

す
。二

つ
め
は
、
名
前
を
言
わ
れ
た
ら
「
は
い
」

と
返
事
を
す
る
こ
と
。
向
山
先
生
が
昔
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
意
味
も
分
か
ら
ず
、
私

河
田
先
生
が
年
間
を
通
し
て
、
繰
り
返

し
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お

聞
き
し
た
い
で
す
。
毎
年
、
あ
れ
も
こ

れ
も
指
導
し
よ
う
と
し
て
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
河
田
先
生
が
学
級
づ
く
り
に

お
い
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

王
喜
小
学
校

三
つ
の
徹
底
さ
せ
る
習
慣

学
級
に
よ
っ
て
実
態
は
違
っ
て
も
、
ど

の
ク
ラ
ス
で
も
指
導
す
る
こ
と
は
三
つ
で
す
。

一
つ
め
は
、
席
を
離
れ
る
時
は
椅
子
を
し
ま

う
こ
と
。
こ
の
椅
子
を
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を

A

動画
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

人との出会いについて
第40回

　

小
出
先
生
は
池
上
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

逆
方
向
な
の
に
わ
ざ
わ
ざ
私
の
い
る
荏
原
町
ま

で
迎
え
に
来
て
、
学
校
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
も
、「
向
山
君
、
遅
刻
し
な
い
よ
う

に
ね
。
頑
張
っ
て
ね
」
と
い
う
指
導
の
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、「
遠
い
か
ら
大
変
だ
ろ
う
。

迎
え
に
行
っ
て
や
ろ
う
か
」
と
言
っ
て
送
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。
新
採
の
私
は
、
そ
れ
を
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
受
け
、
そ
れ
が
な

ん
と
二
年
間
続
き
ま
し
た
。
本
当
に
ひ
ど
い
新

採
と
、
立
派
す
ぎ
る
学
年
主
任
で
す
。

　

新
採
の
時
の
校
長
は
石
川
正
三
郎
先
生
で
す
。

校
長
先
生
な
の
に
す
ご
く
革
新
的
で
、
す
ご
く

自
由
人
で
、い
ろ
い
ろ
な
実
践
に
対
し
て
、様
々

な
や
り
方
を
す
る
と
「
そ
れ
を
頑
張
っ
て
や
り

な
さ
い
よ
」
と
い
う
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

く
れ
る
の
で
す
。

　

帰
り
に
た
ま
た
ま
一
緒
に
な
る
と
、
地
元
の

安
い
店
で
、
焼
き
鳥
を
肴
に
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
石
川
先
生
の
若
い
時
の
話
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
管
理
職
の
す
ご
い
人
と
い
う

感
じ
で
は
な
く
、
同
僚
の
よ
う
な
「
素
敵
な
先

輩
」
と
い
う
感
じ
の
先
生
で
し
た
。

　

私
は
「
授
業
は
私
の
方
が
う
ま
い
で
す
よ
」

と
言
う
よ
う
な
生
意
気
な
新
採
で
し
た
が
、
大

ら
か
に
受
け
取
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
石
川
先
生
が
大
好
き
で
し
た
。

　
向
山
先
生
は
新
採
の
頃
か
ら
す
ご
い
先
生
方

と
出
会
っ
て
き
た
と
聞
き
ま
す
。
ど
ん
な
先
生

に
影
響
を
受
け
ま
し
た
か
。

　

今
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
い
う
大
き
な
団
体
の
最
高

顧
問
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
向
山
先
生
に
も
初

任
の
と
き
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
初
任
当
時
に

出
会
っ
た
先
生
の
話
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
学
年
主
任
だ
っ
た
小
出
先
生
と
、
何
と
言
っ

て
も
石
川
正
三
郎
校
長
先
生
で
す
。

　

私
は
新
採
で
大
田
区
の
太
平
洋
に
近
い
と
こ

ろ
、
自
宅
か
ら
一
番
遠
い
と
こ
ろ
に
赴
任
し
ま
し

た
。
八
時
半
が
始
業
時
刻
な
の
で
す
が
、
い
つ
も

学
校
に
八
時
半
ぎ
り
ぎ
り
に
着
い
て
い
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
職
員
朝
会
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
に
学
年
主
任
だ
っ
た
の
が
小
出
精
志

先
生
で
す
。

　

理
科
の
教
科
書
な
ど
を
書
い
て
い
た
立
派
な

お
力
の
あ
る
先
生
で
す
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

優
れ
た
教
師
は
「
学
び
方
」
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
（
４
）

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
子
供
た
ち
の
学
習
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
で
多
く
の
子
供
た
ち
が
熱
中
し
、
何
度
も
何
度
も
挑

戦
し
た
く
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
ん
な
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
開
発
し
よ
う
。

　

前
号
で
紹
介
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
条
件

を
見
て
み
よ
う
。

①　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
熟
達
レ
ベ
ル

を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

成
功
の
度
合
い
を
示
す
数
値
的
な

尺
度
（Scale

）
の
基
準
が
明
確
で
あ
る
。

③　

ど
ん
な
行
為
を
す
れ
ば
い
い
の
か

が
明
確
に
分
か
る
（D

iscriptor

）。

　

こ
の
す
べ
て
を
「
な
わ
と
び
級
表
」
は
満

た
し
て
い
る
。

　

か
つ
、
次
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
。

１　

表
が
シ
ン
プ
ル
で
見
や
す
い
。

２　

難
し
い
言
葉
が
な
い
。

３　

見
た
だ
け
で
意
味
が
分
か
る
。

一
　
な
わ
と
び
級
表
で
子
供
は
熱
中
す
る

　

向
山
洋
一
氏
が
開
発
し
た
「
な
わ
と
び
級

表
」
が
あ
る
（
下
図
）。
教
育
技
術
研
究
所

の
「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
の
付
録
で
付
い
て

く
る
。

　

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
を
教
室
の
子
供

た
ち
に
配
付
す
る
と
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
熱
中

す
る
。

と
び
な
わ
キ
ン
グ

（
な
わ
と
び
級
表
付
き
）

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
は
、い
わ
ば
「
熱

中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
な
っ
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
る
。

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

①　

数
値
で
測
れ
る
も
の
（
何
回
で
き

た
、
何
点
と
れ
た
等
々
…
）

②　

行
動
で
測
れ
る
も
の
（
何
が
で
き

た
。
何
を
書
い
た
。
何
を
言
っ
た
等
々

…
）

③　

主
観
的
な
も
の
は
で
き
る
だ
け
扱

わ
な
い
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
と

い
っ
た
「
主
学
態
」
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
測

り
た
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
測
ろ
う
と
し

て
い
る
ら
し
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
よ
く
見
か

け
る
。

　

そ
う
い
っ
た
主
観
的
な
も
の
は
、
ど
ん
な

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
も
正
確
に
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
考
え
る
。

　

中
に
は
「
し
つ
け
」
的
な
「
お
掃
除
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と
か
「
給
食
時
間
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
も
の
に
基
準
を
設
け
て
子
供

た
ち
を
縛
る
の
で
は
、
む
し
ろ
害
に
な
る
。

（
続
く
）

Ａ　

局
面
を
限
定
す
る
こ
と

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
範
囲
は
、
大
き
く
て
も

小
単
元
レ
ベ
ル
以
下
だ
ろ
う
。

〈
例
〉

①　

前
回
り
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

②　

か
け
算
九
九
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

③　

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

Ｂ　

測
定
す
る
内
容
を
確
定
す
る
こ
と

　

教
科
や
内
容
に
よ
っ
て
測
定
す
る
内
容
の

絞
り
方
は
異
な
る
。

①　

技
能
的
な
も
の
（
音
読
、
計
算
、

な
わ
と
び
、
演
奏
等
々
…
）

②　
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
関
す
る

も
の

③　
「
学
び
方
」
に
関
す
る
も
の

Ｃ　

測
定
す
る
基
準
を
確
定
す
る
こ
と

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
「
可
測
的
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、正
式
に
は
「
な
わ
と
び
級
表
」

の
よ
う
な
も
の
を
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と
は

呼
ば
な
い
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。「
学
習
カ
ー

ド
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
も
知
れ
な

い
。

　

し
か
し
、
も
し
も
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
は
子
供
た
ち
が
熱
中
せ
ず
、

こ
の
「
な
わ
と
び
級
表
」
で
教
室
中
が
熱
中

す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ
が
「
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
」
な
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
正
式
な

定
義
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

　

再
度
書
く
。

「
測
定
」
そ
の
も
の
が
目
的
な
ら
意
味
が
な

い
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、
子
供
た
ち
の
力

を
向
上
さ
せ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
は
ず
だ
。

二
　
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
条
件

　

子
供
た
ち
が
見
た
だ
け
で
意
味
が
分
か
り
、

挑
戦
し
た
く
な
り
、
熱
中
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
つ
く
り
た
い
。

　

そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
る
と

私
は
考
え
る
。
現
時
点
で
大
切
だ
と
思
え
る

項
目
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
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2022年
12月号
特集

冬ごもりだから
読書でじっくり学ぶ

イラスト：柳岡紋佳

一歩先を行くための教師の学びブックガイド

1 TOSS教師の基本文献５冊と
一歩先を行く読み方 4 仕事の技を身に付けるならこの本

～そのポイントと私の読み方

2 教科の専門性を高めるこの一冊
～そのポイントと私の読み方 5 番外編「漫画ぐらい真面目に読もう」

～教師必読の漫画ランキング ベスト10

3 教え方の専門性を高める私の一押し本
～そのポイントと私の読み方



　

冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ 

一
歩
先
を
行
く
た
め
の 

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド 

特集

13   2022. 12

１　

T
O
S
S
教
師
の
基
本
文
献

①
　
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則

②
　
子
供
を
動
か
す
法
則

③
　
学
級
を
組
織
す
る
法
則

④
　
い
じ
め
の
構
造
を
破
壊
す
る
法
則

⑤
　
向
山
の
教
師
修
業
十
年

�

（
い
ず
れ
も
学
芸
み
ら
い
社
）

私
が
大
学
生
に
ま
ず
薦
め
て
い
る
の
は
右
の

五
冊
で
す
。

「
向
山
先
生
の
本
を
読
む
な
ら
、
ま
ず
こ
の
五

冊
か
ら
読
む
と
い
い
よ
。
こ
れ
を
読
み
終
わ
っ

て
か
ら
、
も
っ
と
他
に
読
み
た
か
っ
た
ら
ま
た

相
談
に
お
い
で
」

の
よ
う
に
教
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
読
む
な
ら
、
次
の
五
冊
で
す
。

①�

　
続
・
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
（
学

芸
み
ら
い
社
）

②
　
国
語
の
授
業
が
楽
し
く
な
る

③
　
授
業
の
腕
を
み
が
く

④
　
跳
び
箱
は
誰
で
も
跳
ば
せ
ら
れ
る

⑤
　
す
ぐ
れ
た
授
業
へ
の
疑
い

�

（
以
上
、
明
治
図
書
）

さ
ら
に
、
も
う
少
し
勉
強
し
て
い
る
教
師
に

紹
介
す
る
な
ら
、
次
の
五
冊
で
す
。

こ
の
五
冊
は
向
山
氏
自
身
が
玉
川
大
学
の
講

義
の
中
で
挙
げ
た
も
の
で
す
。

①�

　
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
（
再
掲
）

②�

　
上
達
の
法
則
（
岡
本
浩
一
著

　

P
H
P
研
究
所
）

③�
　
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
（
杉
山
登

志
郎
著

　
講
談
社
）

④�

　
日
本
を
滅
ぼ
す
教
育
論
議
（
岡
本
薫

著
　
講
談
社
）

⑤�

　
天
才
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
く
る
組

織
（
齋
藤
孝
著

　
新
潮
社
）

特
集
で
は
、
椿
原
正
和
氏
が
お
薦
め
す
る
五

冊
と
、
一
歩
先
を
行
く
そ
の
読
み
方
を
教
示
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

専
門
性
を
高
め
る
こ
の
本

九
九
指
導
の
定
石
（
石
田
一
三
著

　
明
治

図
書
）

か
け
算
九
九
を
教
え
る
方
法
を
知
り
た
い
と

思
っ
て
、
か
つ
て
読
み
ま
し
た
。
で
も
、
か
け

算
九
九
の
指
導
法
と
い
う
よ
り
も
、「
個
の
力
を

伸
ば
す
指
導
法
」
の
原
理
・
原
則
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
づ
く
り
の
深
め
方
（
石
井
英
真
著

　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

「
教
育
の
方
法
と
技
術
」
の
全
体
像
を
網
羅
的

に
学
ぶ
な
ら
、
ま
ず
は
こ
の
本
で
し
ょ
う
。

「
な
ぜ
そ
う
し
た
方
法
が
良
い
の
か
」
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
と
考
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
科
の
専
門
性
、
教
え
方
の
専
門
性
、
そ
し

て
仕
事
の
技
、
さ
ら
に
は
漫
画
ま
で
。
お
力
の

あ
る
先
生
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
一
押
し
」
の
本

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
「
そ
の
ポ
イ

ン
ト
と
私
の
読
み
方
」
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
本
誌
編
集
長

　
谷
和
樹
）
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１　

一
流
の
学
び
手
の
読
み
方

向
山
洋
一
氏
の
文
献
の
最
大
の
特
徴
は
、
読

者
（
我
々
）
の
力
量
を
反
映
す
る
こ
と
だ
。

初
任
者
は
、
具
体
的
な
発
問
指
示
で
追
試
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
子
供
た
ち
の
変
化
に

衝
撃
を
受
け
る
。
誰
し
も
、
こ
の
「
追
試
読

み
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

し
か
し
、
本
当
の
読
み
方
は
、
そ
の
後
の
私

た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
。

谷
和
樹
氏
は
、
向
山
塾
で
「
超
精
密
読
解
」

と
い
う
新
た
な
読
み
方
を
提
案
し
て
い
る
。

大
森
修
氏
も
、
向
山
氏
の
文
献
を
徹
底
的
に

学
び
尽
く
し
た
教
師
だ
。
向
山
氏
が
教
材
研
究

初
級
編
と
し
て
「
教
科
書
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で

一
〇
〇
発
問
を
作
る
」
を
提
案
し
た
。
多
く
の

教
師
が
こ
の
一
〇
〇
発
問
作
り
に
挑
戦
し
た
。

し
か
し
、
大
事
な
一
文
を
見
落
と
し
て
い
た
。

そ
れ
が
、
次
だ
。

で
き
る
だ
け
異
な
る
タ
イ
プ
を
作
る
。

大
森
氏
は
、
こ
の
一
文
に
こ
だ
わ
り
、
発
問

を
作
る
方
法
を
公
開
し
た
。「
①
自
力
で
作
る

（
二
○
か
三
○
し
か
で
き
な
い
）。
②
他
の
実
践

記
録
を
見
る
。
③
優
れ
た
教
師
の
実
践
記
録
を

探
す
（
自
分
の
発
問
に
は
な
い
問
題
が
あ
る
）。

④
全
国
の
国
公
立
私
立
の
入
試
問
題
で
探
す
。

⑤
文
学
部
の
文
献
を
探
す
（
こ
こ
に
も
自
分
の

作
っ
た
発
問
に
は
な
い
発
問
が
あ
る
）。（『
授

業
研
究
21
』
№
５
７
７
八
一
ペ
ー
ジ　

明
治
図

書
）こ

の
よ
う
な
読
み
方
が
、「
一
歩
先
を
ゆ
く

読
み
方
」
な
の
だ
。

２

私
の
教
師
人
生
を
変
え
た
基
本
文
献
と

一
歩
先
の
読
み
方

『
楽
し
い
国
語
　
授

業
の
法
則
』（
学
芸
み

ら
い
社
）

今
の
私
（
全
国
行

脚
約
五
百
校
）
が
あ
る
の
は
、
こ
の
本
の
お
か

げ
だ
。
私
は
、
こ
の
本
を
次
の
よ
う
に
読
ん
だ
。

①　

ノ
ー
ト
に
視
写

②　

実
践
ご
と
に
関
連
文
献
を
含
め
て
整
理

TOSS教師の基本文献５冊と一歩先を行く読み方

向山氏の基本文献は、読者の力量に
応じて新たな発見をもたらす
初任者から管理職までどのような視点で読めばよいのか。基本文献の「読み方」が問
われている。新たな時代の読み方は、私たちに委ねられている。

教授法創造研究所理事長 椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず



冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

一
歩
先
を
行
く
た
め
の
教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

特集

15 2022. 12

③　

全
体
構
造
図
に
ま
と
め
る

（
②
、
③
の
一
部
は
デ
ジ
タ
ル
版
で
紹
介
）   

　

私
は
初
め
て
一
年
生
を
担
任
し
た
。
ど

ん
な
授
業
だ
っ
た
か
と
い
う
と
「
何
回
も

読
ま
せ
た
」「
文
字
を
し
っ
か
り
教
え
た
」

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

年
間
三
○
六
時
間
の
国
語
授
業
の
原
則
が
こ

の
一
文
に
貫
か
れ
て
い
る
。

『
新
版
授
業
の
腕
を

上
げ
る
法
則
』（
学
芸

み
ら
い
社
）

　

授
業
の
原
則
一
〇

カ
条
だ
。
日
本
の
教
員
養
成
史
の
金
字
塔
だ
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
一
〇
カ
条
を
貫
く
原
理
は
何

だ
ろ
う
か
。
私
は
、「
教
師
の
見
え
」
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
最
新
の
研
究
を
ま
と
め

た
『
教
師
の
わ
ざ
研
究
の
最
前
線
』（
生
田
孝

至
・
姫
野
完
治
編
著　

一
莖
書
房
）
を
読
み
、

改
め
て
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
を
読
み
、
確
信

し
た
。「
教
師
の
見
え
」
の
力
量
を
ど
の
よ
う

に
高
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
若
手
教
師
育
成

の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

『
新
版
子
供
を
動
か

す
法
則
』（
学
芸
み
ら

い
社
）

こ
の
本
に
よ
っ
て
教

師
生
活
を
救
わ
れ
た
教
師
は
山
ほ
ど
い
る
。
最

も
若
手
教
師
に
自
信
を
与
え
た
一
冊
だ
と
言
え

る
。
し
か
し
、
現
在
は
、
こ
の
本
の
原
則
・
補

足
に
特
別
支
援
教
育
の
視
点
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
支
援
を
要
す
る
子
供
へ
の
「
対
応
」
を

整
理
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。
向
山
氏
は
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
も
の

を
あ
つ
か
う
」
よ
う
に
、
人
間
を
あ
つ

か
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
必
達
目
標
で
学
力
保
証
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

ろ
う
』（
吉
永
順
一　

明
治
図
書
）

中
堅
教
師
は
、
管
理

職
に
な
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
時
代
だ
。
斎

藤
喜
博
の
『
学
校
づ

く
り
の
記
』（
国
土
社
）
以
来
の
「
歴
史
的
一

書
で
あ
る
」
と
向
山
氏
に
言
わ
れ
た
本
だ
。
学

校
づ
く
り
の
中
に
向
山
型
算
数
、
向
山
型
国
語
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
を
導
入
し
、
学
年
ご
と
に
必
達

目
標
を
設
定
し
、
達
成
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
の
上
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
個
別
最
適
で
協

働
的
な
学
び
を
ど
う
実
現
す
る
か
が
管
理
職
の

仕
事
だ
。

『
教
育
効
果
を
可
視

化
す
る
学
習
科
学
』

（John
H
attie

ほ
か
著

北
大
路
書
房
）

教
育
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
日
本
で
は

倫
理
的
に
検
証
が
難
し
い
。
し
か
し
、
欧
米
の

研
究
成
果
は
続
々
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
向
山

実
践
を
理
論
的
に
説
明
で
き
る
。
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教科の専門性を高めるこの一冊～そのポイントと私の読み方　国語授業の専門性を高めるこの一冊

国語教育史を学べる本
人物について知り、指導法の変遷を知ることで、教師としての知識を深める。

神奈川県川崎市立小学校 田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

１
『
現
代
国
語
教
育
史
研
究
』

（
田
近
洵
一
著　

冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

垣
内
松
三
（
か
い
と
う
ま
つ
ぞ
う
）

輿
水
実

西
尾
実

石
山
脩
平

倉
澤
栄
吉

沖
山
光

芦
田
恵
之
助

大
村
は
ま
…
…

こ
れ
ら
の
人
物
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
の
国
語
教

育
に
関
わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
語
の

専
門
性
を
高
め
よ
う
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
人
物
で
あ
る
。

国
語
教
育
史
を
学
ぶ
上
で
、
田
近
氏
の
書
籍
は
必
読
で

あ
る
。
こ
の
本
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
の
時
代
背
景
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
の
考
え
方
や
実
践
、
指
導
要
領
を
は
じ
め

と
し
た
国
語
教
育
の
変
遷
を
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

表
記
も
平
易
な
た
め
読
み
や
す
い
。

私
は
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
期
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な

「
明
日
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
専
門
職
と
し
て

知
っ
て
お
く
べ
き
本
」
を
読
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

２
『
あ
た
ら
し
い
国
語
教
育
学
の
基
礎
』

（
山
元
隆
春
ほ
か
著　

渓
水
社
）

「
こ
の
一
冊
」
と
い
う
テ
ー
マ
だ
が
、
こ
の
本
も
外
せ
な

い
一
冊
と
し
て
紹
介
す
る
。

先
の
本
が
人
物
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
本
は
、

指
導
事
項
が
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。

書
く
こ
と
の
教
育

文
学
教
育

説
明
的
文
章
教
育

読
書
教
育

話
す
・
聞
く
・
話
し
合
い
教
育

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
の
変
遷
が
あ
っ
た
の

か
。
現
在
の
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

何
な
の
か
。
基
本
資
料
は
何
か
。
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。

指
導
要
領
に
関
わ
っ
た
記
述
が
多
い
た
め
、
校
内
研
究

で
国
語
を
研
究
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
強
く
お
薦
め
す

る
。
自
分
の
研
究
し
た
い
章
だ
け
を
読
む
の
で
も
良
い
。

著
者
の
山
元
隆
春
氏
の
書
籍
も
、
専
門
性
を
高
め
る
た

め
に
は
必
読
で
あ
る
。
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教科の専門性を高めるこの一冊～そのポイントと私の読み方　社会授業の専門性を高めるこの一冊

社会科の基本と歴史、
すぐ使える発問・授業をあなたへ
向山型社会の基本・指導要領の理解、有名社会科実践家の発問、そして向山洋一氏の
全学年全単元発問を理解できる１冊です。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

『
社
会
科
の
授
業
設
計　

楽
し
い
！
面
白
い
！
調
べ

活
動
の
ヒ
ン
ト
100
』
川
原
雅
樹
著
（
学
芸
み
ら
い
社
）

拙
著
で
申
し
訳
な
い
。
社
会
科
教
育
を
網
羅
し
よ
う
と

全
力
で
完
成
さ
せ
た
一
冊
で
あ
る
。

以
下
の
内
容
を
網
羅
し
て
い
る
。

１　

向
山
型
社
会
五
原
則
と
解
説               

２　

指
導
要
領
が
求
め
る
社
会
科
教
育
と
は       

３　

教
科
書
の
構
造
と
資
料
別
授
業
法           

４　

全
学
年
１
時
間
の
パ
ー
ツ
や
全
単
元
の
発
問   

５　

社
会
科
実
践
化
の
発
問
の
条
件
や
発
問
例     

明
日
の
授
業
の
情
報
が
す
ぐ
に
知
り
た
い
場
合
は
、
各

学
年
の
授
業
パ
ー
ツ
と
巻
末
の
発
問
集
を
読
め
ば
い
い
。

研
究
授
業
や
実
践
記
録
を
書
く
場
合
は
、
第
１
章
の
指

導
要
領
の
解
説
を
読
め
ば
い
い
。

専
門
的
に
研
究
し
た
い
場
合
は
、
社
会
科
実
践
家
や
研

究
者
の
発
問
の
条
件
や
、
巻
末
付
録
の
歴
教
協
・
教
科
研

の
発
問
や
実
践
一
覧
を
読
め
ば
い
い
。

お
薦
め
は
、
巻
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
読
め
る
全
体
構

造
図
の
数
々
で
あ
る
。
左
は
、
そ
の
一
例
「
各
学
年
で
使

え
る
向
山
型
社
会
授
業
の
型
や
発
問
」。
社
会
科
授
業
に

困
ら
な
い
保
存
版
。
全
て
デ
ジ
タ
ル
で
も
読
め
る
。※ 詳細はデジタル・トークラインで確認してほしい。

冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

一
歩
先
を
行
く
た
め
の
教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

特集
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教科の専門性を高めるこの一冊～そのポイントと私の読み方　算数・数学の専門性を高めるこの一冊

向山洋一著『向山の教師修業十年』
教師としての専門性とは、「どんな子にも可能性があることを信じ、
たゆみなく続く努力を重ねる」ことである。

元兵庫県公立中学校教諭 井
いの

上
うえ

好
こう

文
ぶん

私
た
ち
教
師
に
と
っ
て
、「
算
数
・
数
学
の
専
門
性
」

と
は
何
か
。

「
ど
ん
な
子
に
も
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
た

ゆ
み
な
く
続
く
努
力
を
重
ね
る
」
こ
と
で
あ
る
。

私
が
こ
の
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、
向
山
洋
一
著
『
斎
藤

喜
博
を
追
っ
て
│
向
山
教
室
の
授
業
実
践
記
』（
昌
平
社
）

だ
っ
た
。

現
在
、

『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』（
学
芸
み
ら
い
社
）

と
し
て
、
再
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
　

１

　

中
学
校
か
ら
小
学
校
に
転
勤
し
て
、
五
年
目
の
春
だ
っ

た
。
自
分
の
名
前
す
ら
正
確
に
言
え
な
い
新
一
年
生
を
担

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
リ
ョ
ウ
く
ん
と
い
う
。

　

リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る
と

き
も
、「
す
か
ん
！
」（
い
や
だ
）
と
い
う
の
が
精
一
杯

だ
っ
た
。
勉
強
が
苦
手
な
子
供
た
ち
に
は
、
幾
度
と
な
く

出
会
っ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
途
方
に
暮
れ

た
。
リ
ョ
ウ
く
ん
は
、
中
度
の
知
的
障
害
だ
っ
た
。

　

数
字
の
「
１
」
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
の
に
、
半
年
か

か
っ
た
。
一
年
生
の
算
数
教
科
書
を
使
っ
て
勉
強
を
始
め

た
の
は
、
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
一
年
か
け
て
、

一
年
生
の
算
数
教
科
書
と
二
年
生
の
教
科
書
の
半
分
を
終

え
た
。

　

本
誌
八
月
号
で
三
年
生
の
リ
ョ
ウ
く
ん
が
、
あ
ま
り
の

あ
る
割
り
算
を
ノ
ー
ト
に
解
い
て
い
る
実
践
と
映
像
を
紹

介
し
た
。
中
度
知
的
障
害
の
三
年
生
の
児
童
が
、
算
数
教

科
書
を
使
っ
て
、
か
け
算
や
わ
り
算
の
筆
算
を
し
て
い
る

実
践
例
は
、
リ
ョ
ウ
く
ん
し
か
私
は
知
ら
な
い
。

　
　

２

『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』
は
、
向
山
洋
一
氏
が
、「
ど

ん
な
子
に
も
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
た
ゆ
み
な
く

続
く
努
力
を
重
ね
た
」
最
高
峰
の
実
践
記
録
で
あ
る
。

　

同
時
に
、「
子
供
の
ま
ち
が
い
は
、
ま
る
で
デ
タ
ラ
メ

と
い
う
の
は
な
い
。
考
え
方
ま
で
遡
っ
て
ま
ち
が
い
を
正

す
の
で
な
け
れ
ば
、
何
度
で
も
同
じ
ま
ち
が
い
を
く
り
返

す
」「
授
業
は
、
教
材
を
教
え
込
む
だ
け
で
な
く
、
実
は

教
材
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
供
の
思
考
の
混
乱
を
一
つ

一
つ
、
整
理
し
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
内
容
の
理

解
に
至
る
活
動
で
あ
る
」「
公
式
を
覚
え
る
の
は
無
論
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
そ
の

内
容
で
あ
る
」
な
ど
、
算
数
・
数
学
授
業
の
指
針
と
し
て

も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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教科の専門性を高めるこの一冊～そのポイントと私の読み方　理科授業の専門性を高めるこの一冊

難しい専門書ではなく
楽しくやってみたいと思える専門書

教師が楽しそうに授業をすることが原点である。

千葉県匝瑳市立野栄中学校 吉
よし

原
わら

尚
なお

寛
ひろ

１　

す
ぐ
に
楽
し
く
追
試
で
き
る

小
森
栄
治
著
『
子
ど
も
が
理
科
に
夢
中
に
な
る
授
業
』

（
学
芸
み
ら
い
社
）
は
、
私
の
授
業
の
必
読
書
で
あ
る
。

「
も
の
が
な
け
れ
ば
理
科
で
は
な
い
」
と
理
科
教
育
で
は

よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
理
科
の
授
業
を
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
教
科
書
を
読
む
だ
け
に
な
り
、「
動
画
で
何

と
か
な
る
か
な
？
」
と
「
も
の
」
の
準
備
を
怠
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
本
が
あ
る
と
す
ぐ
に

「
も
の
」
の
準
備
と
効
果
的
な
授
業
が
で
き
る
。

学
年
の
系
統
性
を
考
え
て
、
小
学
校
・
中
学
校
両
方
に

対
応
し
て
い
る
。
小
森
氏
が
長
年
理
科
の
指
導
に
関
わ
り
、

先
生
方
の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
た
中
で
、
問
い
合
わ
せ
や

相
談
が
多
か
っ
た
領
域
を
重
点
的
に
解
説
し
て
い
る
。

２　

重
点
的
だ
か
ら
こ
そ
読
み
応
え
が
あ
る

本
著
は
「
物
理
14
」「
化
学
39
」「
生
物
23
」「
地
学

18
」「
総
合
６
」「
授
業
づ
く
り
５
」
に
分
か
れ
て
い
る
。

先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
化
学
と
生
物
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
観
察
・
実
験
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

小
学
校
六
年
生
、
中
学
二
年
生
で
生
物
の
体
の
仕
組
み
を

学
習
す
る
。
中
学
で
は
メ
ダ
カ
を
使
っ
て
血
流
を
観
察
す

る
が
、
メ
ダ
カ
は
準
備
し
に
く
い
。
そ
こ
で
小
振
り
の
ド

ジ
ョ
ウ
を
使
う
。
チ
ャ
ッ
ク
付
き
の
小
袋
に
ド
ジ
ョ
ウ
を

入
れ
て
そ
の
ま
ま
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
尾
ひ
れ
の
先

端
か
ら
血
液
が
戻
っ
て
く
る
様
子
が
観
察
で
き
る
。
子
供

は
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
あ
き
る
ま
で
観
察
を
続
け
る
。

３　

理
科
の
見
方
・
考
え
方
も
身
に
付
く

現
学
習
指
導
要
領
で
は
「
理
科
の
見
方
・
考
え
方
」
を

働
か
せ
な
が
ら
学
習
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
化
学
の
粒
子
概
念
を
理
解
さ
せ
る
場
合
、
蒸
発
と

沸
騰
の
違
い
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

「
お
風
呂
に
入
る
と
天
井
か
ら
水
滴
が
落
ち
て
く
る
。
こ

れ
は
、
雨
が
降
る
原
理
と
同
じ
で
あ
る
。
冬
の
日
本
海
は

空
気
よ
り
海
水
の
方
が
暖
か
い
。
そ
の
た
め
海
面
か
ら
水

蒸
気
が
蒸
発
し
雲
と
な
り
、
北
西
の
季
節
風
で
日
本
列
島

に
雲
が
ぶ
つ
か
り
雪
と
な
る
」
こ
う
し
た
日
常
生
活
と
関

連
さ
せ
た
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
も
本
書
の
魅
力
で
あ

る
。
ま
た
「
蒸
発
し
た
水
が
水
滴
に
戻
っ
て
い
る
例
を
た

く
さ
ん
書
き
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
と
断
片
的
で
あ
っ
た

知
識
が
さ
ら
に
日
常
生
活
と
つ
な
が
り
、
理
解
が
深
ま
る
。

こ
う
し
た
理
科
の
見
方
・
考
え
方
の
指
導
を
す
る
た
め
の

必
読
書
で
あ
る
。
最
後
の
章
に
小
森
氏
が
書
か
れ
た
「
教

師
自
身
が
楽
し
そ
う
に
授
業
を
す
る
こ
と
」。
こ
れ
が
理

科
授
業
の
原
点
で
あ
る
。

冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

一
歩
先
を
行
く
た
め
の
教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

特集
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教え方の専門性を高める私の一押し本～そのポイントと私の読み方　「教育の方法と技術」を学ぶならこの本

『新版 授業の腕を上げる法則』
（学芸みらい社）

日本教育史上、最高の名著である。私もこの本
に救われた教師の一人である。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

私
の
一
押
し
の
本
は
、『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法

則
』
だ
。
私
は
、
こ
の
本
の
お
か
げ
で
、
幸
せ
な
教
師
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
本
と
出
逢

わ
な
け
れ
ば
、
学
級
崩
壊
を
繰
り
返
す
教
師
に
な
っ
て
い

た
は
ず
だ
。
こ
の
本
に
は
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
が

書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
趣
意
説
明
の
原
則
。「
指
示

の
意
味
を
説
明
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
教
室
で
ご

み
拾
い
を
子
供
た
ち
に
さ
せ
る
と
き
、「
ご
み
を
一
〇
個

拾
い
な
さ
い
」
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
こ
の
言
葉
の
前
に
、

「
教
室
を
き
れ
い
に
し
ま
す
」
と
い
う
短
い
趣
意
説
明
が

必
要
で
あ
る
。
短
い
言
葉
だ
が
、
子
供
た
ち
の
動
き
は
激

変
す
る
。
な
ぜ
か
。
子
供
た
ち
が
納
得
し
て
動
い
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
、
ご
み
を
拾
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
、
教
師
が
説
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

新
採
の
と
き
、
私
は
こ
の
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」

を
暗
記
し
た
。「
し
ゅ
、
い
ち
、
か
ん
、
ぜ
い
、
し
ょ
、
さ

い
、
く
う
、
か
く
、
こ
べ
つ
、
げ
き
れ
い
」
と
ぶ
つ
ぶ
つ

言
い
、
覚
え
た
。「
し
ゅ
」
は
趣
意
説
明
、「
い
ち
」
は
一

時
に
一
事
。
そ
し
て
、
教
室
の
後
ろ
の
黒
板
に
、「
趣
意
説

明
」
と
大
き
く
書
い
た
。
そ
の
日
は
、
趣
意
説
明
を
意
識

し
、
実
践
す
る
た
め
で
あ
る
。
次
の
日
は
「
一
時
に
一
事
」

と
書
い
た
。
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
が
不
思
議
そ
う
に
聞
い

て
き
た
。「
林
先
生
、
あ
れ
は
何
？
」「
あ
れ
は
、
先
生
の

授
業
が
上
手
に
な
る
魔
法
の
言
葉
な
ん
だ
よ
」
と
返
す
。

「
へ
ぇ
〜
、
が
ん
ば
っ
て
ね
！
」
と
子
供
た
ち
が
激
励
し
て

く
れ
た
。
と
に
も
か
く
に
も
、
意
識
し
て
、
意
識
し
て
、

「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
を
体
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

三
〇
代
。
事
例
に
目
が
行
く
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

趣
意
説
明
の
と
き
、
向
山
氏
は
、
何
を
事
例
に
し
て
い
る

の
か
。「
趣
意
説
明
の
原
則
」
の
場
合
、
ご
み
拾
い
。「
一

時
に
一
事
」
の
原
則
の
場
合
、
今
週
の
目
標
や
ロ
ッ
カ
ー

の
整
頓
。
な
ぜ
こ
の
事
例
な
の
か
考
え
た
。

ま
た
、
左
の
二
つ
に
興
味
が
わ
き
、
調
べ
、
整
理
し
た
。

◆
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
を
視
点
に
、
向
山
実

践
を
読
む
。
◆
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
を
視
点

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
読
む
。

例
え
ば
、
向
山
氏
の
一
年
生
実
践
「
お
や
ゆ
び
た
ろ
う
」。

一
年
生
が
テ
レ
ビ
番
組
の
口
調
で
「
い
い
と
も
」
と
言
う
。

向
山
氏
は
返
す
。「
い
い
と
も
な
ん
て
い
う
の
は
、
き
た

な
い
言
葉
で
す
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
い
い
で
す
と
言
い
な
さ

い
」。
向
山
氏
の
趣
意
説
明
は
、
短
く
、
自
然
な
の
で
、

読
み
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。「
き
た
な
い
言
葉
で
す

か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
趣
意
説
明
で
あ
る
。
こ
の
一
言
が

言
え
る
か
言
え
な
い
か
が
、
大
差
と
な
る
。
そ
の
瞬
間
の

一
言
に
、
教
師
修
業
の
全
て
が
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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教え方の専門性を高める私の一押し本～そのポイントと私の読み方　「指導と評価の一体化」を学ぶならこの本

評価は「①何を ②何のために ③どの
ように」
「主体的に学習に取り組む態度」は客観的に評価できない!?
『これだけはおさえたい学習評価入門　「深い学び」をどう評価するか』（鈴木秀幸著　
図書文化社）

東京都渋谷区立神宮前小学校 白
しら

杉
すぎ

亮
りょう

「
先
生
が
こ
ん
な
評
価
を
し
て
く
れ
た
か
ら
、
次
は
勉
強

の
や
り
方
を
こ
う
改
善
し
て
み
よ
う
」

「
こ
の
子
に
こ
の
よ
う
な
成
績
を
付
け
た
か
ら
、
自
分
の

指
導
の
こ
こ
を
改
善
し
よ
う
」

子
供
も
教
師
も
そ
の
よ
う
な
発
想
に
至
り
に
く
か
っ
た

の
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
評
価
」
だ
っ
た
。

「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
評

価
す
る
こ
と
で
教
師
の
「
指
導
」
が
変
わ
り
、
子
供
の

「
学
習
」
が
変
わ
る
。
そ
ん
な
状
態
で
あ
る
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は

①
何
を　

②
何
の
た
め
に　

③
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
本
書
は
こ
の
三
点

と
背
景
と
な
る
理
論
が
分
か
り
や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
に
は
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
三
観
点
が
あ
る
。

「
知
識
・
技
能
」
の
評
価
は
比
較
的
分
か
り
や
す
い
。
範

囲
を
決
め
、
テ
ス
ト
を
し
、
点
数
で
評
価
す
れ
ば
よ
い

（「
ド
メ
イ
ン
準
拠
評
価
」）。

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
は
こ
の
や
り
方
で
は
無
理
が
あ

る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
評
価
規
準
と
評
価
事
例
集
を

組
み
合
わ
せ
る
方
法
だ
（「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
準
拠
評
価
」）。

例
え
ば
、
実
際
に
や
ら
せ
て
み
て
、
そ
の
出
来
具
合
や

作
品
を
評
価
す
る
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」
と
い
う
や

り
方
も
あ
る
。
そ
の
際
に
活
躍
す
る
の
が
評
価
基
準
を
示

し
た
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」＊
だ
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
ど
う
か
。
こ
の

評
価
は
極
め
て
難
し
い
と
い
う
の
が
学
校
現
場
で
の
実
感

で
は
な
い
か
。
鈴
木
氏
の
回
答
は
明
確
で
あ
る
。

　

信
頼
性
、
妥
当
性

＊
の
あ
る
評
価
は
難
し
く
、
世

界
の
研
究
状
況
か
ら
見
て
、
評
価
基
準
の
開
発
に
期

待
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
観
点
の
評
価
を
ハ
イ
・
ス
テ
イ
ク
ス
な
評
価

＊

と
し
て
用
い
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

（
一
一
八
ペ
ー
ジ
）

客
観
的
に
評
価
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ

う
な
情
意
面
を
段
階
的
に
評
価
し
て
い
る
の
は
、
わ
が
国

だ
け
だ
と
い
う
。
そ
も
そ
も
「
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
」
は

教
師
の
指
導
力
の
反
映
な
の
だ
。
教
師
が
具
体
的
な
子
供

の
姿
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
客
観
的
な
評
価

に
は
な
じ
ま
な
い
し
、
子
供
に
突
き
つ
け
る
も
の
で
も
な
い
。

（
注
）「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」「
信
頼
性
」「
妥
当
性
」「
ハ

イ
・
ス
テ
イ
ク
ス
な
評
価
」
…
こ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
も

理
論
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
本
書
を
参
照
さ

れ
た
い
。

冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

一
歩
先
を
行
く
た
め
の
教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

特集
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教え方の専門性を高める私の一押し本～そのポイントと私の読み方　「教育課程の編成」を学ぶならこの本

学校現場の教師が行う
カリキュラムマネジメントの実際
まず『向山洋一の学校論―教育課程論―』（明治図書）でしょう！　然る後に、汎用的
理論を学ぶべし。

東京福祉大学教育学部特任教授 駒
こま

井
い

隆
りゅう

治
じ

１

青
年
教
師
が
学
校
経
営
に
目
覚
め
る

教
育
課
程
論
と
の
出
会
い

一
九
八
五
年
、
向
山
洋
一
氏
が
千
葉
大
学
で
学
生
に
対

し
て
授
業
を
行
い
、
一
九
八
七
年
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
具
体
的
な
教
育
実
践
が
教
育
課
程
と
し
て
展

開
す
る
事
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
教
育
目
標
は
達
成
状
況
を
数
値
化
す
る
」「
教
務
主
任

の
仕
事
、
何
か
ら
始
め
る
か
」「
仕
事
、
組
織
の
シ
ス
テ

ム
を
ど
う
つ
く
る
か
」「
プ
ロ
の
条
件
＝
教
育
課
程
が
編

成
で
き
る
」「
教
育
課
程
の
力
量
を
つ
け
る
」「
学
校
の
主

張
は
『
休
み
時
間
』
に
も
」
…
、
こ
れ
ら
が
具
体
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
実
に
痛
快
な
内
容
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
学
校
教
育
の
目
標
」
と
「
学
校
の
教
育
目

標
」
と
の
意
味
の
違
い
、
休
み
時
間
の
教
育
的
意
義
に
つ

い
て
明
確
な
基
礎
知
識
が
学
べ
る
。
驚
く
こ
と
に
、
こ
の

よ
う
な
基
本
的
な
原
理
原
則
が
教
育
委
員
会
も
校
長
も
明

確
に
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

２　

広
く
教
育
思
想
・
教
育
方
法
を
学
ぶ
本

明
治
期
以
降
の
日
本
で
は
、
欧
米
の
教
育
思
想
か
ら
の

翻
案
が
は
や
っ
た
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
や
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
の
教
育
思
想
や
教
育
方
法
が
実
践
に
移
さ
れ
て
き
た
。

西
欧
を
追
い
か
け
る
系
統
的
な
教
育
が
模
索
さ
れ
、
実
施

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
、
私
は
、
大
学
の
一
年
生
に
「
教
育
課
程
論
」
を
指

導
し
て
い
る
。
学
生
に
は
、
や
や
難
し
い
本
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
大
学
院
進
学
を
志
す
人
が
い
た

ら
基
本
知
識
に
な
る
。
次
の
本
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

山
﨑
保
寿
『
未
来
を
拓
く
教
師
の
た
め
の
教
育
課
程

論
』（
学
陽
書
房
、
二
〇
一
九
年
）

田
中
耕
治
・
西
岡
加
名
惠
他
『
新
し
い
時
代
の
教
育

課
程
』（
有
斐
閣
ア
ル
マ
、
二
〇
〇
五
年
）

前
者
は
、
全
般
的
に
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
べ
る
。
後
者
は
、

深
く
丁
寧
に
学
べ
る
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
西
岡
氏
が
執

筆
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
や
、
そ
れ
に
か
か
わ
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
等
に
つ
い
て
も
学
べ
る
。

こ
う
し
た
汎
用
的
な
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
実
践
家
の

強
み
に
な
る
。
理
論
を
知
っ
て
か
ら
の
実
践
と
、
知
ら
ず

に
実
践
す
る
こ
と
の
差
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

だ
が
、
ま
ず
向
山
洋
一
氏
の
『
向
山
洋
一
の
学
校
論
』

で
あ
る
。「
現
場
の
教
師
の
教
育
哲
学
」
が
あ
る
。
大
変

分
か
り
や
す
い
上
に
、
現
場
の
リ
ア
ル
が
満
載
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
現
場
で
の
実
践
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
学
び
、

然
る
後
に
汎
用
的
理
論
を
学
ぶ
べ
し
。



23 2022. 12

教え方の専門性を高める私の一押し本～そのポイントと私の読み方　「向山型」の教え方を学ぶならこの本

向山型「教え方」の具体例を
多々学べるこの一冊
できない子ができるようになり、できる子も熱中し、知的な集中が生まれてくる授業と
はいかなる授業を指すのか。実例を基に理解、納得し得るのがこの一冊である。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

向
山
型
の
「
思
想
」
を
学
ぶ
な
ら
ば
、
最
高
峰
は
『
教

師
修
業
十
年
』
だ
。
百
回
以
上
読
も
う
。

で
は
、
向
山
型
の
「
教
え
方
」
を
学
ぶ
な
ら
ば
ど
の
書

籍
な
の
か
。

こ
れ
ぞ
最
高
峰
、
と
断
言
す
る
の
は
難
し
い
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、「
向
山
型
の
教
え

方
」
の
定
義
が
必
要
だ
。

私
が
最
も
好
む
の
は
、
向
山
洋
一
氏
自
身
が
向
山
型
を

定
義
さ
れ
た
次
の
文
章
だ
。

こ
の
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
二
〇
〇
一
年
一
一
月
号

（
明
治
図
書
）
の
論
文
は
必
読
な
の
で
、
ぜ
ひ
入
手
し
、

全
文
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
三
つ
。

一　

で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

二　

で
き
る
子
も
熱
中
す
る

三　

知
的
な
集
中
（
熱
中
）
が
生
ま
れ
る

こ
の
三
つ
を
学
ぶ
一
冊
と
限
定
す
る
な
ら
ば
、
お
薦
め

す
る
の
は
こ
れ
だ
。

一
一
頁
に
「
熱
中
す
る
授
業
」
の
共
通
点
（
法
則
）
が

五
つ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
頭
を
働
か
せ
る
授
業
、「
で

き
な
い
」
状
態
か
ら
「
で
き
る
」
状
態
に
挑
戦
し
て
い
く

授
業
な
ど
）。
法
則
に
貫
か
れ
た
授
業
例
も
多
々
収
め
ら

れ
て
い
る
。
読
み
込
も
う
。

冬
ご
も
り
だ
か
ら
読
書
で
じ
っ
く
り
学
ぶ

一
歩
先
を
行
く
た
め
の
教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

教
師
の
学
び
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

特集
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応
用
行
動
分
析
を
入
門
的
に
学
ぶ
な
ら
、

『
３
ス
テ
ッ
プ
で
行
動
問
題
を
解
決
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

―
小
・
中
学
校
で
役
立
つ
応
用
行
動
分
析
学
（
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
ブ
ッ
ク
ス
）』（
大
久
保
賢
一
著　

学
研
教
育
み
ら

い
）

が
、
ま
ず
は
お
薦
め
だ
ろ
う
。

今
の
現
場
を
見
て
い
る
と
、「
感
情
的
」「
感
覚
的
」

「
経
験
則
的
」
に
指
導
し
て
い
る
先
生
が
非
常
に
多
い
。

か
つ
て
Ａ
Ｂ
Ａ
（
応
用
行
動
分
析
）
を
用
い
て
、
自
閉

症
の
子
供
の
み
を
預
か
る
学
校
を
、
ア
メ
リ
カ
で
視
察
し

た
。ど

の
教
員
も
、

「
感
情
的
に
叱
る
」

「
無
理
矢
理
子
供
を
動
か
す
」

と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

全
職
員
が
Ａ
Ｂ
Ａ
の
基
本
を
学
び
、
実
践
で
き
る
レ
ベ

ル
ま
で
研
修
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

特
に
、

目
線

が
す
ご
い
。

私
も
、
二
次
障
害
を
伴
う
子
供
を
多
く
担
当
し
て
き
た

の
で
分
か
る
。

「
目
を
見
る
こ
と
が
刺
激
と
な
っ
て
暴
れ
る
子
供
」

も
い
る
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｂ
Ａ
の
基
本
だ
が
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
刺
激
を
入
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
逆
を
言
え
ば
、

「
不
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
不
適
切
な
刺
激
を
入
れ
な

い
」

こ
と
が
問
題
行
動
解
決
の
糸
口
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
「
行
動
学
」
に
基
づ
い
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の

あ
る
方
法
で
あ
る
が
故
に
、

「
間
違
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い
」

こ
と
は
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
籍
を
読
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
専
門
的
な
セ
ミ

ナ
ー
や
講
座
で
も
、
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

仕事の技を身に付けるならこの本～そのポイントと私の読み方　「役に立つ」応用行動分析を学ぶ本

応用行動分析を学ぶことで
「科学的アプローチを手に入れる」
感情的指導から、良い行動を増やす科学的指導へ。

長野県長野市立通明小学校 小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き
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仕事の技を身に付けるならこの本～そのポイントと私の読み方　「子供に優しい」生徒指導を学ぶ本

１．感動する実践記録を読む
２．異業種の仕事から学ぶ
生徒指導とは「一人一人の児童生徒の人格を尊重」する教育活動であり、その基盤と
なるのは「児童生徒理解」であると文科省の『生徒指導提要』に記されている。この
原点に立ち返る本を２冊紹介する。（QRコードはアマゾンへ）

子育て応援クリエイター 水
みず

野
の

正
しょう

司
じ

著
者
・
佐
藤
州
男
は
酒
井
臣
吾
氏
の
お
兄
様
で
あ
る
。

進
行
性
筋
萎
縮
症
と
い
う
難
病
と
闘
い
な
が
ら
教
師
を

続
け
、
退
職
後
に
こ
の
本
を
著
し
た
。
本
の
中
に
は
多
動

児
、
学
業
不
振
児
、
社
会
不
適
応
児
な
ど
様
々
な
子
供
た

ち
が
登
場
す
る
。
そ
う
し
た
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
子
供

た
ち
に
寄
り
添
っ
た
記
録
が
本
書
で
あ
る
。
す
べ
て
が
事

実
、
実
践
記
録
で
あ
る
。『
わ
す
れ
る
も
ん
か
！
』『
新

ち
ゃ
ん
が
な
い
た
！
』
な
ど
佐
藤
州
男
の
作
品
は
ど
れ
も

温
か
い
。
向
山
洋
一
氏
の
次
の
言
葉
と
重
な
る
。「
一
人

で
も
そ
の
教
育
を
放
棄
し
た
ら
、
ぼ
く
は
そ
の
子
と
心
中

す
る
」（「
ス
ナ
イ
パ
ー
」
№
８
）。
佐
藤
州
男
は
そ
れ
を

こ
う
表
し
た
。「
人
間
は
人
間
で
あ
る
こ
と
で
尊
い
」（
本

書
）。
日
常
に
流
さ
れ
る
と
決
ま
り
を
守
ら
せ
る
こ
と
が

生
徒
指
導
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

時
は
「
人
間
」
に
寄
り
添
っ
た
実
践
記
録

が
教
師
の
魂
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
。

榎
本
澄
雄
氏
は
知
能
犯
捜
査
係
の
元
刑
事
で
あ
る
。

教
師
の
現
場
が
学
校
な
ら
、
榎
本
氏
の
現
場
は
留
置
所

だ
っ
た
。
榎
本
氏
は
言
う
。「
看
守
も
ス
ト
レ
ス
で
倒
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
い
う
看
守
が
倒
れ

る
か
と
い
う
と
、
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
留
置
人
に
怒
っ

て
ば
か
り
の
人
が
倒
れ
る
ん
で
す
」。
も
ち
ろ
ん
榎
本
氏

は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
。
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
が
な
ぜ

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
か
と
い
う
と
、
生
命
・
身
体
・
財
産
へ

の
危
害
（
自
傷
・
他
害
な
ど
の
実
害
が
中
心
）
以
外
、

ゆ
っ
た
り
と
構
え
、
ほ
ぼ
大
目
に
見
て
い
る
か
ら
で
す
」。

「
学
校
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
を
矯
正
し
た
が
る
」
確
か

に
そ
う
思
う
。
学
校
ば
か
り
を
見
て
い
る
と
生
徒
指
導
の

感
性
が
鈍
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
時
は
異
業
種
の
人
た
ち

の
「
教
育
」
を
読
む
こ
と
に
し
て
い
た
。

精
神
科
医
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
人
間

に
寄
り
添
う
職
業
は
沢
山
あ
る
。

生きる力をありがとう
佐藤州男（ポプラ社）

元刑事が見た発達障害
榎本澄雄（風花社）
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仕事の技を身に付けるならこの本～そのポイントと私の読み方　「教師が元気になる」仕事の作法を学ぶ本

硬派な自分になって学級を統率しよう
会社の上司が部下を取りまとめていくときの具体的な方法が31章にわたって書かれてい
るが、一貫して硬派な内容である。「最近うまくいかないなぁ」「ちょっとたるんでいる
かなぁ」と思う人は、是非一読して、自分自身に喝を入れていただきたい。そんな一冊
である。

関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

硬
派
な
一
冊
を
紹
介
す
る
。
タ
イ
ト
ル
は
『
上
司
が

「
鬼
」
と
な
ら
ね
ば
部
下
は
動
か
ず
』（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

社
）。
著
者
は
、
人
材
派
遣
会
社
社
長
の
染
谷
和
巳
氏
で

あ
る
。
彼
は
教
育
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
、
教
師
に

通
じ
る
表
現
が
多
々
見
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

硬
派
な
内
容
は
、「
ま
え
が
き
」
か
ら
炸
裂
し
て
い
る
。

「
あ
な
た
の
人
間
と
し
て
の
全
体
を
見
直
す
」
や
「
こ
れ

ま
で
大
過
な
く
過
ご
せ
た
こ
と
で
、
ふ
や
け
て
弱
体
化
し

て
い
る
あ
な
た
を
鍛
え
直
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ

の
厳
し
さ
に
痺
れ
る
が
、
上
司
が
強
く
な
る
こ
と
が
、
強

い
部
下
を
作
る
第
一
条
件
と
い
う
強
い
ポ
リ
シ
ー
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

今
回
は
、「
教
師
が
元
気
に
な
る
」
と
い
う
お
題
を
い

た
だ
い
た
が
、
教
師
が
元
気
に
な
る
の
は
、
学
級
が
し
っ

か
り
安
定
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
強
力
な
統
率
力
が
求

め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
教
育
は
格
闘
技
」
と
い
わ
れ
る

部
分
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
本
で
、
ち
ょ
っ

と
硬
派
な
自
分
に
な
り
、
学
級
統
率
力
を
付
け
て
ほ
し
い
。

本
書
を
読
む
と
、
自
分
を
鍛
え
直
し
て
く
れ
る
具
体
的

な
方
法
が
三
一
の
章
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か

ら
、
い
く
つ
か
印
象
的
な
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
生
徒
が
先
生
を
評
価
す
る
こ
と
に
対

し
て
で
あ
る
。
評
価
の
重
要
性
は
述
べ
つ
つ
も
、「
生
徒
は

先
生
の
指
導
者
で
は
な
い
。
指
導
者
で
は
な
い
者
が
行
う

評
価
と
は
何
か
。
そ
れ
は
人
気
投
票
で
あ
る
」
と
一
刀
両

断
し
て
い
る
。
歯
に
衣
着
せ
ぬ
言
い
回
し
が
痛
快
で
あ
る
。

二
つ
目
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
統
率
力
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
部
分
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
一
七
章
に
あ
り
、

タ
イ
ト
ル
は
そ
の
も
の
ず
ば
り
「
ど
う
す
れ
ば
統
率
力
が

伸
ば
せ
る
か
」
で
あ
る
。
統
率
力
を
「
人
を
自
分
の
考
え

通
り
に
動
か
し
て
目
的
を
達
す
る
能
力
」
と
定
義
づ
け
て

い
る
。
し
か
し
、「
人
間
は
本
来
誰
か
ら
も
支
配
さ
れ
た

く
な
い
存
在
で
あ
り
、
そ
う
し
た
人
間
を
自
分
の
思
い
通

り
に
動
か
す
の
だ
か
ら
、
困
難
が
つ
き
ま
と
う
」
と
し
て

い
る
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
人
が
喜
ん
で
上
司
（
先
生
）

に
付
い
て
き
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
書
を
読

ん
で
探
っ
て
ほ
し
い
。

た
だ
し
、
仕
事
力
を
高
め
る
方
法
が
提
言
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
、
最
終
的
に
は
自
分
を
鍛
え
て
い
く
し
か
な

い
。
そ
の
方
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
美
に
対
し
て
自
分
が
鈍
感
と
思
う
な
ら
」
と
い

う
く
だ
り
に
あ
り
、
好
き
な
ゴ
ル
フ
の
時
間
を
割
い
て
、

一
流
の
芸
術
作
品
を
見
ろ
、
美
術
全
集
を
見
ろ
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
聴
け
、
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
け
、
と
あ
る
。
つ
ま

り
は
、
正
し
い
方
向
で
努
力
を
し
ろ
と
述
べ
て
い
る
。
厳

し
い
が
ま
さ
に
正
論
。
一
読
の
価
値
は
あ
る
。
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番外編「漫画ぐらい真面目に読もう」～教師必読の漫画ランキングベスト10

嗜好を知るには、
その世代で流行する漫画を読む
手塚治虫を知らない若い世代に手塚治虫の作品を紹介しつつ、若い世代が推薦する漫
画を多く読むことをオススメする。

茨城県ひたちなか市立津田小学校 後
ご

藤
とう

隆
りゅう

一
いち

か
つ
て
『
鬼
滅
の
刃
』（
吾
峠
呼
世
晴　

集
英
社
）
が

爆
発
的
に
は
や
っ
た
こ
ろ
、
勤
務
校
の
誰
も
が
手
を
焼
い

た
（
す
ぐ
に
教
室
を
飛
び
出
す
）
Ａ
子
を
預
か
る
こ
と
に

な
っ
た
。

Ａ
子
も
『
鬼
滅
の
刃
』
が
大
好
き
だ
っ
た
。

日
本
刀
に
興
味
を
覚
え
た
ら
し
く
、
私
に
「
ぐ
さ
っ
、

ぐ
さ
っ
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
刀
で
刺
す
よ
う
な
し
ぐ
さ

を
よ
く
し
て
き
た
。

将
来
は
、
鋼
鐵
塚
さ
ん
※
１
と
結
婚
し
た
い
ん
だ
ね
。

Ａ
子
は
「
結
婚
し
た
く
な
い
！
」
と
否
定
。

切
り
返
し
成
功
で
あ
る
。

Ａ
子
は
そ
れ
か
ら
、
甘
え
声
で
「
後
藤
先
生
、
ア
タ
シ
、

禰
豆
子
に
な
り
た
い
の
」
な
ど
と
言
っ
て
く
る
。

給
食
、
食
べ
な
く
て
い
い
よ
ね
※
２
。

Ａ
子
は
「
給
食
、
食
べ
る
も
ん
！
」
と
否
定
。

ま
た
ま
た
切
り
返
し
成
功
で
あ
る
。『
鬼
滅
の
刃
』
未

読
の
者
に
は
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
切
り
返
し
は
、
私
が
『
鬼
滅
の
刃
』
の
全

巻
を
読
破
し
て
い
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
Ａ
子
は

や
が
て
、
教
室
を
飛
び
出
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
世
代
の
嗜
好
を
知
る
に
は
、
そ
の
世
代
で
流
行
す

る
漫
画
を
読
む
の
が
、
最
も
手
っ
取
り
早
い
方
法
で
あ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
世
代
は
特
に
、
若
い
世
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の

大
き
さ
を
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。

若
手
教
師
は
、
手
塚
治
虫
す
ら
知
ら
な
い
。

手
塚
治
虫
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
、
で
は
な
い
。

手
塚
治
虫
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

嘘
だ
と
思
う
な
ら
、
職
員
室
で
二
〇
代
前
半
の
若
い
先

生
に
聞
い
て
み
た
ら
い
い
（
だ
か
ら
私
は
、『
ブ
ラ
ッ

ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
を
貸
し
た
）。

漫
画
を
読
み
、
読
ま
せ
よ
う
。
書
店
へ
行
こ
う
。

①　

小
林
有
吾
『
ア
オ
ア
シ
』（
小
学
館
）

②　

三
浦
糀
『
ア
オ
の
ハ
コ
』（
集
英
社
）

③　

阿
久
井
真
『
青
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』（
小
学
館
）

④　

安
田
剛
士
『
青
の
ミ
ブ
ロ
』（
講
談
社
）

⑤　

上
村
奈
帆
『
ザ
ッ
ケ
ン
！
』（
小
学
館
）

⑥　

河
合
克
敏
『
と
め
は
ね
っ
！
鈴
里
高
校
書
道
部
』

（
小
学
館
）

⑦　

オ
ダ
ト
モ
ヒ
ト
『
古
見
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
症
で

す
。』（
小
学
館
）

⑧　

魚
豊
『
チ
。
―
地
球
の
運
動
に
つ
い
て
│
』（
小
学
館
）

⑨　

手
塚
治
虫
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』（
秋
田
書
店
）

⑩　

楳
図
か
ず
お
『
洗
礼
』（
小
学
館
）

※
１  『
鬼
滅
の
刃
』
の
登
場
人
物
。
刀
鍛
治
。

※
２  

禰
豆
子
は
鬼
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ご
飯
を
食
べ
な
い
。
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行
に
一
つ
丸
を
付
け
る
。
そ
の
行
だ

け
立
っ
て
読
む
と
い
う
も
の
だ
。

　

だ
ん
だ
ん
丸
の
数
を
増
や
し
て
い

く
と
、
自
然
に
暗
唱
が
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、次
の
言
葉
の
読
み
が
難
し
い
。

一つ
い
た
ち日

・
二ふ
つ
か日

・
三み
つ
か日

・
四よ
つ
か日

・

五い
つ
か日

・
六む
い
か日

・
七な
の
か日

・
八よ
う
か日

・

九こ
こ
の
か日

・
十と
お
か日

・
天あ
ま

の
川が
わ

・

二は
つ
か十日

　

し
か
し
、
何
度
も
読
む
中
で
、
子

供
は
自
然
に
覚
え
て
い
く
。

日
・
月
・
火
・
水
・
木
・
金
・

土
を
使
っ
て
、曜
日
歌
を
作
ろ
う
。

・
日
に
ち
を
か
ぞ
え
て
日
よ
う
日
。

・
月
が
き
れ
い
な
月
よ
う
日
。

・
火
を
ふ
き
け
し
て
火
よ
う
日
だ
。

・
水
あ
そ
び
す
る
水
よ
う
日
。

・
木
の
み
を
食
べ
た
木
よ
う
日
。

・
お
金
を
も
ら
っ
た
金
よ
う
日
。

・
土
を
ま
る
め
て
土
よ
う
日
だ
。

二
　
自
分
で
も
詩
を
作
っ
て
み
る

　

一
年
生
は
、
ゆ
っ
く
り
読
む
こ
と

が
よ
い
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
テ

ン
ポ
よ
く
読
む
方
が
効
果
的
で
あ
る
。

テ
ン
ポ
で
い
う
と
84
〜
100
Ｂ
Ｐ
Ｍ
※

が
よ
い
。
テ
ン
ポ
よ
く
読
む
か
ら
、

何
度
で
も
挑
戦
で
き
る
。

　

以
下
の
よ
う
な
読
み
方
が
あ
る
。

①　

先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み

ま
し
ょ
う
。

②　

先
生
と
一
行
交
代
で
読
み

ま
し
ょ
う
。

③　

男
女
交
代
で
読
み
ま
し
ょ

う
。

④　

先
生
の
続
き
を
読
み
ま

し
ょ
う
（
一
月
一
日
で
止
ま
り
、

下
の
部
分
を
子
供
が
読
む
）。

⑤　

④
の
方
法
で
み
ん
な
が
先

に
。

⑥　

た
け
の
こ
読
み
を
し
ま
す
。

　

特
に
、
た
け
の
こ
読
み
が
子
供
た

ち
は
大
好
き
だ
。
自
分
の
読
み
た
い

一
　
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
読
む

日づけとよう日
テンポよく、バリエーション豊
かに読むことで、難しい読みも
自然に覚える。

1年指示 いろいろな読み方で音読しま
しょう。また、「曜日歌」を作りま
しょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

光村図書・１年下・P64-65

Japanese
国語

※  

四
分
音
符
を
一
分
間
に
打
つ
回
数
。

B
eat

P
er
M
inute

の
略
。
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ま
っ
す
ぐ
に
し
て
、
端
を
揃

え
て
、
比
べ
る
こ
と
が
大
事
な

ん
だ
ね
。

と
確
認
す
る
。

「
次
は
、
こ
の
ハ
ン
カ
チ
の
縦
と

横
！
」

「
あ
れ
？
　
ど
う
や
っ
た
ら
揃
え
ら

れ
る
の
か
な
？
」

と
、
困
っ
た
演
技
を
し
、
ど
う
し
た

ら
良
い
か
を
考
え
さ
せ
る
。
少
し
難

し
い
の
で
班
で
考
え
さ
せ
た
り
、
実

物
を
用
意
し
て
実
際
に
作
業
さ
せ
た

り
す
る
と
良
い
。

　
折
っ
て
、
重
ね
て
比
べ
る
と

で
き
る
ね
。

と
確
認
す
る
。

　
つ
ま
り
、
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
、

正
し
い
比
較
の
仕
方
を
子
供
か
ら
引

き
出
す
の
だ
。
こ
の
後
は
、
間
接
比

較
に
入
る
。

発
問  

長
さ
比
べ
を
し
ま
す
。

ど
う
や
っ
た
ら
ど
ち
ら
が
長

い
か
確
か
め
ら
れ
ま
す
か
。

「
ま
ず
は
こ
の
棒
」
と
言
っ
て
、
体

育
用
の
色
違
い
の
棒
二
本
を
提
示
す

る
。

「
並
べ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
意
見
が

出
た
ら
、
教
師
は
わ
ざ
と
端
を
ず
ら

し
て
「
あ
ぁ
青
色
の
方
が
長
い
ね
」

と
言
う
。

「
違
う
」
と
い
う
意
見
か
ら
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
を
発
表
さ
せ
、

　
端
を
揃
え
て
比
べ
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
ね
。

と
確
認
す
る
。

「
次
に
こ
の
ヒ
モ
と
テ
ー
プ
」「
端

を
揃
え
て
…
」
と
言
い
な
が
ら
曲

が
っ
た
ま
ま
の
二
本
を
示
す
。「
端

を
揃
え
て
比
べ
た
ら
黄
色
の
方
が
長

い
ね
」
と
言
う
。「
ダ
メ
だ
よ
。曲
が
っ

た
ま
ま
だ
よ
」
と
い
う
意
見
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
発
表
さ
せ
、

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

義
よし

明
あき

長さ比べ
３つの直接比較の方法を実演し
たり、実際に作業させたりして
理解させる。

教育出版・１年・P129-131

1年
Mathematics
算数発問 どちらが長いか、長さ比べを

します。
※ 教師がわざと間違えることで、正しい比
べ方を子供から引き出す。また、実際に
作業させてみて、確かめさせる。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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す
（
対
話
す
る
相
手
を
代
え
な
が

ら
行
う
）。

　
対
話
を
通
し
て
、
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
す
る
名
前
が
決
ま
り
次
第
、
教
師

が
与
え
る
例
文
に
当
て
は
め
、
お
話

を
つ
く
る
。

例
文
１  

（
　
）
と
（
　
）
は
、
あ
る
道

で
出
会
い
ま
し
た
。

反
応
例  

（
ち
ゅ
う
た
）
と
（
ね
ず
と
）
は
、

あ
る
道
で
出
会
い
ま
し
た
。

発
問
３  

ね
ず
み
た
ち
は
ど
こ
に
行

こ
う
と
し
て
い
ま
す
か
？　

そ

こ
で
何
を
し
ま
す
か
？

例
文
２  

（
　
）
と
（
　
）
は
、（
　
）

を
し
に
、（
　
）
に
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
教
師
が
与
え
る
例
文
に
当
て
は
め

て
い
く
こ
と
で
、
誰
で
も
お
話
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
子
供
た
ち
が
発
想
を
豊
か
に
し
な

が
ら
お
話
を
つ
く
っ
て
い
く
単
元
で

あ
る
。
お
話
を
つ
く
る
際
、
な
か
な

か
思
い
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
供

で
も
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
む
よ
う
に
、

発
問
と
対
話
を
通
し
て
、
内
容
を
決

定
し
て
い
き
た
い
。

第
一
時
　
イ
ラ
ス
ト
や
お
話
の

例
を
読
ん
で
、見
通
し
を
も
つ
。

第
二
時　
友
達
と
対
話
し
な
が

ら
お
話
を
つ
く
り
、
書
く
。

①
第
三
時
　
友
達
と
対
話
し
な
が

ら
お
話
を
つ
く
り
、
書
く
。

②
第
四
時
　
お
話
を
互
い
に
読
み

合
う
。

発
問
１  

黄
色
い
チ
ョ
ッ
キ
の
ね
ず

み
の
名
前
は
何
で
す
か
？

指
示
１  

隣
の
人
と
言
い
合
い
ま
す
。

発
問
２  

青
い
チ
ョ
ッ
キ
の
ね
ず
み

の
名
前
は
何
で
す
か
？

指
示
２  
前
後
の
人
と
言
い
合
い
ま

お話のさくしゃにな
ろう
友達と楽しく対話しながら、自
然とお話がつくれるようになる。

2年発問１ ねずみの名前は何ですか？
発問２ ねずみはどのような性格で
すか？
発問３ ねずみはどこに行こうとし
ていますか？

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

綾
あや

乃
の

光村図書・２年下・P71-75

Japanese
国語
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区
切
っ
て
お
く
）

　

子
供
た
ち
に
板
書
さ
せ
る
。

指
示
２  

説
明
を
し
な
さ
い
。

　

黙
っ
て
十
点
満
点
で
点
数
を
書
い

て
い
く
。

　

評
定
の
基
準
を
教
師
が
も
っ
て
い

る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

二
点　

式
か
図
へ
の
書
き
込
み
。

四
点　

式
と
図
へ
書
き
込
み
。

六
点　

式
と
図
へ
の
書
き
込
み
が
あ

り
、
言
葉
で
の
説
明
。

八
点　

六
点
ま
で
の
も
の
と
図
へ
の

式
の
書
き
込
み
。

十
点　

教
科
書
に
な
い
考
え
方
。

「
Ｄ
マ
ー
ク
」
が
あ
る
学
習
で
は
、

端
末
を
使
っ
た
学
習
が
可
能
で
あ
る
。

メ
リ
ッ
ト
は
書
き
直
す
必
要
が
な
い
。

自
由
に
操
作
で
き
る
。「
東
京
書
籍

Ｄ
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧
」
と
検

索
す
る
と
出
て
く
る
。

評
定
の
基
準

端
末
の
使
用

　

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

①　

多
様
な
考
え
方
を
引
き
出

す
。

②　

個
別
評
定
で
よ
り
よ
い
説

明
の
仕
方
を
習
得
さ
せ
る
。

説
明  

み
な
さ
ん
は
今
ま
で
た
し
算
、

ひ
き
算
、
か
け
算
を
学
習
し
て
き

ま
し
た
。
今
日
は
そ
れ
ら
を
使
っ

て
問
題
を
解
い
て
も
ら
い
ま
す
。

（
教
科
書
の
問
題
文
を
読
む
）

指
示
１  

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
い
く
つ

あ
る
か
数
え
な
さ
い
。（
24
個
）

指
示  

こ
の
24
個
と
い
う
答
え
を
知

り
た
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
や
っ
て
考
え
て
い
る
か
知
り

た
い
の
で
す
。
先
生
が
一
発
で
分

か
る
方
法
を
書
い
て
持
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
。

（
そ
の
際
に
教
師
は
黒
板
を
八
つ
に

深
い
学
び
の
ペ
ー
ジ

授
業
展
開

東京都公立小学校

加
か

藤
とう

雅
まさ

成
なり

深い学びのページで
は、まず、多様な考
えを出させる
評定していき、よりよい説明の
仕方・考え方を引き出す授業。

東京書籍・２年下・P43-47

2年
Mathematics
算数指示１ 先生が一発で分かる方法を

書いて持っていらっしゃい。
指示２ よりよい点数がつくように
書いて持っていらっしゃい。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
最
初
は

山
本
く
ん
が
大
好
き
だ
っ
た
の

に
、
途
中
か
ら
あ
る
こ
と
が
き
っ

か
け
で
本
山
く
ん
が
大
好
き
に

な
っ
て
し
ま
う
と
か
。
い
つ
も
は

空
を
飛
ぶ
行
動
を
し
て
い
る
の

に
、
途
中
か
ら
あ
る
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
空
を
飛
ぶ
と
い
う
行
動

を
や
め
た
り
す
る
と
か
。
そ
う
い

う
人
物
が
主
人
公
で
す
。

発
問  

三
年
と
う
げ
の
主
人
公
は
誰

で
し
ょ
う
か
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　
多
く
の
子
が
書
い
た
と
こ
ろ
で

指
示  

誰
が
主
人
公
か
、
理
由
も
つ

け
て
班
で
相
談
し
ま
す
。全
員
起
立
。

「
話
し
合
い
が
終
わ
っ
た
ら
座
る
」

と
す
れ
ば
、
ど
の
班
が
終
わ
っ
て
ど

の
班
が
終
わ
っ
て
い
な
い
か
一
目
で

分
か
る
。「
お
じ
い
さ
ん
」
が
出
る

の
で
、
最
初
と
途
中
で
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
か
話
し
合
っ
て
い
く
と
良

い
。
次
に
、
主
人
公
を
変
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
人
物
を
扱
う
。

説
明  

登
場
人
物
を
全
て
書
き
ま
す
。

登
場
人
物
は
人
間
で
な
く
て
も
、

考
え
た
り
気
持
ち
を
表
し
た
り

し
て
い
た
ら
入
れ
て
良
い
の
で

し
た
ね
。
ス
イ
ミ
ー
は
魚
で
す
が

登
場
人
物
で
す
。
ご
ん
ぎ
つ
ね
も

登
場
人
物
で
す
ね
。

指
示  

教
科
書
か
ら
登
場
人
物
を
見

付
け
て
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　
子
供
は
、
教
書
を
読
み
な
が
ら
一

つ
ず
つ
書
い
て
い
く
。

指
示  

一
班
か
ら
一
人
一
つ
ず
つ
黒

板
に
書
い
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
一
つ
書
か
せ
る
こ
と
で
、
多

く
の
子
が
活
躍
で
き
る
。
全
て
を
出

し
尽
く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

説
明  

登
場
人
物
の
中
で
一
番
大
切

な
人
物
を
主
役
、
主
人
公
、
中
心

人
物
な
ど
と
言
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
主
人
公
に
し
ま
す
。
主
人
公
に

な
る
た
め
に
は
約
束
が
あ
り
ま

す
。
物
語
の
始
め
と
途
中
で
ガ
ラ

リ
と
行
動
が
変
わ
っ
た
り
、
考
え

方
が
変
わ
っ
た
り
し
な
け
れ
ば

主人公と対役を扱うと
物語の構成が理解できる
主人公は、対役の助言で考え方
に変化が起きる。トルトリの台
詞が主人公を変えるきっかけに
なる。ここを中心に扱うと良い。

3年発問 三年とうげの主人公は誰で
しょうか。
指示 ノートに書きます。

埼玉県さいたま市立植竹小学校

竹
たけ

岡
おか

正
まさ

和
かず

光村図書・３年下・P65-80

Japanese
国語
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は
、
分
か
っ
た
ら
、
超
超
天
才
！
」

　

こ
の
後
、
１
対
１
対
応
、
０
の
三

つ
の
意
味
を
話
す
。

「
た
だ
人
類
、
困
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
１
よ
り
小
さ
い
数
が
あ
る
」

　

黒
板
に
、
よ
う
か
ん
一
個
を
書
く
。

「
よ
う
か
ん
一
個
あ
げ
る
よ
、

と
い
う
と
き
に
、
こ
の
半
分
。

こ
の
半
分
を
ど
う
表
そ
う
。
一

個
の
半
分
。
し
ょ
う
が
な
い
か

ら
、
二
個
に
分
け
た
一
個
と
書

き
、『
二
分
の
一
』
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
分
数
で
す
」

「
じ
ゃ
、
よ
う
か
ん
一
個
を
、
三
個

に
分
け
た
二
つ
。
こ
れ
は
何
と
い
う

数
だ
。
そ
う
！　

三
分
の
二
だ
」

「
そ
の
お
勉
強
を
今
か
ら
し
ま
す
。

で
は
、
教
科
書
を
持
っ
て
」

　

そ
の
後
、
教
師
が
ゆ
っ
く
り
と
問

題
文
を
読
む
。

　

教
科
書
に
入
る
前
に
、
人
類
の
歴

史
を
語
る
。
子
供
が
一
気
に
分
数
が

好
き
に
な
る
。

「
16
、分
数
。ノ
ー
ト
の
新
し
い
ペ
ー

ジ
に
『
分
数
』
と
書
き
な
さ
い
」

　

新
し
い
単
元
に
入
っ
た
ら
、
そ
の

単
元
名
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

「
鉛
筆
を
置
い
て
。
林
先
生
の
お
話

を
聞
き
な
さ
い
」

「
数
。
数
は
、
数
字
は
、
人
間
が
発

明
し
た
も
の
で
す
。
人
類
の
歴
史
は

ず
〜
〜
〜
っ
と
長
い
で
す
。
そ
の
長

〜
い
、
長
〜
い
、
長
〜
い
歴
史
の
間
、

人
間
は
数
字
を
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
数
字
は
１
と
２
ぐ
ら
い
。
た
っ

た
、
二
つ
の
数
字
ぐ
ら
い
」

「
１
、
２
、
こ
れ
か
ら
上
は
、
大
勢
。

い
っ
ぱ
い
」

　

黒
板
に
、「
１
、
２
、
い
っ
ぱ
い
」

と
書
く
。

「
こ
れ
し
か
数
字
が
な
い
の
。
長
〜

い
間
、
頭
の
よ
い
人
類
で
も
こ
れ
し

か
な
い
」

「
だ
か
ら
、
み
ん
な
の
中
に
、
も
し
、

３
が
分
か
る
人
が
い
た
ら
ス
ゴ
イ
の
。

超
天
才
で
す
！
」

「
４
、
５
、
６
、
７
な
ん
て
い
う
の

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

健
たけ

広
ひろ

分数は、まず人類の
歴史から教える
子供が熱中する語り。

啓林館・３年下・P41-51

3年
Mathematics
算数語り ただ人類、困ることがありま

した。１より小さい数がある。
（向山洋一氏の実践追試）

動画： 分数が好きになる
語り

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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自
由
に
想
像
し
て
、
ノ
ー
ト
に
書

い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

書
い
た
ら
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
す

べ
て
褒
め
、
黒
板
に
書
か
せ
る
。
一

人
ず
つ
書
い
た
子
に
読
ま
せ
る
。

説
明
２  

「
頭
を
ひ
ね
る
」
の
意
味

は
、「
あ
れ
こ
れ
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

指
示
３  

次
の
四
角
の
中
を
考

え
て
、
文
章
を
作
っ
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。

。
だ
か
ら
、

ぼ
く
は
頭
を
ひ
ね
っ
た
。

　

こ
こ
で
も
発
問
２
の
時
と
同
様
に

行
う
。
大
い
に
褒
め
た
い
。

「
心
が
お
ど
る
」
の
慣
用
句
も
、

①　

動
作
や
演
技
を
さ
せ
る
。

②　

意
味
を
予
想
さ
せ
る
。

③　

意
味
を
教
え
る
。

④　

作
文
さ
せ
る
。

と
い
う
順
序
で
進
め
る
。

　

認
め
、
褒
め
、
自
由
に
考
え
さ
せ
、

楽
し
い
雰
囲
気
で
授
業
を
進
め
た
い
。

　

一
段
落
の
記
述
を
読
ま
せ
る
。

指
示
１  「
自
由
に
の
び
の
び
す
る
」

を
丸
で
囲
み
な
さ
い
。

説
明
１  

「
羽
を
の
ば
す
」
の
意
味

は
、「
自
由
に
の
び
の
び
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

発
問
１  

上
の
絵
。「
お
ん
せ
ん
で
、

羽
を
の
ば
し
て
き
た
よ
」
と
書
か

れ
て
あ
り
ま
す
。
温
泉
で
何
を
し

て
き
た
の
で
す
か
。
近
く
の
人
と

相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
自
由
に
の
び
の
び
し
て
き
た
」。

　

教
科
書
五
八
ペ
ー
ジ
を
読
み
、「
慣

用
句
」
の
文
字
を
赤
で
囲
ま
せ
る
。

指
示
２  

五
九
ペ
ー
ジ
に
慣
用

句
が
載
っ
て
い
ま
す
。「
頭
を

ひ
ね
る
」
と
あ
り
ま
す
ね
。

実
際
に
、「
頭
を
ひ
ね
る
」
を

体
で
表
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

頭
を
押
さ
え
た
り
、
首
を
か
し
げ

た
り
す
る
子
が
い
る
だ
ろ
う
。

発
問
２  

「
頭
を
ひ
ね
る
」
と
は
、

ど
ん
な
意
味
だ
と
思
い
ま
す
か
。

慣用句の意味を、
予想しながら学ぶ
自由に予想させ、意味を教え、
作文させる。

4年指示 次の四角の中を考えて、文章
を作ってごらんなさい。

。
　だから、ぼくは頭をひねった。

山形県山形市立蔵王第一小学校

佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

光村図書・４年下・Ｐ58-59

Japanese
国語
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説
明
４  

こ
う
い
う
計
算
は
こ

こ
で
区
切
れ
ま
す
（
整
数
部

分
と
分
数
部
分
の
区
切
れ
目

に
縦
線
を
引
く
）。

発
問
１  

整
数
は
整
数
だ
け
最

初
に
た
し
算
を
し
ま
す
。
１

＋
２
は
い
く
つ
で
す
か
。（
３
）

発
問
２  

５
分
の
３
＋
５
分
の

１
は
い
く
つ
で
す
か
。（
５

分
の
４
）

　

イ
ラ
ス
ト
図
を
使
っ
て
発
問
し
て

い
る
の
で
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す

い
。
ま
た
、
整
数
部
分
と
分
数
部
分

を
分
け
て
考
え
る
の
で
、
子
供
の
混

乱
も
少
な
く
な
る
。

説
明
５  

こ
ち
ら
（
式
）
も
同
じ
で

す
。
１
＋
２
を
し
て
３
と
書
き
ま

す
。
次
に
５
分
の
３
＋
５
分
の
１

で
す
か
ら
、５
分
の
４
と
書
き
ま
す
。

　

整
数
部
分
と
分
数
部
分
を
分
け
て

計
算
す
る
こ
と
で
、
一
目
瞭
然
の
板

書
と
な
る
。

　

問
題
文
を
読
む
。
子
供
に
も
読
ま

せ
る
。

指
示
１  

式
を
書
き
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
問
題
文
に
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
難
し
く
な
い
。

指
示
２  

こ
ち
ら
を
見
な
さ
い
。

　

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
テ
ー
プ

図
を
解
説
し
な
が
ら
板
書
す
る
。
指

示
２
を
出
す
こ
と
で
、
全
員
に
黒
板

を
見
さ
せ
る
。
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

説
明
１  

（
テ
ー
プ
図
で
１
の
部
分

を
か
き
な
が
ら
）
こ
れ
が
１
。

（
テ
ー
プ
図
で
５
分
の
３
の
部
分

を
か
き
な
が
ら
）
こ
ち
ら
側
が
は

し
た
の
数
で
５
分
の
３
。

説
明
２  

（
テ
ー
プ
図
で
２
の
部
分

を
か
き
な
が
ら
）
こ
ち
ら
側
が

１
。
２
つ
あ
っ
て
２
。（
テ
ー
プ

図
で
５
分
の
１
の
部
分
を
か
き

な
が
ら
）
こ
ち
ら
側
が
は
し
た
の

数
で
５
分
の
１
。

説
明
３  

こ
れ
を
足
し
な
さ
い
と
い

う
問
題
な
の
で
、（
＋
と
横
線
を

か
く
）
た
し
算
の
形
に
し
ま
す
。

北海道石狩市立花川小学校

赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

「分数」はイラスト図
に縦線１本を入れる
縦線１本を入れることで、学級で
一番学習が苦手な子も答えられる
発問ができる（向山洋一氏の追試）。

東京書籍・４年下・P48-50

4年
Mathematics
算数発問 整数は整数だけ最初にたし算

をします。１＋２はいくつですか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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夫
が
あ
り
ま
す
。
見
付
け
て
、
箇

条
書
き
で
書
き
な
さ
い
。

・
ま
ず
、
主
張
が
書
か
れ
て
い
る
。

・
予
想
さ
れ
る
反
論
と
自
分
の
考
え

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

意
見
文
の
書
き
方
を
ま
と
め
て
い

く
。

　

次
の
時
間
、
左
記
の
手
順
で
意
見

文
を
書
く
。

①　

学
級
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

②　

情
報
を
集
め
る

③　

自
分
の
立
場
を
決
め
、
反

論
意
見
を
考
え
る

④　

ミ
ニ
討
論
を
す
る

⑤　

意
見
文
を
書
く

　

討
論
を
通
し
、
自
分
の
立
場
や
考

え
だ
け
で
な
く
、
反
論
に
対
す
る
自

分
の
意
見
も
、
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

【
参
考
】
武
田
晃
治
氏
実
践

指
示  

岡
本
さ
ん
の
文
章
を
読
み
ま

す
。

発
問  

あ
な
た
は
、
岡
本
さ
ん
の
意

見
に
賛
成
で
す
か
。
反
対
で
す
か
。

　

賛
成
か
反
対
か
。理
由
も
書
か
せ
る
。

発
問  

あ
な
た
の
意
見
に
対
し
て
、

ど
ん
な
反
論
が
想
定
さ
れ
ま
す

か
。
予
想
し
て
書
き
な
さ
い
。

　

岡
本
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
の
人
は
、

反
対
意
見
を
予
想
し
、
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
る
。

　

意
見
文
を
書
く
際
に
、
予
想
さ
れ

る
反
論
と
考
え
を
書
か
せ
る
。

指
示  

討
論
を
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
言

わ
せ
、
討
論
さ
せ
る
。

指
示  

岡
本
さ
ん
の
意
見
に
対
し
て

の
意
見
文
が
あ
り
ま
す
。
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

　

木
原
さ
ん
の
意
見
文
を
提
示
す
る
。

意
見
文
の
み
が
書
か
れ
た
も
の
を
配

付
す
る
。

指
示  

木
原
さ
ん
の
意
見
文
に
は
、

説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
工

読み手が納得する
意見文を書こう
「あなたは、どう考える」 討論
を交えながら、意見文を書かせ
る。

5年発問 あなたの意見に対して、どん
な反論が想定されますか。予想し
て書きなさい。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・５年・P178-179

Japanese
国語

子
供
の
ノ
ー
ト
よ
り
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底
辺
・
高
さ
を
な
ぞ
り
な
さ

い
。

　

③
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

式
・
答
え
を
書
き
な
さ
い
。

　

こ
の
指
導
が
特
に
有
効
に
な
っ
て

く
る
の
が
、
次
の
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題

は
、
10
×
15
と

立
式
す
る
子
が

続
出
す
る
。

　

し
か
し
、
直

角
マ
ー
ク
に
丸

印
を
付
け
さ
せ
、
底
辺
・
高
さ
を
な

ぞ
ら
せ
る
と
、
正
答
す
る
子
供
が
非

常
に
多
く
な
る
。

　

④
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
後
に
学
習
す
る
三
角
形
・
台

形
の
面
積
も
、
直
角
マ
ー
ク
に
着
目

さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

　

こ
の
方
法
で
指
導
し
た
と
こ
ろ
、

学
級
全
体
の
単
元
テ
ス
ト
の
平
均
点

は
九
七
点
で
あ
っ
た
。

　

平
行
四
辺
形
の
面
積
の
公
式
を
押

さ
え
た
後
の
指
導
で
あ
る
。
教
科
書

に
、
平
行
四
辺
形
の
面
積
を
求
め
る

問
題
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

平
行
四
辺
形
の
面
積
を
求
め

ま
す
。
一
番
大
事
な
の
は
何
で

す
か
？

　

子
供
は
す
ぐ
に
、「
底
辺
と
高

さ
！
」
と
言
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

底
辺
・
高
さ
を
確
定
す
る
前
提
条
件

が
あ
る
。
き
っ
ぱ
り
と
次
の
よ
う
に

告
げ
る
。

　

違
い
ま
す
。
一
番
大
事
な
の

は
、
直
角
マ
ー
ク
で
す
。

　

直
角
マ
ー
ク
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、

底
辺
と
高
さ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
を
確
認
す
る
。

　

直
角
マ
ー
ク
に
丸
印
を
付
け

な
さ
い
。

　

②
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

一番大事なのは？
平行四辺形・三角形・台形の面
積を求めるために大切なことは、
直角マークへの着目である。直角
マークがあるところに底辺・上底・
下底・高さが存在する。この指
導により、正答率がグンと上がる。

東京書籍・５年下・Ｐ48

5年
Mathematics
算数発問・指示  一番大事なのは？（→

直角マーク）直角マークに丸印を
付けなさい。
指示２ 底辺・高さをなぞりなさい。
式・答えを書きなさい。
①

③

②

④

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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台
芸
術
で
す
。

説
明
２  

「
能
」
と
「
狂
言
」
を
合

わ
せ
て
「
能
楽
」
と
言
い
ま
す
。

指
示
１  

み
ん
な
の
家
の
近
く

に
も
「
能
楽
」
を
見
ら
れ
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。Google

Earth

で
探
し
て
ご
ら
ん
。

発
問
７  

第
一
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
で

す
か
。（
能
楽
）

　
こ
の
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
示

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
が
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
い
く

つ
か
問
題
を
出
し
、
楽
し
く
能
楽
を

学
べ
る
サ
イ
ト
を
子
供
に
紹
介
す
る
。

小
学
生
の
た
め
の

能
楽
入
門

https://onl.sc/
W
eW
EfgT

指
示
２  

他
に
も
教
科
書
に
は
、「
歌

舞
伎
」「
人
形
浄
瑠
璃
」

が
あ
り
ま
す
。
調
べ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
１  

「
狂
言
」
は
何
時
代
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

（
室
町
時
代
で
す
）

※
二
学
期
後
半
。
教
師
が
何
も
言
わ

な
く
て
も
、
教
科
書
か
ら
探
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

発
問
２  

ど
ん
な
劇
で
す
か
。（
観

客
を
笑
わ
せ
る
喜
劇
で
す
）

発
問
３  

登
場
人
物
は
何
人
で
す
か
。

（
二
、
三
人
で
す
）

発
問
４  

他
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
か
。（
動
物
の
鳴
き
声

や
鉦
の
音
な
ど
を
声
に
…
な
ど
）

発
問
５  

教
科
書
の
下
に
「
能
」
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
狂
言

と
能
。同
じ
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
？

（
室
町
時
代
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
）

発
問
６  

違
う
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

（
狂
言
は
喜
劇
で
、
能
は
悲
劇
。

登
場
人
物
の
人
数
な
ど
）

説
明
１  「
能
」「
狂
言
」
は
、
室
町

時
代
か
ら
お
よ
そ
六
五
〇
年
以

上
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
演
じ
ら

れ
て
き
た
、
日
本
を
代
表
す
る
舞

Google Earthとクイズ
で興味をもたせ、自由に
調べる「楽しい授業」
「能と狂言」を授業し、残りは、
自由にタブレットを使った学習
とする。

6年指示 みんなの家の近くにも「能楽」
を見られる場所があります。Google 
Earthで探してごらん。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

光村図書・６年・P163-175

Japanese
国語
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多
く
の
子
は
「
一
番
多
い
回
数
」

や
「
一
番
少
な
い
回
数
」
に
着
目
し

て
発
言
す
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
決
定
打
に
は

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、そ
の
う
ち
「
平

均
を
求
め
る
」
考
え
方
が
出
て
く
る

だ
ろ
う
。「
前
に
勉
強
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
て
、
新
し
い
勉
強
に
も
使
え

る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
」
と
褒
め
る
。

　
そ
の
う
ち
「
七
〇
回
以
上
と
ん
だ

回
数
」
等
で
求
め
る
考
え
方
も
出
て

く
る
は
ず
だ
。
こ
の
「
ち
ょ
っ
と
工

夫
し
た
」
考
え
方
が
と
て
も
大
事
だ
。

　
子
供
た
ち
の
考
え
を
大
い
に
褒
め

な
が
ら
、
多
様
な
考
え
を
引
き
出
し

て
い
き
、
次
の
ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
等

の
考
え
方
に
つ
な
げ
た
い
。

　
教
科
書
で
は
最
初
に
「
平
均
」
を

扱
っ
て
比
較
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時

に
エ
ク
セ
ル
等
を
使
わ
せ
る
と
良
い
。

一
瞬
で
合
計
や
平
均
を
出
せ
る
。
多

い
（
少
な
い
）
順
に
並
び
か
え
る
の

を
見
れ
ば
、
ま
た
新
た
な
比
べ
方
が

出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
は
教
科
書
の
三
つ
の
表
が
読

め
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
一
見
簡
単
な
こ
と
の
よ
う
に
思
う

が
、
低
位
の
子
に
は
難
し
い
。
教
師

の
工
夫
が
必
要
だ
。

指
示
１  

一
組
の
表
を
指
で
押
さ
え

な
さ
い
。

発
問
１  

一
組
は
何
日
間
練
習
し
た

の
で
す
か
。（
一
五
日
間
で
す
）

発
問
２  

一
番
多
く
と
ん
だ
の
は
何

日
目
で
何
回
で
す
か
。（
一
三
日

目
の
七
〇
回
で
す
）
70
に
○
を
し

な
さ
い
。

発
問
３  

で
は
、
一
番
少
な
か
っ
た

の
は
？（
五
日
目
の
五
五
回
で
す
）

55
回
に
△
を
し
て
お
き
な
さ
い
。

指
示
２  

二
組
、
三
組
も
同
じ
よ
う

に
印
を
付
け
て
ご
ら
ん
。

　
発
問
と
作
業
指
示
で
テ
ン
ポ
良
く

進
め
、
二
組
、
三
組
は
子
供
た
ち
に

任
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

発
問
４  

ど
こ
が
優
勝
す
る
と
思
い

ま
す
か
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

隣
の
人
と
話
し
合
っ
て
ご
ら
ん
。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

データの調べ方
表の見方を発問と作業指示で教
え、多様な比べ方を子供たちか
ら引き出していく。

東京書籍・６年・P178

6年
Mathematics
算数発問 どこが優勝すると思いますか。

それはなぜですか。隣の人と話し
合ってごらん。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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指
示  

私
た
ち
の
故
郷
の
偉
人

に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。
五
人

の
う
ち
調
べ
た
い
人
を
一
人

選
び
な
さ
い
。

五
人
程
度
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

人
数
を
少
な
く
し
て
お
く
と
、
同
じ

人
物
を
調
べ
る
友
達
が
増
え
、
安
心

し
て
調
べ
学
習
に
取
り
組
め
る
。

指
示  

調
べ
て
ノ
ー
ト
一
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
な
さ
い
。

１　

ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
さ
せ
る

は
じ
め
に
、
内
部
情
報
を
蓄
積
さ

せ
る
。

「
ど
ん
な
土
地
で
す
か
？
」

「
何
年
前
の
話
で
す
か
？
」

と
、
問
う
こ
と
で
、
そ
の
土
地
の
様

子
や
自
然
条
件
、
時
代
背
景
が
見
え

て
く
る
。

次
に
、Google

Earth
で
、
白
糸

２　

調
べ
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

台
地
の
位
置
と
地
形
の
特
徴
を
確
認

す
る
。

山
が
多
い
、
下
の
方
に
川
が
流
れ

て
い
る
等
の
地
理
的
な
特
徴
に
子
供

は
気
付
く
。
更
に
動
画
で
当
時
の
様

子
を
見
せ
、
技
術
力
の
高
さ
に
気
付

か
せ
る
。

ま
と
め
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
決
め

て
お
く
と
取
り
か
か
り
や
す
い
。

①　

人
物
の
似
顔
絵
（
写
真
）

②　

県
内
の
ゆ
か
り
の
地
域

（
地
図
・
市
町
村
名
）
と
、

そ
の
特
徴

③　

人
物
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

④　

そ
の
人
物
が
現
れ
る
前
に

人
々
が
困
っ
て
い
た
こ
と

⑤　

人
物
が
や
っ
た
こ
と
（
エ

ピ
ソ
ー
ド
）

⑥　

人
物
の
取
り
組
み
の
結
果
、

良
く
な
っ
た
こ
と

⑦　

感
想
や
思
っ
た
こ
と
（
そ

の
人
物
は
ど
の
よ
う
に
生
き

３　

ま
と
め
る
内
容

て
き
た
か
）

※　

絵
や
図
を
入
れ
て
丁
寧
に

仕
上
げ
る
。

今
回
の
実
践
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
示
し
た
。

指
示  

で
き
た
ら
、
先
生
の
と

こ
ろ
へ
持
っ
て
来
な
さ
い
。

持
っ
て
来
さ
せ
、
評
定
を
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
す
る
場
合
は
、「
一
人
あ
た
り

三
枚
ま
で
」

等
の
ル
ー
ル

を
決
め
て
お

く
。
具
体
的

に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
、
必

ず
最
後
に
は

合
格
さ
せ
る
。

４　

ノ
ー
ト
を
評
定
す
る

社会

地域の発展に尽くし
た人々を調べまとめ
る授業の進め方
４年「谷に囲まれた台地に
水を引く」─ノート１ペー
ジにまとめさせる。

茨城県公立小学校

柳
やなぎ

町
まち

直
すなお

東京書籍・４年・Ｐ114-131

基礎・基本

social studies
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グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
さ
せ
る
。

・
布
田
保
之
助
は
何
度
も
挑
戦

し
、
失
敗
か
ら
学
び
生
き
て

き
ま
し
た
。
理
由
は
、
木
の

橋
で
失
敗
し
、
そ
こ
か
ら
何

度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
て
完

成
さ
せ
た
か
ら
で
す
。

・
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
て
生

き
て
き
ま
し
た
。
理
由
は
、

人
々
の
ま
と
め
役
を
し
て
い

て
多
く
の
人
の
願
い
を
聞
い

て
い
た
か
ら
で
す
。

様
々
な
角
度
か
ら
偉
人
の
功
績
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
示  

一
番
合
っ
て
い
る
意
見

を
選
び
な
さ
い
。

最
後
に
班
で
意
見
を
一
つ
に
ま
と

め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
意

見
を
深
め
、
再
構
成
す
る
。

３　
一
番
合
っ
て
い
る
意
見
を
選
ぶ

①
か
ら
④
は
前
頁
で
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

沿
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

発
問  

人
々
が
困
っ
て
い
る
状

況
を
変
え
る
た
め
、
誰
が
何

を
し
て
、
そ
の
結
果
、
生
活

は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

〈
例
〉
水
不
足
の
た
め
米
が
作
れ
な

い
台
地
に
、
布
田
保
之
助
が
橋
を

作
っ
て
水
を
引
き
、
お
米
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
見
本
は
デ
ジ
タ
ル
版
を
参
照
）

発
問  

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を

し
た
の
で
す
か
。
ま
た
、
そ

の
理
由
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
な
ん
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
す
。

１　
時
代
の
変
化
を
短
く
ま
と
め
る

２　

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し

た
の
か
一
言
で
ま
と
め
る

向
山
洋
一
氏
の
戦
国
時
代
の
実
践

が
あ
る
。

①　

前
の
時
代
の
特
徴
を
一
言

で
言
い
な
さ
い
。

②　

こ
の
時
代
の
特
徴
を
一
言

で
言
い
な
さ
い
。

③　

時
代
を
代
表
す
る
人
を
一

人
選
び
な
さ
い
。

④　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
調
べ
な

さ
い
。

⑤　

こ
の
人
は
ど
の
よ
う
に
生

き
よ
う
と
し
ま
し
た
か
。

⑥　

根
拠
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
五
つ
選
び
な
さ
い
。

こ
の
実
践
を
転
用
す
る
。

①　

場
所
と
年
代
・
地
形
の
特

徴
を
確
認
す
る
。

②　

偉
人
が
現
れ
る
前
の
人
々

の
困
っ
て
い
た
こ
と
・
願
い

を
調
べ
る
。

③　

解
決
す
る
た
め
に
偉
人
が

取
り
組
ん
だ
こ
と
を
調
べ
る
。

④　

解
決
し
た
後
の
生
活
を
調

べ
る
。

⑤　

こ
の
人
は
ど
の
よ
う
に
生

き
よ
う
と
し
た
か
一
言
で
言
う
。

⑥　

根
拠
と
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
選
ぶ
。

⑦　

発
表
し
、違
い
を
討
論
す
る
。

社会
social studies

調べたことをもと
に自分の意見を再
構成する
４年「谷に囲まれた台地に
水を引く」─調べたことを
もとに、討論をして考えを
深める。

茨城県公立小学校

柳
やなぎ

町
まち

直
すなお

東京書籍・４年・Ｐ114-131

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
４  

最
初
の
場
面
で
、
お
ば
あ

さ
ん
に
何
と
声
を
か
け
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
す
か
。

・
大
丈
夫
で
す
か
。

・
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
。

　
意
見
発
表
さ
せ
、
板
書
さ
せ
る
。

発
問
５  

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
聞
い

た
う
え
で
、
自
分
は
ど
う
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
か
。

　
理
由
を
つ
け
て
発
表
さ
せ
、
よ
り

よ
い
行
動
を
考
え
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
後
は
、
児
童
の
日
常
生
活
に

落
と
し
込
ん
で
考
え
さ
せ
る
。
例
え

ば
、「
宿
題
の
解
き
方
が
分
か
ら
ず

に
困
っ
て
い
る
友
達
に
、
答
え
を
教

え
て
あ
げ
る
こ
と
は
親
切
か
ど
う

か
」
を
問
う
と
、
意
見
が
分
か
れ
て

面
白
い
。
大
切
な
の
は
議
論
を
通
し

て
多
様
な
考
え
に
触
れ
さ
せ
、「
親

切
」
の
形
が
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ
と

に
気
付
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

２　

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
る

発
問
２  

そ
の
結
果
、
ぼ
く
は
ど
ん

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
。

・
断
ら
れ
、残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
再
度
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ
た
場

面
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
確
認
す
る
。

③
　「
親
切
」
に
つ
い
て
考
え
る

発
問
３  

お
ば
あ
さ
ん
に
「
荷
物
、

持
ち
ま
す
。」
と
声
を
か
け
た
ぼ

く
と
、
何
も
せ
ず
に
見
守
り
続
け

た
ぼ
く
と
で
は
、
ど
ち
ら
の
方
が

親
切
と
言
え
ま
す
か
。

　
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
意
見
発
表
さ

せ
る
。
教
科
書
で
は
後
者
の
方
が
好

ま
し
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
に
声
か
け
し
た

ぼ
く
の
方
が
親
切
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
児
童
も
い
る
だ
ろ
う
。
も
し
意

見
が
後
者
に
偏
っ
た
場
合
は
、
教
師

が
前
者
の
立
場
に
立
ち
、「
見
守
る

だ
け
よ
り
も
、
声
を
か
け
て
あ
げ
た

方
が
親
切
じ
ゃ
な
い
？
」「
何
も
言

わ
ず
に
つ
い
て
行
く
だ
け
っ
て
怪
し

く
な
い
？
」
と
問
い
か
け
、
再
度
考

え
さ
せ
る
。
議
論
さ
せ
た
う
え
で
、

　
中
学
年
は
、「
他
の
人
々
の
感
じ
方

や
考
え
方
が
自
分
た
ち
の
感
じ
方
や

考
え
方
と
同
様
で
あ
る
と
思
い
込
み

が
ち
に
な
る
（
小
学
校
学
習
指
導
要

領
　
解
説
編
）」
時
期
で
あ
る
。
授

業
を
通
し
て
、
相
手
の
状
況
を
踏
ま

え
た
行
動
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
。

〈
あ
ら
す
じ
〉「
ぼ
く
」
は
下
校
途

中
、
荷
物
を
持
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
に

出
会
う
。「
荷
物
、
持
ち
ま
す
。」
と

声
を
か
け
る
が
断
ら
れ
て
残
念
に
思

う
。
そ
の
後
、
母
の
話
か
ら
お
ば
あ

さ
ん
が
病
気
だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た

１　
教
科
書
を
使
っ
た
授
業
プ
ラ
ン

め
に
歩
く
練
習
を
し
て
よ
く
な
っ
て

き
た
こ
と
を
知
る
。
数
日
後
、
同
じ

お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
っ
た
ぼ
く
は
、

声
を
か
け
ず
に
見
守
り
後
ろ
を
つ
い

て
行
く
。
無
事
に
家
に
着
い
た
お
ば

あ
さ
ん
の
姿
を
見
届
け
て
、
本
当
の

親
切
と
は
何
か
に
気
付
い
た
よ
う
な

気
が
し
た
。

①
　
教
材
文
の
読
み
聞
か
せ

②
　
状
況
設
定
の
確
認

発
問
１  

ぼ
く
が
は
じ
め
て
お
ば
あ

さ
ん
と
出
会
っ
た
と
き
、
お
ば
あ

さ
ん
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
し

た
か
。

・「
荷
物
、
持
ち
ま
す
。」
と
言
っ
た
。

子供の「親切」に
対する考えをアッ
プデートする授業
プラン
議論を通して新たな価値観
に触れ、「親切」についてよ
り深く考えさせる。

4年道徳

兵庫県洲本市立大野小学校

賀
か

本
もと

岳
がく

陽
よう

日本文教・４年
P132-135

「心と心のあく手」
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

１　状況設定を変化させる
　本単元では、「ていねいに注文をしたり、
値段をたずねたりしよう」というゴールが設
定されている。以下の新出ダイアローグを身
に付けさせることを単元の目標とする。

A : What would you like?
B : I’d like ～（場所によって単語が変わる）
A : How much is it?
B : It’s ～ yen.
A : Here you are.
B : Thank you.

　教科書ではレストランで注文することに
なっているが、児童が普段買い物をする店は
他にも多数ある。状況設定として、児童がよ
く行くというアイスクリーム店、ハンバー
ガー店、寿司店、100円均一など、身近な場
所にする。場所を変えるだけで扱う単語も変
化するので、飽きずにやり取りを楽しむこと
ができる。
２　数字に素早く反応させる
　教科書ではいきなり「980yen」とある。し
かし、数字の言い方は児童にとって難しいし、
なかなか定着しない。そこで【500yen】→

【300yen】→【150yen】→【750yen】→
【88 0 y e n】→【20 0 y e n+ 3 3 0 y e n】→
【570yen+240yen】のように、何百円という切
りのいい数字→何百何十円→和を自分で計算
して答えるというステップを踏んでいく。コ
ンテンツやカードなどにして提示し、即座に
言えるように練習させる。ただリピートさせ
るだけでなく、列対抗、男女対抗、グループ
対抗など、緊張感ある場を短時間でも毎時間
取り入れつつ、「負けても大丈夫！　間違えた
方が覚える！」などと伝えながら盛り上げる。
３　４人でやり取りすることでつなげる
　ペアで店員役と客役を練習したら、４人グ
ループでやり取りをさせる。５年生の児童に
とって、外食に行く時は児童１人で行くことよ

りも家族で行く方が多い。より日常生活に近
づけるために、１人は店員、残り３人が家族
と設定する。親役、５年生役、兄弟役など時
間を区切ってローテーションで回していくと、
どの役割も確実に話せるようになってくる。以
下は、店に行く前の家族間での会話である。

親 : What do you want to eat?
子１ : I want to eat sushi.
子２ : I want to eat carry and rice.
親 :  OK. Let’s decide with a rock -paper-

scissors. （子同士でじゃんけんをする）
親 : Where do you want to go?
子１ : I want to go to ○○寿司.
子２ : What food do you want to eat?
子１ : I want to eat マグロ and サーモン.

　既習と新出ダイアローグを意図的に組み込
んでいくことで、やり取り数が増え、確実に
話すことができる子供に変容していく。

Unit 6：What 
would you like?
「状況設定を変化させる」「数
字に慣れさせる」「４人グルー
プでやり取りさせる」ことで、
新出ダイアローグと既習ダイ
アローグを確実に習得させる。

茨城県公立小学校

滝
たき

沢
ざわ

寛
ひろ

子
こ

東京書籍

5年英語
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オンラインでの明
確な発問、指示と
確認
一番大事なのは、「一時に
一事」の原則である。明
確な作業指示を出せるか、
確認を出せるかというのが
大切であり、確認をする際
に、褒めることが大切であ
る。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

も
確
認
を
す
る
。「
押
さ
え
た
人
、

手
を
挙
げ
て
ご
ら
ん
」。
手
を
挙
げ

た
子
を
褒
め
る
。

　

二
つ
め
は
、
教
師
の
画
面
に
資
料

を
表
示
し
て
授
業
を
す
る
場
合
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
子
供
た
ち
の
手
元

に
資
料
が
な
い
。「
画
面
に
あ
る
写

真
を
指
さ
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
等

と
指
示
し
た
後
、
子
供
た
ち
が
画
面

を
指
さ
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
褒
め
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
。

②　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
作
業

指
示
の
言
葉
を
工
夫
し
て
い
る
。

　

教
科
書
を
手
元
に
持
っ
て
い
る
場

カ
メ
ラ
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
た
際
、
名

前
を
呼
ん
で
評
価
す
る
こ
と
も
効
果

的
だ
。
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い

る
子
も
い
る
た
め
、「
ゆ
っ
く
り
や
っ

て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
声
か
け

も
大
切
だ
。
一
番
大
事
な
の
は
、
一

時
に
一
事
で
あ
る
。
明
確
な
作
業
指

示
を
出
せ
る
か
、
確
認
を
出
せ
る
か

と
い
う
の
が
大
切
で
あ
り
、
確
認
を

す
る
際
に
、
必
ず
褒
め
る
。

　

で
き
て
い
る
子
を
褒
め
る
。

　

手
を
挙
げ
て
い
る
子
を
褒
め
る
。

　

丸
を
付
け
て
い
る
子
を
褒
め
る
。

　

子
供
た
ち
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

具
体
的
に
褒
め
る
た
め
に
は
、
子
供

た
ち
の
様
子
を
Ｏ
Ｂ
Ｓ
（
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
配
信
ソ
フ
ト
）
な
ど
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
使
っ
て
見
る
と
い

う
方
法
が
あ
る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー

を
二
つ
使
用
し
、
子
供
た
ち
の
様
子

を
確
認
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。

先
生
方
の
、
も
し
く
は
学
校
の
オ
ン

ラ
イ
ン
状
況
に
よ
っ
て
、
方
法
を
選

べ
ば
良
い
。

合
は
、「
教
科
書
は
一
旦
置
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。
先
生
の
画
面
を
、
見

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
の
よ
う
な
作
業

指
示
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

子
供
た
ち
が
教
科
書
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
画
面
に
映
し
た
資
料

を
見
せ
、「
グ
ラ
フ
を
指
で
な
ぞ
っ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
の
よ
う
な
作
業

指
示
が
必
要
に
な
る
。
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
作
業
指
示
を
出
す
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
だ
。

③　

子
供
の
作
業
を
確
認
し
、
時

間
差
に
配
慮
し
た
対
応
を
し
て

い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
な
の
で
ネ
ッ

ト
環
境
に
よ
っ
て
時
間
差
が
生
じ
る
。

ど
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
設
計
を

す
る
か
に
よ
っ
て
、
組
み
立
て
が
変

わ
っ
て
く
る
。

　

ノ
ー
ト
作
業
を
す
る
な
ら
ば
、「
書

け
た
人
、
先
生
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
て

ご
ら
ん
」
や
「
で
き
た
人
、
手
を
挙

げ
て
ご
ら
ん
」
な
ど
の
確
認
を
行
う
。

「
４　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
明
確
な
発

問
、
指
示
と
確
認
」
に
つ
い
て
。

①　

一
時
に
一
事
を
指
示
し
て
い

る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
一
時
に
一
事
を

指
示
す
る
」
と
い
う
場
合
は
、
子
供

た
ち
の
手
元
に
教
科
書
が
あ
る
の
か
、

な
い
の
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

例
を
二
つ
出
す
。

　

一
つ
め
は
教
科
書
が
あ
る
場
合
で

あ
る
。
子
供
た
ち
に
「
教
科
書
の
３

番
を
指
で
押
さ
え
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」
と
い
う
よ
う
な
指
示
を
す
る
。

指
で
押
さ
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
後

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える
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ペ
ー
ジ
（
子
ペ
ー
ジ
）
な
の
だ
。
多

く
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
「
ツ
リ
ー
構

造
」
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
作
成
し
た
人
や
団
体
の
こ

と
を
詳
し
く
知
り
た
け
れ
ば
、
親

ペ
ー
ジ
ま
で
た
ど
っ
て
い
け
ば
い
い
。

発
問  

ど
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
親

ペ
ー
ジ
に
行
け
そ
う
で
す
か
。

　

こ
こ
で
子
供
た
ち

は
気
付
く
。
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
の

図
と
似
て
い
る
も
の

が
サ
イ
ト
の
上
部
に

あ
る
の
だ
。
気
付
い

た
こ
と
を
褒
め
て
、

次
の
よ
う
に
言
う
。

説
明  

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
こ
れ
を

「
パ
ン
く
ず
リ
ス
ト
」
と
言
い
ま

す
。
た
ど
る
と
親
ペ
ー
ジ
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
後
、
親
ペ
ー
ジ
で
「
住
所
」

や
「
電
話
番
号
」
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。

疑
問
が
子
供
た
ち
か
ら
出
て
い
た
の

だ
。
教
師
が
あ
ら
か
じ
め
検
索
し
て
、

そ
の
こ
と
が
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
を
共

有
し
た
。

　

あ
る
動
物
園
の
ブ
ロ
グ
の
ペ
ー
ジ

で
あ
る
。
い
き
な
り
読
解
さ
せ
な
い
。

最
初
に
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問  

こ
の
サ
イ
ト
を
信
用
し
て
い

い
の
で
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
、「
住
所
」
や
「
電

話
番
号
」
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
場

合
は
、
信
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い

と
い
う
こ
と
を
学
習
し
て
き
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
覚
え

て
い
て
、
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な

が
ら
探
し
て
い
た
。
し
か
し
、
載
っ

て
い
な
い
。

３　

パ
ン
く
ず
リ
ス
ト
を
た
ど
る

　

実
は
子
供
た
ち

に
見
せ
た
ペ
ー
ジ

は
、
動
物
園
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
階

層
が
下
の
方
の

１　

絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る

『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』
の
絵

本
を
読
み
聞
か
せ
た
。
ど
の
学
校
の

図
書
館
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。
子
供
た

ち
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
聞
い
て
い

た
。
次
に
、「
あ
る
場
面
」
を
想
起
さ

せ
る
。
子
供
が
置
き
去
り
に
さ
れ
た

森
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
親
の
い
る
家

ま
で
帰
ろ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
場

面
だ
。「
最
初
は
白
い
小
石
を
置
い
て
、

石
を
た
ど
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
た

ん
だ
」「
次
は
、
パ
ン
く
ず
を
置
い
て

き
た
ん
だ
ね
」「
で
も
、
小
鳥
に
食
べ

ら
れ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

ん
だ
」
楽
し
く
や
り
取
り
し
た
後
、

こ
の
場
面
を
左
の
よ
う
に
図
に
す
る
。

黒
板
に
か
い
て
あ
げ
て
も
良
い
。

２　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
読
解

　

読
み
聞
か
せ
の

後
、
子
供
た
ち
の

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に

あ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
リ
ン
ク
を
共

有
し
た
。「
ど
う

ぶ
つ
え
ん
の
じ
ゅ

う
い
」
と
い
う
説

明
文
を
学
習
し
て

い
た
と
き
、「
獣
医
さ
ん
は
本
当
に
、

毎
日
お
風
呂
に
入
る
の
か
」
と
い
う

サイトの信頼性を確認す
るためには、まずトップ
（親）ページまで行ってみ
ることだ。そのために便利
な「パンくずリスト」を２
年生に教えた実践である。

Ｗｅｂサイトの基本的
な構造を教えよう
～親ページと子ページ

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

身に付けさせよう！

日本の子供たちに

「動画読解・WEB読解」を
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体 育
授 業 実 践
中 学 校 の

説明しない体育
授業（走高跳）
写真で比較させたり、活
動や練習をさせたりして、
説明をしないで理解させ
る。

埼玉県鴻巣市立川里中学校

横
よこ

田
た

泰
やす

紀
のり

技
能
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ポ
イ
ン
ト

に
気
付
か
せ
る
の
で
あ
る
。

　

写
真
の
よ
う
に
注
目
す
べ
き
点
を
、

□
囲
み
や
矢
印
で
示
せ
ば
生
徒
は
答

え
に
辿
り
つ
け
る
。

　

ち
な
み
に
、
跳
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
、

前
傾
姿
勢
を
作
る
こ
と
（
お
で

こ
と
膝
を
近
づ
け
る
）。

　

こ
れ
が
で
き
る
と
足
が
自
然
と
高

く
上
が
る
よ
う
に
な
る
。

　

最
後
に
指
示
を
出
す
。

指
示
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て

三
回
跳
び
な
さ
い
。

　

こ
の
間
、
教
師
の
説
明
は
一
切
な

い
。
生
徒
が
考
え
て
導
き
出
し
た
ポ

イ
ン
ト
だ
か
ら
こ
そ
意
識
す
る
。
す

る
と
次
々
に
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
走
高
跳
は
バ
ー
を
越
え
た
瞬

間
に
楽
し
さ
が
あ
る
。
生
徒
が

「
も
っ
と
跳
び
た
い
」
と
な
る
こ
と

で
よ
り
一
層
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
。

そ
れ
が
記
録
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　

前
記
の
写
真
は
跳
ぶ
瞬
間
の
空
中

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。

　

右
の
写
真
②
が
正
し
い
跳
び
方
で

あ
る
。

　

次
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
問
う
写
真
を

見
せ
る
。

　

Ｍ
男
が
一
一
〇
㎝
か
ら
一
四
〇
㎝

ま
で
跳
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

瞬
間
、
周
り
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

Ｍ
男
は
運
動
の
苦
手
な
生
徒
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
い
た
仲

間
が
驚
い
た
の
だ
。
そ
れ
以
外
の
生

徒
も
、
授
業
の
中
で
次
々
に
記
録
を

伸
ば
し
て
い
っ
た
。「
で
き
な
い
」

を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
三
つ
の
方

法
が
あ
る
。

一
、
ポ
イ
ン
ト
は
説
明
し
な
い

二
、
活
動
は
楽
し
く

三
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
指

導

　

今
回
は
、「
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は

説
明
し
な
い
」
を
紹
介
す
る
。

　

教
師
の
説
明
が
長
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
理
解
で
き
な
い
生
徒
が
増
え

る
。
ま
た
、
一
方
通
行
の
説
明
で
は
、

生
徒
の
思
考
が
促
さ
れ
ず
ポ
イ
ン
ト

が
頭
に
入
ら
な
い
。
よ
っ
て
次
の
よ

う
な
展
開
を
し
て
い
く
。

どこが違うのか
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理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

「酸とアルカリ」
の導入実験
中学、高校でも、ものと
時間を確保することで、
子供たちは授業につなが
る発見をすることができ
る。

愛知県私立愛知淑徳中学校高等学校

松
まつ

浪
なみ

由
ゆ

起
き

　

あ
る
生
徒
は
、

バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー

の
指
示
薬
と
し
て

の
色
の
変
化
を
ま

と
め
て
き
た
。
ま

た
あ
る
生
徒
は
、

同
じ
水
溶
液
で
も

濃
度
が
変
わ
る
と

㏗
が
変
わ
る
こ
と

か
ら
、
高
校
で
学

ぶ
電
離
度
の
話
に

つ
な
が
る
発
見
を

し
て
い
た
。

　

も
の
に
触
れ
る
時
間
を
十
分

に
与
え
る
。

　

た
っ
ぷ
り
時
間
を
と
っ
た
か
ら
こ

そ
、授
業
に
つ
な
が
る
発
見
が
で
き
た
。

　

楽
し
い
活
動
の
中
で
、
後
に
学
ぶ

中
和
反
応
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
実
践
で
あ
る
。

２
十
分
な
時
間
を
確
保

「
次
の
時
間
に
、
色
々
な
水
溶
液
の

㏗
を
調
べ
ま
す
。
家
か
ら
水
溶
液
を

持
っ
て
お
い
で
」
と
前
時
に
伝
え
て

お
く
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
こ
ち
ら
で
も
い
く

つ
か
薬
品
を
準
備
す
る
。
塩
酸
、
水

酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
は
、
異
な

る
濃
度
の
も
の
を
二
種
類
ず
つ
準
備

し
た
。

　

水
溶
液
の
㏗
を
試
験
紙
で
調
べ
る
。

更
に
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
テ
ィ
ー
を
入

れ
る
と
何
色
に
な
る
か
実
験
さ
せ
た
。

　

自
分
た
ち
が
持
っ
て
き
た
も

の
で
、
熱
中
度
が
高
ま
る
。

　

実
験
の
終
盤
、
各
班
一
つ
ず
つ
、

お
気
に
入
り
の
結
果
を
前
の
黒
板
に

書
か
せ
る
。
㏗
が
１
か
ら
11
ま
で
、

様
々
な
色
が
揃
っ
た
。
こ
れ
を
元
に

考
察
さ
せ
る
。

１
優
れ
た
実
践
の
修
正
追
試

「
今
日
は
あ
る
飲
み
物
を
持
っ
て
き

ま
し
た
」。
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
テ
ィ
ー
※

を
見
せ
た
。「
う
わ
ぁ
、
不
味
そ
う
。

飲
み
た
く
な
い
〜
！
」
教
室
が
盛
り

上
が
る
。
こ
れ
を
隣
の
コ
ッ
プ
に
移

す
と
「
え
〜
な
ん
で
！
」
と
声
が
上

が
る
。
更
に
隣
の

コ
ッ
プ
に
移
す

と
、「
す
ご
い
！
」

と
拍
手
が
起
こ

る
。
そ
の
後
、
生

徒
た
ち
に
再
現
さ

せ
た
。

　

小
森
栄
治
氏
の

Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
を
用
い
た
化
学
マ
ジ
ッ

ク
の
ア
レ
ン
ジ
で
あ
る
。
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
、
塩
酸
を
コ
ッ
プ

に
仕
込
ん
で
お
い
た
。

　

次
に
「
色
が
変
わ
っ
た
二
つ
の

コ
ッ
プ
の
水
溶
液
を
、
元
の
色
に
戻

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。

で
き
た
班
か
ら
、
教
卓
に
コ
ッ
プ
を

持
っ
て
こ
さ
せ
る
。
一
つ
ず
つ
元
の

水
溶
液
と
比
べ
て
評
定
す
る
。
私
の

班
が
一
番
近
い
！　

な
ど
盛
り
上

が
っ
た
。

「
他
の
方
法
で
も
確
か
め
ま
す
。
こ

れ
を
使
い
ま
す
」
と
万
能
㏗
試
験
紙

で
全
て
の
水
溶
液
を
確
認
し
た
。
ど

れ
も
㏗
は
７
に
近
く
な
っ
た
。

※  

タ
イ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
。

元
々
は
水
色
だ
が
、
酸
性
で
ピ
ン
ク
色
に
、

ア
ル
カ
リ
性
で
緑
色
に
変
わ
る
。

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
問
題
の
指
導

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
問
題
の
指
導

向
山
実
践
を
ベ
ー
ス
に
し
た
授
業
で
目
の
前
の
子
供
を
熱
中
さ
せ
る
。

向
山
実
践
を
ベ
ー
ス
に
し
た
授
業
で
目
の
前
の
子
供
を
熱
中
さ
せ
る
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か
ら
の
出
題
で

あ
る
。

い
く
つ
か
の
授
業
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
こ
の
問
題
を
そ
の
ま
ま
用
い
る

授
業
で
あ
る
。
解
か
せ
て
解
説
す
る
、
よ
く
あ

る
パ
タ
ー
ン
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り

に
も
芸
が
な
い
。

ひ
と
つ
は
、「
次
の
『
よ
り
』
の
違
い
を
授

業
し
な
さ
い
」
と
い
う
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
枠
囲
み
部
分
を
選
択
肢
に
し
て
、
１
～

５
の
「
よ
り
」
を
分
類
（
グ
ル
ー
プ
分
け
）
し
、

ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
せ
る
授
業
で
あ
る
。

別
に
、「
よ
り
」
を
用
い
た
文
を
作
ら
せ
、

列
挙
さ
せ
て
か
ら
分
類
さ
せ
る
授
業
も
あ
る
。

向
山
実
践
で
言
え
ば
、「
か
け
る
」
型
の
授
業

で
あ
る
。
応
募
者
の
中
に
も
こ
の
形
で
授
業
し

た
方
が
い
た
。
さ
す
が
に
基
本
を
勉
強
し
て
い

る
。
こ
の
形
の
指
導
を
し
た
の
ち
に
問
題
を
扱

え
ば
、
ど
の
子
供
も
い
と
も
簡
単
に
ク
リ
ア
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

大
切
な
の
は
、
ど
ん
な
授
業
を
す
れ
ば
、

 

目
の
前
の
子
供
が
熱
中
し
て
学
ぶ
か    

で
あ
る
。

茨
城
県
の
後
藤
隆
一
氏
。

今
回
は
助
詞
「
よ
り
」
を
扱
う
が
、
比
較
の

「
よ
り
」、
起
点
の
「
よ
り
」、
通
過
地
点
の

「
よ
り
」
と
区
別
を
説
明
し
て
も
、
授
業
し
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
語
句
の
意
味
を
説
明
で

き
る
こ
と
と
、
そ
の
語
句
が
使
え
る
と
い
う
こ

と
と
は
ち
が
う
か
ら
で
あ
る
。（
略
）

指
示
１  

後
藤
先
生
が
一
発
で
分
か
る
解
き

方
を
、
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
か
き
な
さ

い
。
絵
を
描
い
て
も
い
い
、
図
を
描
い
て
も

い
い
、
言
葉
で
説
明
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
つ
か
け
た
ら
、
プ
リ
ン
ト
を
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。
※
黒
板
に
①
～
④
を
書
き
、

順
に
か
き
込
ま
せ
て
い
く
。

指
示
２  

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

発
問
１  

何
番
の
説
明
が
最
も
し
っ
く
り
き

ま
し
た
か
。

※
お
そ
ら
く
「
よ
り
」
を
「
よ
り
も
」
に
置
き

換
え
て
読
ん
で
、
不
自
然
な
感
じ
が
し
な
い

の
が
「
４
」
だ
と
い
う
子
が
い
る
は
ず
で
あ
る
。

指
示
３  

１
、
２
、
３
、
４
の
「
よ
り
」
を

四
角
で
囲
み
な
さ
い
。

指
示
４  

四
角
に
「
よ
り
も
」
を
入
れ
て
読

み
ま
す
。

指
示
５  

残
り
の
四
角
に
「
よ
り
」
以
外
の

言
葉
を
入
れ
て
、
意
味
の
通
る
文
を
完
成
さ

せ
な
さ
い
。

発
問
２  

相
川
さ
ん
が
読
ん
だ
【
資
料
】
の

向山型に挑戦！

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

躍
的
に
速
く
な
る
。
３
ま
で
の
流
れ
は
良
い
。

問
題
は
４
で
あ
る
。
こ
れ
は
難
し
い
。
宮
森
氏

自
身
も
混
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、

選
択
肢
３
の
「
正
門
よ
り
」
を
手
段
と
し
つ
つ
、

自
作
の
「
昇
降
口
よ
り
」
を
方
法
と
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
整
理
が
必
要
だ
。

子
供
の
作
文
も
い
い
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
が
作
っ
た
文
言
を
扱
う
の
も
良
い
。
奈
良

県
の
松
本
隆
行
氏
は
「
つ
け
た
し
」
と
し
て
映

画
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し
た
。

『「
無
頼
」
よ
り
大
幹
部
』

『
た
だ
悪
よ
り
救
い
た
ま
え
』

『
０
０
７
／
ロ
シ
ア
よ
り
愛
を
こ
め
て
』

『
地
上
よ
り
永
遠
に
』

『
君
は
永
遠
に
そ
い
つ
ら
よ
り
若
い
』

『
花
よ
り
男
子
』
⋮
⋮

と
こ
ろ
が
、
時
間
の
起
点
の
「
よ
り
」
を
用

い
た
映
画
タ
イ
ト
ル
が
見
当
た
ら
な
い
の
だ
そ

う
だ
。「
な
ぜ
時
間
の
起
点
を
表
す
『
よ
り
』

を
使
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
あ
ま
り
な
い
の
で
し
ょ

う
？　
『
か
ら
』
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
」

高
学
年
な
ら
ば
端
末
で
探
さ
せ
て
も
よ
い
。

「
該
当
の
言
葉
を
他
の
言
葉
に
置
き
換
え

て
、
意
味
の
違
い
を
検
討
さ
せ
る
。」  

向
山
氏
が
何
度
も
言
及
し
て
き
た
こ
の
方
法

は
、
多
種
多
様
な
授
業
に
お
い
て
間
違
い
な
く

有
効
な
一
手
で
あ
る
。

冒
頭
に
示
し
た
列
挙
・
分
類
型
で
授
業
を
組

み
立
て
た
一
人
、
神
奈
川
県
の
宮
森
裕
太
氏
。

指
示
１  「
よ
り
」
が
つ
く
文
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
書
き
な
さ
い
。

指
示
２  Jam

board

に
一
つ
の
文
に
つ
き
、

一
つ
の
付
箋
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
３  「
よ
り
」
の
文
の
中
か
ら
同
じ
よ
う

な
意
味
の
も
の
を
集
め
な
さ
い
。

指
示
４  

同
じ
意
味
の
も
の
に
「
～
の
よ
り
」

の
よ
う
に
名
前
を
付
け
な
さ
い
。

※
例　

試
合
は
十
二
時
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
↓

ス
タ
ー
ト
の
「
よ
り
」

デ
ジ
タ
ル
付
箋
を
用
い
れ
ば
分
類
作
業
が
飛

枠
囲
み
の
文
は
、
ど
れ
を
入
れ
る
と
意
味
が

通
じ
ま
す
か
。

指
示
６  
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
て
、
読
ん
で
ご
ら

ん
な
さ
い
。

堅
実
な
授
業
で
あ
る
。
指
示
１
で
ど
れ
だ
け

多
様
な
考
え
が
提
出
さ
れ
る
か
が
肝
だ
。
学
級

の
底
力
が
露
呈
す
る
、
あ
る
意
味
恐
ろ
し
い
指

示
で
あ
る
。
板
書
画
像
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。

指
示
５
が
な
け
れ
ば
テ
ク
ニ
ッ
ク
論
と
な
っ

て
し
ま
う
が
、
選
択
肢
１
～
３
を
き
っ
ち
り

扱
っ
て
い
る
の
も
良
い
。

解
を
確
定
し
た
あ
と
は
、
各
々
の
「
よ
り
」

を
用
い
た
作
文
を
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
。
活
動

が
活
性
化
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
あ
る
う
え
、

子
供
一
人
一
人
の
理
解
度
の
確
認
に
も
な
る
か

ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
指
示
５
は
あ
る
先
行
実
践

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

『
向
山
型
国
語
教
え
方
教
室
』（
明
治
図
書
）
誌

上
で
向
山
洋
一
氏
が
、「
～
あ
が
る
」
の
違
い
を

授
業
す
る
際
の
代
案
と
し
て
述
べ
た
方
法
で
あ
る
。
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宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
、「
子
供
だ
け
を
見
て
い

て
も
解
決
で
き
な
い
、
家
族
を
含
め
て
見
る
必

要
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

１　

お
互
い
に
向
き
合
え
る
関
係
づ
く
り

（
１
）
本
人
と
教
員
の
関
係

　

Ｆ
男
は
、
自
分
の
考
え
に
固
執
す
る
。
し
か

し
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
際
は
言
葉
を
詰
ま

ら
せ
、「
面
倒
く
さ
い
」
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
相
手
に
真
意
が
伝
わ
ら
な
い
ま
ま

行
動
を
起
こ
し
、誤
解
を
招
い
て
し
ま
う
。「
ど

う
せ
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
の
も
口

癖
だ
っ
た
。

対
応
：
紙
に
箇
条
書
き
し
て
、
思
考
の
整
理
を

し
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
よ
い
の
か
を

考
え
た
。

　

横
に
い
て
本
人
に
言
わ
せ
た
り
、
保
護
者
と

の
間
を
取
り
持
ち
な
が
ら
進
め
た
り
も
し
た
。

　

回
数
を
重
ね
、
Ｆ
男
か
ら
相
談
に
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
自
分
の
考
え
は
妥
当
な
の
か
、
ど

の
よ
う
に
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
内
容
だ
。

（
２
）
家
族
と
本
人
の
関
係

　

家
族
か
ら
見
た
Ｆ
男
は
、
考
え
方
に
融
通
が

利
か
な
く
て
困
る
子
と
し
て
映
っ
て
い
る
。「
何

を
言
っ
て
も
考
え
が
お
か
し
く
て
理
解
で
き
な

い
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
子
。
毎
度
、
分
か
り

合
え
ず
に
、
口
論
に
な
る
か
、
物
に
当
た
っ
て

し
ま
う
」
と
保
護
者
は
い
う
。

対
応
：
家
族
構
成
員
一
人
一
人
と
Ｆ
男
と
の
関

係
、
今
家
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
子
育
て
で
気

に
な
っ
て
い
た
幼
少
期
の
こ
と
等
、
何
度
も
何

度
も
相
談
に
の
っ
た
。

　

Ｆ
男
の
考
え
て
い
る
こ
と
や
思
考
の
経
緯
を

伝
え
、
母
、
父
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
付

き
合
い
方
を
考
え
た
。
最
後
に
、
子
供
と
向
き

合
っ
て
い
る
姿
に
感
謝
の
意
を
伝
え
続
け
た
。

（
３
）
家
族
で
で
き
る
こ
と

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

る
。

　

責
め
合
う
関
係
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
合
う
関

係
に
変
え
る
。

　

だ
め
な
人
で
な
く
、
だ
め
な
行
動
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

家
族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
。

２　

家
族
療
法
（
家
族
も
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
）

　

一
九
五
〇
年
代
、
家
族
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
研
究
を
し
て
い
た
ベ
イ
ト
ソ
ン

（G.Bateson

）
ら
が
、
シ
ス
テ
ム
と
い
う
考
え

方
を
人
間
関
係
に
取
り
入
れ
、
家
族
療
法
や
臨

床
心
理
学
全
体
に
影
響
を
与
え
た
。

　

例
え
ば
、
Ａ
男
が
暴
れ
る
原
因
は
、
家
族
で

あ
る
自
分
た
ち
に
も
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

家
族
一
人
一
人
に
役
割
が
あ
り
、
家
族
の
シ
ス

テ
ム
に
課
題
解
決
方
法
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

【
参
考
文
献
】
宮
尾
益
知
「
発
達
障
害
家
族
の

観
点
か
ら
」
二
〇
二
一
年
十
月
二
一
日

医師・研究者の目から見た特別支援教育

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

家
族
療
法

子
供
へ
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
家
族
全
体
を
見
据
え
た
支
援
を
考
え
る
時
代
に
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
埼
玉
県
公
立
中
学
校　

豊と
よ

田だ

雅ま
さ

子こ
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

普通学級で使える「ユニバーサルデザイン＆合理的配慮」

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
始

ま
っ
て
、
二
年
目
に
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
特
別
支
援
教
育
に
も
、

そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
観
点
か
ら
、
そ
の
効
果
を
考
え

て
み
る
。

　

ま
ず
は
、「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」

の
存
在
だ
ろ
う
。

　

今
ま
で
の
紙
の
教
科
書
で
は
、「
焦

点
化
（
フ
ォ
ー
カ
ス
）」
が
難
し
い

子
供
が
ど
こ
を
見
て
い
い
か
分
か
ら

ず
、
混
乱
し
て
し
ま
う
た
め
、
支
援

を
す
る
時
間
が
取
ら
れ
て
い
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
支
援
の
回
数
や
時
間
が
大
き
く

減
っ
た
教
室
は
多
い
は
ず
だ
。

　

ま
た
紙
媒
体
よ
り
も
扱
い
や
す
い

た
め
、
手
先
の
不
器
用
な
子
供
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、「
動
画
や
音
声
」
な
ど

も
効
果
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

今
ま
で
は
教
師
の
音
声
ガ
イ
ド
に

よ
っ
て
教
科
書
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る

授
業
が
多
く
、
聴
覚
ワ
ー
キ
ン
グ
メ

モ
リ
の
弱
い
子
供
に
と
っ
て
は
つ
ら

い
状
況
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
手
元
で
動
画
が
見
ら
れ

た
り
、
音
声
が
聞
け
た
り
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
子
供
た
ち
の
学
び
や
す

さ
を
保
証
で
き
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
調
べ
学
習
」
の
圧
倒

的
な
効
率
化
だ
。

　

辞
書
な
ど
に
よ
る
紙
媒
体
で
の
調

べ
学
習
の
効
果
は
、
い
っ
た
ん
置
い

て
お
く
。
調
べ
た
く
な
っ
た
時
に
、

い
つ
で
も
一
人
一
人
の
ペ
ー
ス
で
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
圧
倒
的

に
効
率
的
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
先

生
が
実
感
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
も
、
大
き
な
効
果
が

あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
う
。

　

ま
た
、「
合
理
的
配
慮
」
と
し
て

も
、
素
晴
ら
し
い
実
践
報
告
が
全
国

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
今
ま
で
授
業
に
参
加
し
に
く
か
っ

た
子
供
」
がiPad

で
の
学
習
を
進
め

て
い
く
と
、「
ク
ラ
ウ
ド
上
で
ク
ラ

ス
の
授
業
に
参
加
し
た
」
と
い
う
も

の
だ
。

　

こ
れ
は
、
私
の
学
校
で
も
多
数
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　

集
団
の
場
で
は
、
意
見
が
言
え
な

い
子
供
が
、
ク
ラ
ウ
ド
上
の
学
習
ア

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
合
理
的
配
慮
」
の
た
め
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
合
理
的
配
慮
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
。

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
意
見
が
表

明
で
き
て
い
た
。

「
集
団
と
自
分
」
と
い
う
間
に

「iPad

と
い
う
緩
衝
材
」
が
入
っ
た

こ
と
で
、
授
業
参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
っ
た
こ
と
が
理
由
で
は
な
い

か
と
予
想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
あ
る
子
供
に
授
業
に
参
加

で
き
た
原
因
を
聞
く
と
、

「
家
で
や
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
同
じ

感
覚
で
す
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

家
で
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
学
校
に
も
登
場
し
た

こ
と
で
、
授
業
参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

合
理
的
配
慮
の
面
で
も
、
一
人
一

台
端
末
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
効
果
が

出
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
ま
だ
現
場
で
は
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ア
レ
ル
ギ
ー
」
か
ら
子
供
た
ち
に

あ
ま
り
使
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
も
多

い
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
使
っ
て
、
多
く

の
事
例
を
集
め
て
い
こ
う
。
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特別支援学級でのこの実践‼

１

Ａ
さ
ん
の
実
態

　

Ａ
さ
ん
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
を
受
け

て
い
る
。
プ
ラ
イ
ド
は
高
く
、
計
算

は
得
意
で
あ
る
が
、
指
示
を
聞
き
、

教
え
て
も
ら
っ
て
勉
強
す
る
と
い
う

こ
と
が
苦
手
で
あ
っ
た
。
何
事
も
自

分
の
思
い
通
り
に
や
ろ
う
と
し
て
し

ま
い
、
う
ま
く
い
か
ず
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
怒
り
だ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

指
導
が
大
変
な
の
で
、
担
任
は
毎
年

代
わ
っ
て
い
た
。

２

分
数
が
分
か
ら
な
い

　

分
数
と
は
「
一
を
何
等
分
し
た
物

の
い
く
つ
分
」
を
問
う
抽
象
的
な
概

念
で
あ
る
。
小
学
三
年
生
よ
り
上
の

学
年
で
学
ぶ
分
数
は
、
一
ｍ
な
ど
の

普
遍
単
位
で
表
さ
れ
る
量
を
扱
う
分

数
（
量
分
数
）
な
の
で

特
に
難
し
い
。
小
学
校

三
年
生
下
の
教
科
書

（
東
京
書
籍
）
で
は
、

テ
ー
プ
図
を
基
に
分
数

を
説
明
し
て
い
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
一
を
三
等
分
し
た
一
個

分
の
こ
と
を
１
３
と
は
認
識
で
き

ず
一
と
認
識
し
て
し
ま
っ
て
い
た
た

め
、
一
よ
り
大
き
な
分
数
に
な
る
と
、

分
母
が
何
に
な
る
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
た
。

３

分
数
を
円
で
示
す

　

そ
こ
で
私
は
、
円
を
使
っ
て
「
ピ

ザ
を
等
分
す
る
図
」
で
分
数
を
理
解

さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
を
使
え

ば
、
一
を
等
分
す
る
と
い
う
こ
と
は

分
か
り
や
す
く
な
る
。
写
真
あ
の
よ

う
に
黒
板
に
か
き
、

Ａ
さ
ん
に
色
の
つ
い

た
部
分
の
分
数
を
答

え
さ
せ
た
。
分
数
の

理
解
は
し
や
す
く

な
っ
た
が
、
分
母
に
入
る
数
が
何
に

な
る
か
、
や
は
り
曖
昧
で
あ
り
、
す

ぐ
に
正
解
を
出
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
だ
が
一
を
三
等
分
し
た
一

個
分
を
、
１
３
と
明
確
に
示
し
て
あ

げ
る
と
、
色
を
塗
っ
た
部
分
が
５
３

で
あ
り
１
と
２
３
で
あ
る
こ
と
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う

に
一
を
等
分

し
て
い
る
こ

と
が
、
一
目

で
直
観
的
に

分
か
る
図

（
分
割
分
数
の
図
）
が
Ａ
さ
ん
に
は

必
要
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
図
を

使
っ
て
、
１
４
に
つ
い
て
も
学
習
を

積
み
重
ね
た
（
写
真
い
）。

４

自
分
で
図
を
描
い
て
学
習

　

テ
ス
ト
の
際
、
Ａ
さ
ん
は
自
分
で
円

の
図
を
描
き
始
め
、
答
え
を
導
き
だ

し
た
。
私
は
「
す
ご

い
！　

よ
く
分
か
っ

た
な
ぁ
」
と
教
え
て

も
ら
っ
た
図
を
基
に

考
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
褒
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

考
え
方
の
ヒ
ン
ト
だ
け
を
教
え
、

あ
と
は
子
供
の
自
力
解
決
に
任
せ
る

こ
と
で
、
子
供
は
自
分
で
で
き
た
こ

と
を
喜
び
、
ま
た
教
師
か
ら
ヒ
ン
ト

を
教
え
て
も
ら
っ
て
挑
戦
し
よ
う
と

考
え
る
。
つ
ま
り
教
師
は
「
教
え
す

ぎ
な
い
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
私

は
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
指
導
・
支
援
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
教
師
と
の
信

頼
関
係
が
深
ま
り
、
子
供
は
自
己
肯

定
感
を
高
め
て
い
く
。

「
教
え
す
ぎ
な
い
」
指
導
・
支
援

円
を
等
分
す
る
図
で
分
数
の
考
え
方
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

渡わ
た

邊な
べ

俊と
し

郎ろ
う

北
海
道
公
立
小
学
校

あの子
が

熱中し
た！

あ

い
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

言
語
聴
覚
士
：
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

言語療法

小
学
校
六
年
生
男
児
　
普
通
学
級
在
籍

　

授
業
中
の
指
示
を
記
憶
す
る
こ
と
は
で
き

て
お
り
、
板
書
も
正
確
に
で
き
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
成
績
が
悪
い
た
め
、
担
任
か
ら
や

る
気
が
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
不
登
校
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
子
供
の
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅳ
の
結
果
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

合成
得点

全検査IQ 81
言語理解 76
知覚推理 80
ワーキング
メモリー

97

処理速度 91

　

ま
ず
、
全
検
査
Ｉ
Ｑ
が
81
で
あ
り
、
全
般
的

な
知
的
発
達
は
平
均
の
下
の
範
囲
内
で
あ
る
。

平
均
の
下
と
は
「
平
均
範
囲
内
の
集
団
よ
り
も

弱
い
能
力
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

子
供
の
学
習
上
の
課
題
は
平
均
の
下
の
知
的
水

準
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
成
績

が
悪
い
の
も
、
あ
る
意
味
で
無
理
の
な
い
こ
と

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
や
る
気
が
な
い
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
子
供
の
特
徴
と
し
て
、

　

思
考
力
を
測
定
す
る
言
語
理
解
と
知
覚
推

理
が
低
く
、
適
応
力
を
測
定
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
ー
と
処
理
速
度
が
高
い
。

　

思
考
力
は
弱
い
が
、
人
前
で
発
揮
す
る
力

（
適
応
力
）
が
強
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単

純
記
憶
や
板
書
な
ど
の
機
械
的
な
作
業
は
で
き

る
の
だ
が
、
理
解
の
裏
付
け
が
あ
る
と
は
限
ら

な
い
状
態
な
の
で
あ
る
。
記
憶
力
が
よ
か
っ
た

り
、
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
が
で
き
て
い
る
と
、

周
囲
が
つ
い
「
こ
の
子
は
分
か
っ
て
い
る
」
と

誤
解
し
、
過
大
評
価
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
も
つ
子
供
に
よ

く
見
ら
れ
る
の
は
、

計
算
は
で
き
る
が
、
文
章
題
が
で
き
な
い
。

九
九
は
言
え
る
が
、
か
け
算
が
で
き
な
い
。

漢
字
は
書
け
る
が
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
子
供
は
ど
う
し
て
も

「
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
」
体
験
を
積
み
重

ね
て
し
ま
い
、
自
己
不
全
感
に
陥
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
。
教
師
は
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら

せ
、
子
供
の
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
や
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
過
程
を
捉
え
て
、
肯
定
的
な

声
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
思

考
力
の
弱
さ
は
、
子
供
自
身
の
努
力
で
は
克
服

で
き
な
い
。
確
実
な
成
果
が
得
ら
れ
る
指
導
内

容
と
、
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る
教
師
側
の
工
夫
が

必
要
に
な
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
子

供
の
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
戻
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
⑪

「
一
見
で
き
て
い
る
」
の
子
供
の
困
り
感
と
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
正
し
く
読

み
取
る
。

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2022年11月15日～ 2022年12月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

「最高のクラス」を実現する

どの子もHappyになる!
教室習慣づくり７つの原則

学芸
みらい社

全ての子供たちに学力の保障を！

歳末感謝祭
2022-2023

教育技術
研究所

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で３名様に、「どの子もHappyになる! 
教室習慣づくり７つの原則」（松島博昭サイン入り）をプ
レゼントいたします‼

キャンペーン期間：
2022年12月７日（水）～2023年１月22日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

応募期間：
2022年11月15日（火）～12月14日（水）
応募フォーム：
https://forms.gle/aoxeSbtzdLdir2MA7

● 今年１年間の感謝と、来年のご挨拶の気持ちを込めて、人
気教材、教育資料を特別価格で提供いたします！

〈対象教材（例）〉
・五色百人一首・かるたセット
・学習ノート関連
・特別支援教育教材
・TOSS資料
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

保
護
者
に
も
口
コ
ミ
で
広
が
る
！

五
色
百
人
一
首
・
五
色
名
句
百
選
か
る
た
の
よ
さ
が

保
護
者
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。

塩し
お

谷や

亜あ

由ゆ

美み

北
海
道
大
空
町
立
東
藻
琴
小
学
校

「
う
ち
の
子
、
三
人
い
る
ん
だ
け
ど
、

ず
っ
と
塩
谷
先
生
の
ク
ラ
ス
に
な
ら

な
い
か
な
と
思
っ
て
た
の
！
」
今
の

学
校
に
来
て
五
年
目
。
家
庭
訪
問
で

保
護
者
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉
だ
。

こ
ん
な
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。「
塩
谷
先

生
の
ク
ラ
ス
、
百
人
一
首
や
か
る
た

を
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
？　

う
ち
の

子
に
も
ず
っ
と
や
っ
て
ほ
し
か
っ
た

の
よ
！
」
そ
の
理
由
は
五
色
百
人
一

首
や
名
句
百
選
か
る
た
に
あ
っ
た
。

ま
さ
か
、
か
る
た
の
良
さ
が
他
の
ク

ラ
ス
の
保
護
者
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
別
の
ご
家
庭
か
ら
も
「
先

生
、
あ
の
か
る
た
、
子
供
が
買
っ
て

欲
し
い
と
言
う
か
ら
買
っ
た
の
よ
！

う
ち
の
子
が
あ
ん
な
に
夢
中
に
な
る

な
ん
て
！　

す
ご
い
わ
ね
！
」
と
い

う
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
購
入
先

を
お
伝
え
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

そ
の
前
に
自
ら
販
売
先
を
調
べ
て
購

入
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
ご
家
庭
は
、

以
前
担
任
し
た
子
の
保
護
者
と
も
仲

が
良
く
、
百
人
一
首
や
名
句
百
選
か

る
た
の
良
い
噂
を
聞
い
て
い
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

良
い
教
材
は
保
護
者
も
巻
き
込
む
。

五
色
百
人
一
首
や
五
色
名
句
百
選
か

る
た
の
良

さ
は
、
子

供
か
ら
も

大
人
か
ら

も
口
コ
ミ

で
ど
ん
ど

ん
広
が
っ

て
い
く
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

「ジャイアントウォール」とは、次のようなレクリエーショ
ンである。
① 　体育館のステージ上で、壁に見立てて積み重ねたマット
に、全員がよじ登る。
② 　全員がよじ登ったら、マットをまた１枚重ね、限界まで
挑戦する。

　映像は、全校児童（小規模校）で行っているところである。
　次の条件を出すと盛り上がる。
「一度壁をよじ登った人は、ステージ下に降りることはでき
ません」
　すると、順番を話し合ったり、自然と助け合ったりする姿が見られるようになる。
　高学年なら男女関係なく、異学年では上学年が下学年を助けようとする。
　目標達成後の記念撮影もおすすめである。

〈参考〉『チャレンジ運動による仲間づくり』（髙橋健夫監訳、大修館書店）

助け合いが自然に生まれるジャイアントウォール
学級はもちろん、異学年交流にもおすすめのレク。

中
なか

川
がわ

貴
たか

如
ゆき

島根県教育センター浜田教育センター
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ど
の
子
も
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
な
る
！

「
最
高
の
ク
ラ
ス
」
を
実
現
す
る

そ
の
た
め
に
必
要
な
教
室
習
慣
が
ま
る
分
か
り
。

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。

毛も
う

利り

康や
す

子こ

石
川
県
宝
達
志
水
町
立
樋
川
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

『
ど
の
子
も
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
に
な
る
！

教
室
習
慣
づ
く
り
７
つ
の
原
則
』（
松

島
博
昭　

学
芸
み
ら
い
社
）
で
は
、

「
最
高
の
ク
ラ
ス
」
を
実
現
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
が
五
八
個
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
全
て
、
教
師
が
語
り
掛

け
る
言
葉
で
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
誰
で
も
そ
の
ま
ま
教
室
で

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

「『
美
し
い
言
葉
を
使
う
』
習
慣
を

身
に
つ
け
る
」
9
で
は
、
高
学
年
女

子
の
タ
メ
口
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

怖
い
顔
を
し
て
注
意
す
る
と
、
女

子
と
の
関
係
が
悪
く
な
る
。

　

松
島
氏
は
、
ク
ラ
ス
全
体
に
敬
語

の
話
を
す
る
そ
う
だ
。

会
社
に
入
っ
て
社
長
に
向
か
っ

て
、
新
入
社
員
が
、

「
今
日
っ
て
、
会
議
何
時
？
」

「
社
長
っ
て
、
何
が
食
べ
た
い
」

と
い
う
口
の
き
き
方
を
し
て
い

た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
？　

（
後
略
）

　

こ
の
語
り
を
す
る
こ
と
で
、
高
学

年
女
子
で
も
敬
語
の
大
切
さ
に
気
付

き
、
照
れ
な
が
ら
も
使
う
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

ど
の
子
も
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
に
な
る
、

最
高
の
ク
ラ
ス
を
作
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
手
元
に
置
き
た
い
一
冊
で
あ
る
。
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２学期末のおすすめ授業はこれだ！
向山実践を追試しよう！「辞書をつくる人になったつもりで」

東京都葛飾区立鎌倉小学校 牧
まき

野
の

花
はな

代
よ

　学期末、どのような授業をするか。私は、少し早めに教科書の学習を終え、「子供が熱中す
る授業」を積極的に取り入れるようにしている。
おすすめ授業は、向山実践！
　TOSSランドで「向山実践」と検索すると、現段階では294件ヒットする。
　その中には、学期末に単発で行うことができるものがたくさんある。
「辞書をつくる人になったつもりで」
　向山実践のひとつだ。TOSSランドには、同実践の追試として、松本隆行氏、平山靖氏、遠
藤信春氏のコンテンツが掲載されている。学級の実態に合わせて、楽しそうなものをやってみ
ることをお勧めする。
３年生飛び込み授業

〈授業の流れ〉
（１）「青」について意味を考え、ノートに書く。
（２）考えを黒板に書く。
（３）説明としてふさわしくないものを選び、理由を発表する。
（４）説明として、最もふさわしいものを選ぶ。
（５）辞書をひき、正しい意味を確認する。
〈子供の意見〉
「⑤の地球の色は違うと思います。なぜなら、地球には緑もあるからです」
「⑧番で、赤のタオルもあるからです」
「①番で、空はたまに雲があるから、白も混ざっていると思います」「雨雲もあるから」
「⑧の青のタオルでは、理由（説明）になってない」
「⑨は、青より白じゃないかって思います」
「⑧は、青の説明をしているのに青って入っている」
「④は、色の説明になっていない」

　今後は、タブレットを活用して実践をしてみたいと考えている。

【今月のコンテンツ】

TOSSランド
「辞書をつくる人に
なったつもりで」ほか

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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草
花
を
標
本
に
し
て
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で

記
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
（
五
年
）
の
「
総

合
学
習
（
環
境
学
習
）」
で
は
、
同

様
の
や
り
方
で
学
区
の
ゴ
ミ
を
収
集

し
、
目
印
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

夏
休
み
の
自
主
勉
強
の
取
り
組
み
と

し
て
行
う
こ
と
も
で
き
た
。

四
い
ろ
い
ろ
な
活
用
例

ａ
学
区
の
町
探
検
（
社
会
）

ｂ
学
区
の
防
災
（
総
合
）

ｃ
修
学
旅
行
見
学
場
所
（
学
活
）
等

　

他
に
も
無
限
の
活
用
例
が
広
が
る

実
践
（
指
導
術
）
で
あ
る
。

「
生
き
も
の
の
一
年
を
ふ
り
か
え
っ

て
」
の
中
で
「
標
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
学
習
を
し
た
。
こ
の
単
元
で
理
科

の
学
習
が
終
了
な
の
で
、
理
科
ノ
ー

ト
の
残
り
の
頁
を
使
っ
て
、
標
本
づ

く
り
を
し
た
（
左
記
参
照
）。

　

標
本
を
作
成
し
た
後
、
端
末
で
写

真
を
撮
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
機
能
を
使
っ
て
、Google 

Earth

上
に
草
花
を
採
っ
た
場
所
に

目
印
を
付
け
た
（
下
記
写
真
）。
約

一
か
月
で
五
一
五
か
所
の
標
本
の
記

録
が
で
き
た
。

　

本
実
践
は
本
校
（
学
区
）
だ
け
で

は
な
く
、
他
校
と
の
交
流
で
全
国
の

一
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
共
有
で
き
る

「Google Earth

」
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
機
能
」
を
使
え
ば
、
テ
キ
ス
ト
、

写
真
、
動
画
を
使
っ
て
世
界
各
地
で

自
分
だ
け
の
地
図
や
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
成
で
き
る
。

　

ま
た
、
他
の
人
と
も
共
有
・
編
集

が
可
能
な
の
で
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に

関
し
て
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
「
協
働
的
な

作
業
」
も
可
能
で
あ
る
。

二
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
り
方

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
成
す
る
に
は
、

①
「
教
師
が
事
前
に
準
備
」
し
、
②

「
児
童
が
操
作
す
る
」
こ
と
を
教
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

作
成
の
仕
方
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
に
詳
細
（
標
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
載
せ
る
の
で
、
割
愛
す
る
。

三
理
科
・
総
合
で
実
践

　

昨
年
度
の
二
月
末
に
四
年
の
理
科

「Google Earth」
で様々な活用例
が可能
「プロジェクト機能」を使
えばweb上で世界地図を
共有・活用することがで
きる。紙面よりも便利な
指導術。

岡山県岡山市立西小学校

永
なが

井
い

貴
たか

憲
のり

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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良
い
の
か
と
い
う
声
が
子
供
た
ち
か

ら
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
教
師
も
含

め
、
学
級
全
員
で
話
し
合
い
、
新
し

い
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
っ
た
。

　

問
題
を
乗
り
越
え
る
た
び
に
、
子

供
た
ち
の
投
稿
は
、
さ
ら
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
っ
た
。
自
作
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
作
品
を
投
稿
す
る

グ
ル
ー
プ
や
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を

使
っ
て
お
楽
し
み
会
を
す
る
グ
ル
ー

プ
も
現
れ
た
。

　

三
月
の
年
度
末
、
子
供
た
ち
か
ら

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
次
の
よ
う
な
投
稿

が
あ
っ
た
。

「
こ
の
ク
ラ
ス
で
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
」

「
そ
ー
だ
ね
！
　
こ
の
ク
ラ
ス
で
ほ

ん
と
に
良
か
っ
た
！
！
！
」

「
あ
り
が
と
う
！
　
楽
し
か
っ
た
で

す
ね
！
」

　

ク
ラ
ス
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
、
ク

ラ
ス
ル
ー
ム
に
次
々
と
発
信
さ
れ
る

様
子
を
見
て
、
教
師
冥
利
に
尽
き
る

思
い
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
向
山
洋
一
氏
の
次
の
文
章

を
読
み
考
え
出
し
た
指
導
だ
っ
た
。

　

枠
組
を
作
っ
て
、
そ
の
枠
組

に
子
ど
も
を
ハ
メ
込
む
の
で
あ

る
。
当
然
な
が
ら
、
子
ど
も
は

ハ
メ
込
ま
れ
な
い
。
イ
ヤ
イ
ヤ

を
す
る
。（
中
略
塩
谷
）
枠
に

ハ
メ
込
も
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
枠
が
大
切
な

時
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

最
小
限
に
止
め
た
い
。（『
学
級

づ
く
り
成
功
さ
せ
る
夢
の
描
き

方
』
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
）

　

子
供
た
ち
は
グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
に
次
々
と
投
稿
し
た
。
友
達

へ
の
挨
拶
、
授
業
の
感
想
か
ら
始
ま

り
、
休
み
時
間
に
何
を
し
て
遊
ぶ
か

の
連
絡
や
、
み
ん
な
で
や
り
た
い
遊

び
を
調
べ
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
発
信
し
て
い
た
。

　

当
然
、
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
た
。
書

き
込
む
言
葉
の
使
い
方
が
問
題
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ス

ラ
ン
グ
（
Ｗ
や
草
な
ど
）
を
使
っ
て

　

詳
細
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

前
年
度
に
荒
れ
た
高
学
年
ク
ラ
ス
を

担
任
し
た
。
教
師
不
信
と
な
っ
た
子

が
多
数
い
る
と
聞
い
た
。
新
年
度
、

私
が
担
任
と
な
っ
た
後
も
、
前
年
度

の
思
い
を
拭
い
去
れ
な
い
表
情
を
す

る
子
供
た
ち
が
い
た
。

　

子
供
た
ち
の
様
子
か
ら
、
も
と
も

と
知
的
で
、
企
画
力
の
あ
る
ク
ラ
ス

だ
と
予
測
で
き
た
。
そ
ん
な
子
供
た

ち
の
良
さ
を
生
か
す
仕
組
み
が
必
要

だ
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
グ
ー
グ

ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
あ
る
。
グ
ー
グ

ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
仮
想
の
教
室
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
ア
プ
リ
だ
。

　

グ
ー
グ
ル
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
上
で
、

子
供
た
ち
の
企
画
力
を
思
い
切
り
発

揮
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
だ
。

　

そ
の
た
め
に
、「
最
小
限
の
ル
ー

ル
」
で
使
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

新
年
度
、
最
初
に
ク
ラ
ス
ル
ー
ム

を
使
わ
せ
た
時
に
、
子
供
た
ち
に
指

導
し
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。

①�

　
他
人
が
不
快
な
思
い
に
な
っ
た

り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
よ
う
な
投

稿
・
コ
メ
ン
ト
を
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
。

②�

　
学
習
や
学
級
の
た
め
に
な
る
こ

と
な
ら
ば
、
い
つ
で
も
使
っ
て
良

い
こ
と
。

枠にはめ込まず、
子供たちの企画
力を爆発させる

Google classroom（以
下、グーグルクラスルー
ム）の運用は、最低限の
マナーを指導し、自由度
の高いルールで、子供た
ちの主体性を引き出す。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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い
。
そ
の
た
め
気
軽
に
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３　

情
報
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

　

メ
モ
を
と
っ
て
い
て
困
る
の
は
、

結
局
ど
こ
に
何
が
書
い
て
あ
っ
た
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

そ
の
点
、
こ
の
ア
プ
リ
は
ど
こ
に
な

に
が
あ
る
か
、
分
か
ら
な
く
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
機
能
が
い
く

つ
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ピ
ン
止
め
が
で
き
る
。

何
度
も
見
返
し
た
い
内
容
は
、
上
部

に
ピ
ン
止
め
し
、
見
失
う
こ
と
を
防

げ
る
。

　

ま
た
、
タ
グ
付
け
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
分
け
も
可
能
。
メ
モ
を
作
成
す
る

と
き
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て

か
ら
メ
モ
を
作
成
す
る
。
す
る
と
自

動
的
に
タ
グ
付
け
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ

に
振
り
分
け
ら
れ
る
。

　

最
後
に
検
索
機
能
も
あ
る
。
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
力
す
れ
ば
、
該
当
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
が
記
述
さ
れ
て
い
る
メ

モ
す
べ
て
が
表
示
さ
れ
る
。

３　

情
報
に
た
ど
り
着
き
や
す
い

２　

様
々
な
端
末
で
同
期
で
き
る

　

こ
の
ア
プ
リ
の
特
徴
は
、
ほ
と
ん

ど
の
Ｏ
Ｓ
で
使
用
可
能
な
点
に
あ
る
。

そ
の
た
め
例
え
ば
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
で

メ
モ
し
た
こ
と
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
増
え
た
の

で
、
自
宅
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け

な
が
ら
、
こ
の
ア
プ
リ
に
学
び
を
メ

モ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
勤
途
中

な
ど
で
、
そ
の
内
容
を
振
り
返
り
た

い
と
き
は
ス
マ
ホ
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
共
同
編
集
が
可
能
で
、
同
時

に
文
章
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
。
共
有
す
る
内
容
を
選
ぶ
こ

と
も
で
き
る
の
で
、
ア
プ
リ
内
の
す

べ
て
を
相
手
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
な

２　

様
々
な
端
末
で
同
期
で
き
る

　

以
前
は
小
さ
な
メ
モ
帳
を
持
参
し
、

何
か
あ
れ
ば
そ
こ
に
書
き
込
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
紙
媒
体
だ
と
い
つ
か

は
な
く
な
る
。
保
管
し
て
い
る
冊
数

も
増
え
て
い
く
。
見
返
し
た
い
と
き

に
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
を
繰
り
返
す
非
生
産
的
な

状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
良
い
ア

プ
リ
は
な
い
か
と
発
見
し
た
の
が
、

「Sim
plenote

」
と
い
う
ア
プ
リ
。

お
す
す
め
し
た
い
機
能
は
様
々
あ
る

の
だ
が
、
特
に
す
ば
ら
し
い
と
感
じ

て
い
る
機
能
を
紹
介
す
る
。

１　

変
更
履
歴
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

メ
モ
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
る
と
き

１　

変
更
履
歴
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
、
一
度
保
存
し
て
か
ら
消
し
、
そ

の
後
も
う
一
度
開
い
て
み
る
と
、
何

か
の
手
違
い
で
残
し
て
お
き
た
か
っ

た
文
章
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
な

ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「Sim
plenote

」
で
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
も
変
更
履
歴
を
遡

り
、
文
章
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
右
上
の「
…
」ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

「history

」
も
し
く
は
「
履
歴
」
と

い
う
ボ
タ
ン
が
あ
る
。
そ
こ
を
押
す

と
、「
ノ
ー
ト
の
復
元
」
と
表
示
さ
れ
、

更
新
し
た
日
時
順
に
履
歴
を
遡
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
し
何
か
の
手
違
い

で
消
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
情

報
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

メモ機能に特化
したアプリ
「Simplenote」

ちょっとしたことから、大
事な情報まで。情報をこ
のアプリで一括管理する。

東京都足立区立第十二中学校

守
もり

屋
や

遼
りょう

太
た

郎
ろう

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！



60

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
と
い

う
こ
と
は
、「
検
定
指
導
案
の
書
き

方
」
シ
リ
ー
ズ
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と

だ
。
そ
れ
な

ら
、
私
も
そ

れ
に
沿
っ
て

書
い
て
い
け

ば
い
の
で
は

な
い
か
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、

指
導
案
の
書

き
方
を
習
得

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

４　

次
の
授
業
技
量
検
定
で
生
か
す

　

十
一
月
二
三
日
に
、
中
国
中
央
事

務
局
の
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
in
広

島
で
受
検
を
す
る
。
岩
田
氏
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
沿
っ
て
、
指
導
案
を
書

い
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
検
定

で
見
付
か
っ
た
課
題
を
克
服
で
き
る

よ
う
、
挑
戦
し
続
け
る
。

こ
と
が
で
き
な
い
。
上
木
信
弘
氏
か

ら
、
課
題
を
入
れ
る
こ
と
や
大
枠
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
二
〇
二
二
年

八
月
二
一
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技

量
検
定
を
受
け
た
。
指
導
案
に
つ
い

て
、
検
定
者
の
井
戸
砂
織
氏
か
ら

「
指
導
案
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
」

と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
自
分
な
り

に
ま
と
め
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、
見

る
人
が
見
れ
ば
、
お
か
し
い
の
で
あ

る
。
井
戸
氏
か
ら
は
、
プ
ロ
ッ
ト
の

順
番
が
お
か
し
い
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
な
か
な
か
克
服
で
き
な
い
。

３　

指
導
案
に
も
書
き
方
が
あ
る

　

こ
の
夏
、
岩
田
史
朗
氏
が
「
検
定

指
導
案
の
書
き
方
」
を
シ
リ
ー
ズ
化

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
さ
れ
て
い
た
。

八
月
末
日
ま
で
で
シ
リ
ー
ズ
⑩
に

な
っ
て
い
た
。
一
時
一
事
で
、
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。
勉
強
に

な
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
岩
田
氏
か

ら「
こ
れ
に
沿
っ
て
指
導
案
を
書
け
ば
、

指
導
案
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
で
書
い
て
い
ま
す
」

　

模
擬
授
業
技
量
検
定
で
は
、
指
導

案
を
書
き
、
授
業
す
る
。
車
だ
っ
た

ら
、
両
輪
が
嚙
み
合
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
安
定
し
て
走
る
こ
と
が
で
き

る
。
指
導
案
と
授
業
は
、
両
輪
で
あ

る
。

１　

端
的
に
主
張
を
書
く

　

上
木
朋
子
氏
に
授
業
技
量
検
定
の

授
業
を
見
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
、

よ
く
言
わ
れ
た
言
葉
が
あ
る
。

「
全
く
分
か
ら
な
い
」

　

そ
の
際
に
、
必
ず
上
木
氏
に
問
わ

れ
た
こ
と
は
、

　

端
的
に
言
う
と
何
の
授
業

な
の
か
。（
文
責
：
尾
川
）

　

答
え
ら
れ
な
い
と
き
も
あ
っ
た
。

答
え
ら
れ
る
が
、
長
く
な
っ
て
し
ま

う
と
き
も
あ
っ
た
。
要
は
、
主
張
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

上
木
氏
に
最
初
に
教
え
て
も
ら
っ

た
の
は
、
指
導
案
の
は
じ
め
に
書
く

主
張
の
書
き
方
で
あ
る
。

　
主
張
を
短
く
、
二
・
三
行
で

書
く
。

　

こ
れ
に
全
力
を
注
い
だ
。
主
張
が

は
っ
き
り
す
れ
ば
、
授
業
も
は
っ
き

り
し
て
良
く
な
る
の
で
あ
る
。

２　

指
導
案
が
う
ま
く
書
け
な
い

　

そ
れ
で
も
指
導
案
を
う
ま
く
書
く

自分の課題を 
見付け克服する
授業技量検定で課題が明確に
なる。課題を克服するために、
また授業技量検定を受ける。

福井県福井市立社西小学校 

尾
お

川
がわ

 智
とも

子
こ

若手
がチャレンジ！

TOSS
授 業 技 量 検 定
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

宿
泊
行
事
を
欠
席
し
た
場
合
の

費
用
に
つ
い
て

　
修
学
旅
行
を
欠
席
し
た
児
童
の

保
護
者
に
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
バ

ス
代
に
つ
い
て
「
参
加
し
て
い
な

い
の
だ
か
ら
」
と
支
払
い
を
拒
否

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
で
欠
席
し
た
場
合
は
市

教
委
が
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
検
査

を
受
け
て
い
な
い
児
童
や
不
安
で
休

ん
だ
児
童
が
い
ま
す
。
管
理
職
か

ら
は
全
て
市
教
委
に
対
し
請
求
手

続
き
を
す
る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

担
し
な
い
場
合
は
、
学
校
全
体
の
負
担

ま
た
は
参
加
者
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
負
担
で
は
、
欠
席
者

か
ら
「
乗
車
し
て
い
な
い
の
に
」
と
い

う
不
平
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
欠

席
し
た
場
合
で
も
バ
ス
代
は
支
払
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
基
準
を

あ
ら
か
じ
め
示
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
事
前
に
説
明
し
、
参
加
同
意
書

の
内
容
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
穴
埋
め

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ

ル
料
の
援
助
制
度
の
利
用
を
指
示
さ
れ

ま
し
た
。
仮
に
コ
ロ
ナ
で
あ
っ
た
場
合

の
制
度
を
不
正
に
流
用
す
れ
ば
、
そ
れ

は
市
に
対
す
る
詐
欺
罪
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
場
合

に
利
用
で
き
る
制
度
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
陽
性
の
診
断

が
必
要
な
の
か
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
が

必
要
な
の
か
。
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安

が
あ
る
場
合
も
該
当
す
る
の
か
等
を
確

認
し
ま
す
。
た
だ
し
、
不
登
校
で
の
欠

席
は
該
当
し
な
い
の
で
、
不
正
申
請
に

関
与
す
る
と
詐
欺
罪
の
共
犯
に
な
り
ま

す
。
管
理
職
か
ら
の
指
示
に
つ
い
て
は

反
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

職
場
の
同
僚
や
管
理
職
か
ら
嫌

が
ら
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。
授
業

中
、
教
室
に
入
っ
て
き
て
「
あ
な

た
の
説
明
は
お
か
し
い
」
な
ど
、
子

供
の
前
で
叱
責
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

職
員
室
で
こ
そ
こ
そ
と
陰
口
を
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
も
呼
び
出
さ
れ
て
管
理
職

や
学
年
主
任
か
ら
注
意
さ
れ
る
こ

と
が
続
い
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

バ
ス
代
に
つ
い
て
は
、
単
純
な
不
公

平
感
を
基
準
に
す
る
と
、
ど
っ
ち
つ
か

ず
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
負
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１　

短
な
わ
各
種
の
指
導

ま
ず
、
次
の
指
示
を
出
す
。

前
両
足
跳
び
を
二
〇
回
。

跳
び
終
わ
っ
た
ら
座
り
ま
す
。

そ
の
後
、
次
の
指
示
を
出
し
て
い
く
。

前
か
け
足
跳
び
二
〇
回

前
あ
や
跳
び
二
〇
回

前
か
け
足
あ
や
跳
び
二
〇
回

前
交
差
跳
び
一
〇
回

後
ろ
両
足
跳
び
二
〇
回

後
ろ
か
け
足
跳
び
二
〇
回

後
ろ
あ
や
跳
び
一
五
回

後
ろ
か
け
足
あ
や
跳
び
一
五
回

後
ろ
交
差
跳
び
一
〇
回

学
級
や
学
年
の
実
態
に
応
じ
て
回
数
を
変
え

て
も
良
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
八
〜
九
割
の
子

供
が
終
わ
っ
た
時
点
で
次
の
技
の
指
示
を
出
す

こ
と
」
で
あ
る
。
全
員
が
終
わ
る
の
を
待
つ
と
、

で
き
な
い
子
が
目
立
っ
て
し
ま
う
。

２　

前
両
足
跳
び
三
〇
秒
間

前
両
足
跳
び
を
三
〇
秒
間
で
何
回
で
き

る
か
挑
戦
し
ま
す
。
目
標
は
七
〇
回
以
上

で
す
。
二
重
跳
び
が
跳
べ
る
目
安
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、「
目
安
を
示
す
こ
と
」「
二
回

行
い
、
二
回
目
は
二
、
三
秒
ほ
ど
長
め
に
時
間

を
取
り
、
回
数
を
伸
ば
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

３　

二
重
跳
び
リ
レ
ー

男
子
一
列
、
女
子
一
列
に
な
り
ま
す
。

一
番
前
の
人
が
二
重
跳
び
を
し
ま
す
。
自

分
の
チ
ー
ム
の
人
が
ひ
っ
か
か
っ
た
ら
、

次
の
人
が
二
重
跳
び
を
し
ま
す
。
勝
ち
抜

き
戦
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、「
二
チ
ー
ム
に
分
け
て
行
う

こ
と
」
で
あ
る
。
二
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
、
熱

中
す
る
。
ま
た
、「
男
女
対
抗
で
行
う
こ
と
」

で
あ
る
（
人
数
差
が
極
端
に
あ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
）。

①
〜
③
の
指
導
を
何
度
か
繰
り
返
す
と
、
明

ら
か
に
二
重
跳
び
を
跳
べ
る
子
供
が
増
え
る
。

数
年
前
に
担
任
し
た
四
年
生
。
三
四
人
中
、

二
重
跳
び
を
連
続
で
一
〇
回
以
上
跳
べ
た
子
が

三
三
人
、
三
〇
回
以
上
跳
べ
た
子
が
三
一
人
、

一
〇
〇
回
以
上
跳
べ
た
子
が
一
四
人
と
い
う
事

実
が
生
ま
れ
た
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

石
川
県
金
沢
市
立
千
坂
小
学
校

石い
し

坂ざ
か

陽あ
き
ら

向
山
式
な
わ
跳
び
指
導
で
事
実
を
生
み
出
そ
う

向
山
式
な
わ
跳
び
指
導
の
手
順
は
、「
①
短
な
わ
各
種
の
指
導
、
②
前
両
足
跳
び
三
〇
秒

間
、
③
二
重
跳
び
リ
レ
ー
」
＋
「
な
わ
跳
び
級
表
」
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
れ
ば
、

大
き
な
事
実
が
生
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
①
・
②
・
③
を
紹
介
す
る
。
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教
師
の
良
心
に
依
存
し
切
る
旧
文
化
に
引
導
を
渡
す

教
育
課
程
内
の
活
動
に
全
力
を
注
ぐ
た
め
に
、
部
活
指
導
の
正
常
化
は
必
須
で
あ
る
。
自
分
自

身
が
楽
に
働
け
て
い
る
な
ら
、
全
体
最
適
の
た
め
に
知
恵
を
絞
り
汗
を
流
す
の
が
組
織
人
と
い

う
も
の
だ
ろ
う
。

「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
が
、
知
る
限
り
行
わ

れ
て
い
る
の
は
ソ
フ
ト
の
改
革
ば
か
り
で
あ
る
。

「
働
き
方
」（
技
術
、技
能
）
に
偏
っ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
一
言
で
教
員
と
言
っ
て
も
実
力
は

千
差
万
別
で
あ
る
。
や
れ
と
言
わ
れ
て
も
す
ぐ

に
は
で
き
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
に
違
い
な
い
。

ソ
フ
ト
面
ば
か
り
い
じ
ろ
う
と
す
る
と
、
実
力

の
あ
る
人
は
楽
に
な
る
が
、
低
い
人
は
未
だ
苦

し
い
ま
ま
と
い
う
分
断
が
広
が
り
か
ね
な
い
。

　

今
為
す
べ
き
は
ハ
ー
ド
の
改
革
で
あ
る
は
ず

だ
。
様
々
な
分
野
で
旧
来
の
枠
組
み
を
見
直
し
、

改
善
す
る
の
だ
。

　

勤
務
し
た
学
校
で
は
こ
の
視
点
で
ス
ク
ラ
ッ

プ
＆
ビ
ル
ド
を
進
め
た
。
た
と
え
ば
、
埼
玉
県

内
で
は
お
よ
そ
五
月
初
め
か
ら
九
月
末
ま
で
一

八
時
を
完
全
下
校
と
す
る
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
中
に
は
一
八
時
三
〇
分
や
一
九
時
に
設

定
し
て
い
る
、
異
常
な
学
校
も
あ
る
。
そ
う
い

う
学
校
は
往
々
に
し
て
学
力
が
低
く
、
不
登
校

が
多
い
の
だ
が
、
反
省
の
色
は
見
え
な
い
。

　

一
六
時
前
後
に
帰
り
の
会
が
終
わ
る
。
そ
れ

か
ら
二
時
間
以
上
、
部
活
動
に
取
り
組
む
の
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
朝
練
も
行
っ
て
い

る
か
ら
、
平
日
の
練
習
時
間
が
三
時
間
を
超
え

る
。
教
員
は
部
活
指
導
を
終
え
、
一
八
時
三
〇

分
前
後
か
ら
教
材
研
究
や
諸
事
務
に
着
手
す
る
。

　

こ
れ
で
「
残
業
時
間
を
減
ら
せ
」
と
言
っ
て

も
無
理
な
話
で
あ
る
。
仕
事
の
速
い
実
力
者
は

早
く
帰
れ
て
も
、
経
験
の
足
り
な
い
若
者
な
ど

は
退
勤
が
遅
く
な
る
。

　

元
凶
は
「
完
全
下
校
一
八
時
、
一
八
時
三
〇

分
」
と
い
う
ハ
ー
ド
に
あ
る
の
だ
。
そ
こ
に
メ

ス
を
入
れ
ず
に
、「
働
き
方
」
に
ば
か
り
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。

「
私
の
学
級
は
良
い
が
、
他
は
駄
目
だ
」「
私
の

部
活
は
良
い
が
、
他
は
駄
目
だ
」
で
は
ほ
と
ん
ど

意
味
が
な
い
。
自
分
自
身
が
で
き
る
人
間
な
ら

ば
、
な
ぜ
も
っ
と
全
体
最
適
を
目
指
さ
な
い
の
か
。

　

あ
る
学
校
で
は
完
全
下
校
時
刻
を
三
〇
分
早

め
、
夏
季
で
も
一
七
時
三
〇
分
と
し
た
。
教
員
の

帰
宅
時
間
が
早
く
な
っ
た
。
生
徒
を
三
〇
分
早
く

帰
し
て
も
変
わ
ら
ず
二
〇
時
二
一
時
ま
で
残
っ
て

い
る
人
に
な
ら
ば
、「
も
う
少
し
早
く
帰
り
ま
し
ょ

う
ね
」
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
何
も
変
え
ず

に
要
求
だ
け
し
て
も
、
鼻
で
笑
わ
れ
て
終
わ
る
。

　

ち
な
み
に
勤
務
時
間
は
一
六
時
四
五
分
ま
で

で
あ
る
。
一
七
時
三
〇
分
ま
で
部
活
指
導
を

「
さ
せ
る
」
こ
と
は
、
毎
日
最
低
四
五
分
間
の

残
業
を
「
強
制
」
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
ま
だ
ま
だ
、
変
え
る
余
地
は
あ
る
。
い
や
、

余
地
な
ど
と
言
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。
変
え
て

い
く
義
務
が
あ
る
。
教
師
の
良
心
に
依
存
し
切

る
旧
文
化
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
、
採
用
試
験

の
倍
率
す
ら
上
が
ら
な
い
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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ク
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ム
症
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谷
たに

和
かず

樹
き

に
寝
転
ん
で
い
る
。
授
業
に
も
参
加

し
な
け
れ
ば
、
掃
除
も
し
な
い
。

ど
の
よ
う
に
言
っ
て
も
、
何
一
つ

や
ろ
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

Ｔ
君
を
変
え
た
き
っ
か
け
の
一
つ

は
五
色
百
人
一
首
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
最
初
に
始
め
た
時
は

や
ろ
う
と
し
な
い
。
席
に
座
っ
て
見

て
い
る
だ
け
で
、
一
枚
も
取
ろ
う
と

し
な
い
。
手
も
出
さ
な
い
。

五
色
百
人
一
首
は
リ
ー
グ
戦
で
あ

る
。
彼
は
一
枚
も
取
ら
な
い
の
だ
か

ら
、
当
然
、
す
ぐ
に
一
番
下
の
リ
ー

グ
に
固
定
さ
れ
た
状
態
に
な
る
。

し
か
し
、
周
り
の
子
た
ち
が
あ
ま

り
に
楽
し
そ
う
な
せ
い
か
、
一
応

座
っ
て
見
て
い
る
状
態
で
は
あ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
状
態
を
予
想
し
て
い

た
。
そ
こ
で
、
辰
夫
君
が
い
る
最
下

位
リ
ー
グ
の
場
所
を
、
私
が
立
つ
教

室
前
方
に
く
る
よ
う
に
し
た
。

私
は
札
を
詠
み
な
が
ら
、
彼
の
動

き
を
自
然
に
目
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
続
く
）

向
山
氏
の
指
導
を
学
び
、
可
能
な

限
り
忠
実
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
。

教
師
は
明
る
く
、
テ
ン
シ
ョ
ン
を

あ
げ
て
、
子
供
た
ち
を
巻
き
込
ん
で

い
く
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
、
数
日
で
ほ
ぼ
全
て

の
子
供
が
五
色
百
人
一
首
に
熱
狂
す

る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
「
ほ
ぼ
全
員
が
熱
中
し
て
い

る
」
状
態
を
で
き
る
だ
け
早
く
作
り

出
す
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。

そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
応
用
し

て
い
っ
た
場
面
を
、
か
つ
て
私
は
著

書
に
書
い
た
。

そ
の
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

★
★
★
以
下
、
引
用
★
★
★

四
年
生
を
担
任
し
た
時
の
こ
と
。

教
師
の
指
示
を
全
く
聞
こ
う
と
し
な

い
Ｔ
君
が
い
た
。

当
時
、
診
断
は
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
現
在
な
ら
お
そ
ら
く
は
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー

※
の
傾
向
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
。

机
に
つ
っ
ぷ
し
て
い
る
。
机
の
下

五
色
百
人
一
首
で
子
供
た
ち
を
熱

中
さ
せ
る
ス
キ
ル

教
育
技
術
研
究
所
で
「
五
色
百
人

一
首　

ス
タ
ー
ト
キ
ッ
ト
」
な
ど
を

購
入
す
る
と
、「
指
導
の
手
引
」
が

付
録
で
付
い
て
く
る
。

「
指
導
の
手
引
」
だ
け
を
単
体
で
購

入
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
っ
た
五

〇
円
で
あ
る
。

五
色
百
人
一
首

指
導
の
手
引
き

〈
追
加
用
〉

ま
ず
は
、
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
指

導
手
順
を
頭
に
入
れ
、
何
度
も
何
度

も
実
践
し
て
み
る
こ
と
だ
。

こ
れ
は
向
山
型
の
指
導
を
忠
実
に

ト
レ
ー
ス
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

最
初
の
指
導
場
面
で
は
「
一
時
一

事
」
で
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
教
え
る
と
こ
ろ
か
ら
だ
。

①　

と
っ
た
ら
「
は
い
」
と
言
う

こ
と
を
教
え
る
。

②　

お
手
つ
き
を
し
た
ら
ど
う
す

る
か
を
教
え
る
。

③　

裏
を
見
て
「
一
枚
だ
け
」
覚

え
る
こ
と
を
教
え
る
。

④　

一
字
決
ま
り
や
特
徴
の
あ
る

札
も
教
え
る
。

⑤　

そ
の
他
…

授業のベーシックス
キル８
「教材・教具の駆使」⑷
「五色百人一首」は学級経営の
大きな武器になる。ただし、
年間を通して子供たちを熱中
させ続けるには、教師に若干
の「腕」が必要だ。基本の指
導スキル＋αを学ぼう。

授業の
ベーシックスキル
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か
く
し
て　

幅
の
広
い　

レ
ベ
ル
の
高
い　

筋
金
入
り
の　

教
育
実
践
家
の
群
像
が
誕

生
し
て
い
く　

教
育
史
上
初
め
て
の
快
挙
だ

　

観
光
立
国
教
育
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る
最

中
に
発
信
さ
れ
た
向
山
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
な
が
ら
、
何
度
も
声
に
出

し
て
読
ん
だ
。
こ
の
観
光
立
国
教
育
の
運
動
を

通
し
て
、向
山
氏
か
ら
教
師
道
を
学
ん
だ
。次
々

に
発
せ
ら
れ
る
激
励
・
叱
咤
・
賞
賛
。
向
山
氏

の
言
葉
に
触
れ
て
い
る
と
、
ま
る
で
明
治
維
新

の
志
士
の
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

　

い
つ
し
か
、
目
指
す
の
は
、「
ク
ラ
ス
の
子

供
た
ち
に
と
っ
て
価
値
あ
る
教
師
」
だ
け
で
は

な
く
な
っ
た
。
こ
の
時
代
を
生
き
る
日
本
人
の

一
人
の
教
師
と
し
て
、
価
値
あ
る
仕
事
を
し
た

い
と
願
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
仕
事
の
一
つ
と
し
て
「
全
国
す
べ
て

の
市
町
村
の
観
光
立
国
教
育
テ
キ
ス
ト
」
の
集

約
と
い
う
仕
事
と
出
合
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
三
月
。
向
山
氏
が
、
私
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ダ
イ
ア
リ
ー
に
「
全
国
の
全
て
の
市
町
村
の

観
光
テ
キ
ス
ト
を
作
成
せ
よ
」
と
書
き
込
み
を

さ
れ
た
。
私
に
で
は
な
い
。
全
国
の
先
生
方
に

対
し
て
だ
。
私
は
、
こ
の
全
て
の
市
町
村
の
テ

キ
ス
ト
を
集
約
す
る
こ
と
を
自
分
の
任
務
と
受

け
止
め
た
。

　

作
る
の
は
全
国
の
先
生
方
だ
。
私
は
テ
キ
ス

ト
を
集
約
す
る
だ
け
。
し
か
し
、
簡
単
で
は
な

か
っ
た
。
極
少
数
で
活
動
し
て
い
る
県
が
あ
っ

た
。
非
常
に
多
く
の
市
町
村
が
あ
る
県
も
あ
っ

た
。
北
海
道
に
い
た
っ
て
は
、
一
八
〇
も
の
市

町
村
が
あ
っ
た
。
な
か
な
か
作
成
が
進
ま
な
い

県
に
、
な
ん
と
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

皆
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
成
し
て
い
る
の
だ
。

返
信
の
な
い
先
生
方
に
想
い
を
寄
せ
な
が
ら
、

連
絡
し
続
け
た
。
四
か
月
後
、
全
国
一
八
一
〇

市
町
村
の
観
光
立
国
テ
キ
ス
ト
が
完
成
し
た
。

全
国
の
先
生
方
と
達
成
を
喜
び
合
っ
た
。

　

そ
れ
は
更
な
る
試
練
、「
夏
の
大
い
く
さ
」

の
始
ま
り
だ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
一
日
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
超
重
要
文
書
を
市
町
村

の
首
長
に
届
け
る
運
動
が
始
ま
っ
た
。

　

遡
る
こ
と
数
年
前
、
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
パ
ー

テ
ィ
で
、
向
山
氏
は
言
っ
た
。

「
向
山
一
門
は
、
授
業
は
下
手
で
も
い
い
。
汗

を
か
き
、
地
を
這
う
運
動
が
で
き
る
人
な
ら
ば
、

一
門
に
歓
迎
す
る
」

　

幅
の
広
い
、
レ
ベ
ル
の
高
い
、
筋
金
入
り
の

教
師
を

目
指
し

て
動
き

続
け
る
。

　
幅
の
広
い
、
レ
ベ
ル
の
高
い
、
筋
金
入
り
の
教
育
実
践
家
の

群
像
。
そ
の
一
人
に
な
り
た
い

こ
の
時
代
を
生
き
る
日
本
人
の
一
人
の
教
師
と
し
て
、
価
値
あ
る
仕
事
も
し
た
い
。
向
山
氏
か
ら
学
び
、
自
分
の
軸
足

が
定
ま
っ
た
あ
の
日
。

静
岡
県
静
岡
市
立
清
水
有
度
第
二
小
学
校

手て

塚づ
か

美み

和わ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

「TOSS観光立国教育テ
キスト」は2010年８月に
発行された。

▼
お
問
合
せ
は
N
P
O
T
O
S
S
ま
で
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書
き
手
、
編
集
者
、
校
正
者
。
こ
の
間
の
て
ま
ひ
ま

が
活
字
と
い
う
も
の
を
支
え
て
い
る
。
本
書
を
読
む
と
、

出
版
に
は
多
く
の
人
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

校
正
は
、
内
容
の
誤
り
を
正
し
、
不
足
の
点
を
補
う
作

業
で
あ
る
。
一
般
に
三
つ
の
作
業
を
経
る
。
①
素
読
み

（
文
字
や
言
葉
を
見
る
）、
②
調
べ
も
の
（
固
有
名
詞
や

数
字
、事
実
関
係
の
確
認
）
③
通
し
読
み
。
こ
の
工
程
を
、

初
校
（
一
回
目
）、
再
校
（
二
回
目
）
と
何
人
か
で
交

代
で
繰
り
返
す
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
。
著
者
は

校
正
の
役
割
を
「
防
災
」
と
表
現
し
て
い
る
。
何
か
ら

守
る
の
か
。
読
者
の
信
頼
で
あ
る
。
何
人
も
の
目
を
く

ぐ
っ
た
も
の
。
出
版
物
へ
の
信
頼
は
、
こ
れ
に
尽
き
る

の
で
は
な
い
か
。
校
正
の
専
門
性
を
三
つ
の
視
点
で
整

理
し
て
み
た
。

１　

小
さ
く
、
狭
く

「
校
正
者
は
読
ん
で
も
読
ん
で
は
い
け
な
い
」。
こ
の

世
界
の
金
言
で
あ
る
。
熟
語
や
文
節
の
単
位
で
読
ん
で

い
る
と
、
誤
植
が
あ
っ
て
も
気
付
き
に
く
い
。
人
は
、

読
み
た
い
よ
う
に
読
む
も
の
だ
。
多
少
の
ノ
イ
ズ
は
無

意
識
に
補
正
し
て
「
読
め
る
」
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。

名
作
『
折
々
の
う
た
』（
岩
波
書
店
）
の
大
岡
信
で
さ
え
、

文
脈
に
即
し
て
読
む
と
誤
植
を
見
付
け
る
こ
と
は
至
難

だ
と
言
っ
て
い
る
。
著
者
の
工
夫
は
こ
う
だ
。
指
先
や

鉛
筆
の
先
端
で
文
字
を
一
つ
一
つ
押
さ
え
、
指
先
さ
し

確
認
す
る
よ
う
に
し
て
読
む
。「
読
む
」
と
い
う
よ
り

「
見
る
」
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
誤
り
は
誤
り

と
し
て
あ
る
が
ま
ま
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
的
に

は
一
文
字
を
見
る
の
に
、
〇
・
五
秒
な
ら
〇
・
五
秒
と
、

す
べ
て
の
文
字
に
同
じ
時
間
を
か
け
て
見
る
。
一
二
万

文
字
の
本
書
の
場
合
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
約
一
七
時
間
か

か
る
。
校
正
に
裏
技
は
な
い
。

２　

濃
く

　

致
命
的
な
ミ
ス
は
固
有
名
詞
や
数
字
の
正
誤
。
一
方
、

事
実
関
係
の
確
認
は
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
。
小
説
の

描
写
で
た
だ
「
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
月
光
」
と
書
い
て
あ

る
だ
け
で
、
校
正
の
際
に
「
Ｏ
Ｋ　

現
実
の
二
〇
一
二
、

六
／
九
も
満
月
と
下
弦
の
間
」
の
メ
モ
を
付
け
る
。
文

の
整
合
性
を
み
る
た
め
に
、
月
齢
を
調
べ
る
こ
と
の
で

き
る
サ
イ
ト
で
検
索
し
、「
二
〇
一
二
年
六
月
九
日
は

月
齢
一
九
・
一
、満
月
（
月
齢
一
四
・
八
）
の
五
日
後
だ
っ

た
。
満
月
か
ら
数
日
経
っ
て
い
る
が
、
許
容
範
囲
と
考

え
て
マ
マ
と
し
た
」
と
余
白
に
書
き
と
め
、
後
読
み
の

校
正
者
や
編
集
者
へ
申
し
送
る
。
作
家
は
「
こ
の
プ
ロ

意
識
！
」
と
感
激
す
る
。
か
つ
て
国
語
の
教
科
書
教
材

で
あ
る
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
で
も
、
絵
と
文
の
整
合
性

が
問
わ
れ
た
。
文
章
の
と
お
り
だ
と
、
そ
の
時
刻
だ
と

消
え
て
、
見
え
る
は
ず
の
な
い
三
日
月
が
描
か
れ
て
い

た
。
指
摘
し
た
の
は
学
校
の
教
師
だ
っ
た
。
子
供
に
教

え
て
い
る
事
項
だ
か
ら
す
ぐ
見
抜
い
た
。

３　

深
く

　

い
か
な
る
仕
事
に
も
限
界
が
伴
う
。「
ど
こ
ま
で
」

や
る
べ
き
か
。
ま
た
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。「
校

正
の
範
囲
」
を
ど
こ
ま
で
絞
り
込
む
か
悩
み
は
尽
き
な

い
。
ま
た
校
正
者
に
与
え
ら
れ
た
時
間
も
無
制
限
で
は

な
い
。
事
例
を
引
き
た
い
。

①
歴
史
小
説
の
場
合
、
ま
ず
内
容
の
確
認
と
引
用
の
照

合
の
た
め
の
資
料
の
入
手
が
あ
る
。
図
書
館
や
書
店
で

入
手
で
き
な
い
資
料
が
あ
る
。
地
域
資
料
、
郷
土
資
料

は
著
者
が
所
有
す
る
も
の
を
全
部
コ
ピ
ー
す
る
。
資
料

を
見
て
、
著
者
の
書
い
た
要
約
に
間
違
い
な
い
か
。
解

釈
は
妥
当
か
。
引
用
が
あ
れ
ば
校
正
と
同
じ
要
領
で
一

文
字
一
文
字
見
比
べ
、
異
同
を
ゲ
ラ
に
え
ん
ぴ
つ
で
書

き
込
む
。
疑
問
が
出
れ
ば
さ
ら
に
複
数
の
資
料
に
当
た

る
。
作
業
は
時
間
と
の
勝
負
と
な
る
。

②
言
葉
の
典
拠
が
見
付
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。「
用

の
美
」
は
柳
宗
悦
の
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
彼
の
全
集
（
全
二
二
巻
）
の
中
に
見
付
か
ら
な

い
と
な
る
と
話
は
根
本
か
ら
変
わ
る
。
一
度
も
出
て
こ

な
い
、
と
言
い
切
る
に
は
愚
直
に
全
集
を
読
ん
で
い
く

し
か
な
い
。
編
集
者
は
校
正
者
が
「
全
部
読
む
」
と
信

じ
て
依
頼
し
て
い
る
。
校
正
は
、
良
心
と
信
頼
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
。
な
ん
と
も
大
変
な
仕
事
だ
。

本
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に

知
ら
れ
ざ
る
校
正
者
の
本
の
読
み
方
、
つ
き
あ
い
方
。

『文にあたる』
（牟田都子著　亜紀書房）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 学
級
が
落
ち
着
き
明
る
く
な
る

河
田
流
学
級
経
営
の
肝

椅
子
を
し
ま
う
、
返
事
を
す
る
、
挨
拶
す
る
。

は
と
に
か
く
追
試
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
気
付

い
た
の
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ク
ラ
ス
づ

く
り
に
返
事
は
、
絶
対
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
と
は
、
そ
の
場
で
や

り
取
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
討
論
の

初
期
の
指
導
に
な
る
と
思
い
ま
す
。「
は
い
」
と

い
う
返
事
を
す
る
行
為
は
、
誰
も
が
お
互
い
に

や
り
取
り
で
き
ま
す
。
返
事
を
し
な
い
ク
ラ
ス

と
い
う
の
は
、
少
し
冷
た
い
感
じ
も
す
る
し
、

な
ん
だ
か
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
い
ク
ラ
ス
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
必
ず
返
事
を
し
な
さ
い
」

と
指
導
し
ま
す
。
向
山
先
生
の
授
業
Ｃ
Ｄ
の
、

テ
ス
ト
を
返
す
場
面
で
よ
く
言
い
ま
す
よ
ね
。

　

三
つ
め
は
、
明
る
い
挨
拶
を
す
る
こ
と
。
明

る
い
挨
拶
は
、
明
る
い
雰
囲
気
づ
く
り
の
第
一

歩
で
す
。
特
に
自
分
か
ら
先
に
挨
拶
が
で
き
る

ク
ラ
ス
は
明
る
い
で
す
。
四
月
の
最
初
か
ら
い

き
な
り
明
る
く
挨
拶
で
き
る
ク
ラ
ス
は
滅
多
に

あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
か
ら
先
に
挨
拶
す
る
の
で

す
。
し
つ
こ
く
挨
拶
す
る
と
、
や
が
て
子
供
の

方
か
ら
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
挨
拶
し

た
子
供
を
思
い
っ
き
り
褒
め
ま
す
。
こ
の
繰
り

返
し
で
、
だ
ん
だ
ん
明
る
い
挨
拶
が
で
き
る
ク

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
挨
拶
に
よ
っ
て
明
る
い
ク

ラ
ス
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
目
指
し
て
い
ま
す
。

徹
底
さ
せ
る
と
、
結
構
落
ち
着
き
ま
す
。
し
っ

と
り
し
た
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
落
ち

着
き
の
な
い
ク
ラ
ス
と
か
騒
が
し
い
ク
ラ
ス
は
、

椅
子
を
し
ま
わ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
椅
子

を
し
ま
う
と
い
う
し
つ
け
は
、
教
師
の
意
図
的

な
指
導
な
し
で
は
、
絶
対
身
に
付
き
ま
せ
ん
。

定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

椅
子
を
し
ま
い
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
、
ち
ょ
っ

と
落
ち
着
き
の
な
い
子
供
で
す
。
常
に
「
椅
子

を
し
ま
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
き
や
テ
ス
ト
を

取
り
に
来
る
時
な
ど
、
席
を
離
れ
る
時
は
必
ず

指
導
し
ま
す
。
徹
底
し
て
し
つ
こ
く
言
う
と
、

大
体
八
割
以
上
の
子
供
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。
同
時
に
学
級
も
落
ち
着
い
て
き
ま

す
。

　

二
つ
め
は
、
名
前
を
言
わ
れ
た
ら
「
は
い
」

と
返
事
を
す
る
こ
と
。
向
山
先
生
が
昔
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
意
味
も
分
か
ら
ず
、
私

河
田
先
生
が
年
間
を
通
し
て
、
繰
り
返

し
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お

聞
き
し
た
い
で
す
。
毎
年
、
あ
れ
も
こ

れ
も
指
導
し
よ
う
と
し
て
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
河
田
先
生
が
学
級
づ
く
り
に

お
い
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

王
喜
小
学
校

三
つ
の
徹
底
さ
せ
る
習
慣

　

学
級
に
よ
っ
て
実
態
は
違
っ
て
も
、
ど

の
ク
ラ
ス
で
も
指
導
す
る
こ
と
は
三
つ
で
す
。

　

一
つ
め
は
、
席
を
離
れ
る
時
は
椅
子
を
し
ま

う
こ
と
。
こ
の
椅
子
を
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

人
権
月
間
と
高
齢
者
問
題

舗
文
具
店
の
活
躍
に
期
待
す
る
。

二
　﹁
最
先
端
﹂
の
紅
白
歌
合
戦

　

昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
は
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。

毎
年
、
年
越
し
そ
ば
を
挟
ん
で
、
あ
る
程
度

ま
で
は
視
聴
し
、
時
代
の
風
を
浴
び
る
。
し

か
し
、
早
々
に
や
め
た
。
紅
白
歌
合
戦
視
聴

歴
六
〇
年
余
に
し
て
、
初
め
て
の
挫
折
。
中

学
二
年
の
孫
は
喜
々
と
し
て
最
後
ま
で
視
聴

し
た
と
い
う
。
世
代
交
代
が
進
む
。

　

若
者
に
シ
フ
ト
し
た
紅
白
歌
合
戦
。
視
聴

率
が
と
れ
な
か
っ
た
。﹁
若
い
人
に
迎
合
し

た
﹂﹁
聞
い
た
こ
と
も
な
い
歌
ば
か
り
だ
﹂﹁
実

績
の
あ
る
人
を
出
演
さ
せ
る
べ
き
だ
﹂。
新

聞
の
投
書
欄
に
は
、
視
聴
者
か
ら
の
批
判
が

集
ま
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
動
向
を
分
析
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

私
の
偏
見
に
な
る
。
私
に
は
、
紙
や
鉛
筆

わ
な
か
っ
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
開
い
て
授
業

開
始
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
閉
じ
て
授
業
終
了
。

ペ
ー
パ
ー
の
な
い
世
界
。
鉛
筆
の
音
の
聞
こ

え
な
い
教
室
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
推
進

で
、
こ
う
し
た
光
景
が
多
く
な
る
。

　

町
の
文
具
店
が
消
え
て
久
し
い
。
文
具
売

り
場
は
ス
ー
パ
ー
や
﹁
百
均
﹂
の
コ
ー
ナ
ー

に
移
動
し
た
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
文
具
が
売
れ
な
く
な

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

老
舗
の
文
具
店
の
経
営
戦
略
。
き
っ
と
、

こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

何
せ
、
毛
筆
か
ら
鉛
筆
、
万
年
筆
か
ら
ボ
ー

ル
ペ
ン
へ
の
変
化
な
ど
、
時
代
の
変
遷
を
乗

り
越
え
て
き
た
の
だ
か
ら
。

　

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
、
二
人
の
孫
と
伊

東
屋
に
繰
り
出
し
た
。
ど
の
フ
ロ
ア
も
満
員

で
、
こ
れ
だ
け
文
房
具
フ
ア
ン
が
多
い
の
か

と
安
堵
し
た
。
鳩
居
堂
も
い
つ
も
満
員
。
老

一
　
暮
れ
の
文
具
店

　

銀
座
二
丁
目
に
﹁
伊
東
屋
﹂
と
い
う
文
具

店
が
あ
る
。
一
階
か
ら
八
階
ま
で
文
具
売
り

場
。
多
く
の
品
数
で
集
客
す
る
。

　

銀
座
五
丁
目
角
に
は
﹁
鳩
居
堂
﹂
が
あ
る
。

長
く
こ
の
店
前
が
、
路
線
価
格
日
本
一
だ
っ

た
。
上
質
の
文
具
で
固
定
フ
ア
ン
が
多
い
。

私
の
義
母
は
、
戦
前
、
深
川
か
ら
日
本
橋

﹁
榛は

い

原ば
ら

﹂
に
通
っ
た
と
い
う
。
和
紙
や
便
せ

ん
な
ど
、
伝
統
の
品
を
扱
う
。
今
で
も
、
日

本
橋
高
島
屋
近
く
で
店
を
構
え
る
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

大
学
の
会
議
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
つ
だ
け
持

参
と
い
う
教
員
も
い
る
。
ノ
ー
ト
も
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
も
不
要
。

　

先
日
、
参
観
し
た
五
年
社
会
科
授
業
と
二

年
生
活
科
授
業
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
だ
け
。
つ
い

に
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
筆
箱
も
下
敷
き
も
使

の

新
時
代
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学
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語
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ど
そ
う
だ
。
地
頭
の
悪
い
人
ほ
ど
そ
う
だ
。

四
　
人
権
問
題
と
し
て
の
﹁
高
齢
者
﹂

　

十
二
月
は
人
権
月
間
。
人
権
課
題
の
一
つ

に﹁
高
齢
者
問
題
﹂が
あ
る
。
学
校
教
育
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
、
高
齢
者
を
招
き
、
交
流
し

て
き
た
。
生
活
科
の
昔
遊
び
、
総
合
的
な
学

習
の
高
齢
者
施
設
訪
問
、
社
会
科
の
昔
の
暮

ら
し
、
運
動
会
の
敬
老
席
な
ど
、
数
々
の
実

践
の
蓄
積
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

﹁
元
気
な
高
齢
者
﹂
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
認
知
症
を
含
め
﹁
元
気
で

な
い
高
齢
者
﹂
が
増
加
す
る
。
ク
リ
ス
マ
ス

も
な
い
正
月
も
な
い
、
孤
独
な
独
居
老
人
も

増
加
す
る
。
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
自
暴
自
棄

の
罪
を
犯
す
高
齢
者
も
増
え
る
。﹁
温
和
な

お
年
寄
り
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
は
潰つ

い

え
去
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
時
代
に
な
っ
た
時
、ペ
ー
パ
ー

レ
ス
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
は
高
齢
者
に
ど
う

寄
り
添
う
の
だ
ろ
う
。﹁
最
先
端
の
紅
白
歌

合
戦
﹂
は
、
閉
じ
こ
も
り
の
高
齢
者
に
ど
の

よ
う
な
﹁
解
﹂
を
出
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
今
年
も
年

の
暮
れ
を
迎
え
る
。

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
、
図
書
館
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
、

プ
ー
ル
や
ジ
ム
、
パ
チ
ン
コ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

居
酒
屋
、
映
画
館
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ゴ
ル
フ
場
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
巷
に

は
高
齢
者
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
社
会
参
加
し
、
生
き
が
い
を
求

め
て
活
動
し
、
し
か
も
散
財
す
る
こ
と
は
、

日
本
経
済
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
。
私
の

同
世
代
も
、
そ
れ
な
り
に
活
動
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
近
年
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
や
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
駅
の
改
札
口
、
居
酒
屋
の

テ
ー
ブ
ル
で
小
さ
な
諍
い
を
目
撃
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
に
は
、
興

奮
し
て
つ
っ
か
か
る
﹁
じ
い
さ
ま
﹂
も
い
る
。

　

お
そ
ら
く
原
因
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
不
足
だ
。
高
齢
者
は
耳
が
遠
い
。

若
者
の
早
口
言
葉
は
断
片
的
に
し
か
届
か
な

い
。
そ
こ
に
不
明
な
語
彙
が
混
じ
り
、
稚
拙

な
応
接
に
な
れ
ば
お
手
上
げ
だ
。

　

若
者
は
無
意
識
の
う
ち
に
非
情
に
な
る
。

そ
の
未
熟
さ
か
ら
、
相
手
も
自
分
と
同
じ
よ

う
に
理
解
で
き
る
と
勘
違
い
す
る
。
何
回
も

小
さ
な
諍
い
を
重
ね
、
修
羅
場
を
演
じ
て
も
、

勘
違
い
に
気
付
か
な
い
。
了
見
が
狭
い
人
ほ

な
ど
文
房
具
の
な
い
授
業
と
、
昨
年
の
紅
白

歌
合
戦
が
交
錯
し
て
見
え
る
。

　

時
代
の
最
先
端
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
走

る
。
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
若
く
生
き
生
き
と
し

て
い
る
。
い
つ
の
時
代
も
風
を
切
っ
て
走
る

人
は
、
多
少
の
風
圧
が
あ
っ
て
も
お
構
い
な

し
だ
。

　

世
の
高
齢
者
は
、
そ
ん
な
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
応
援
し
た
り
、
諭
し
た
り
、
無
視
し

た
り
す
る
。
了
見
の
狭
い
人
は
、﹁
近
頃
の

若
い
者
は
⋮
﹂
と
嘆
き
罵
る
。
古
代
ロ
ー
マ

の
遺
跡
に
あ
る
通
り
、
ず
っ
と
﹁
近
頃
の
若

い
者
﹂
に
不
満
を
募
る
人
々
が
い
る
。

　

果
た
し
て
、
文
房
具
の
な
い
授
業
と
﹁
最

先
端
の
紅
白
歌
合
戦
﹂
の
行
方
は
ど
う
な
る

だ
ろ
う
。
も
し
仮
に
こ
う
い
う
高
齢
者
の
意

見
が
あ
っ
た
ら
、反
発
を
食
ら
う
だ
ろ
う
か
？

﹁
そ
も
そ
も
授
業
と
は
、
鉛
筆
な
め
な
め
思

索
す
る
師
弟
の
ぶ
つ
か
り
合
い
だ
﹂

﹁
そ
も
そ
も
紅
白
歌
合
戦
は
、
男
女
に
分
か

れ
て
流
行
歌
を
披
露
す
る
忘
年
会
だ
﹂

三
　
高
齢
者
の
起
こ
す
諍い

さ
か

い

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
。



※ �

ア
ー
ト
・
シ
ア
タ
ー
・
ギ
ル
ド
。
良
質
の
ア
ー
ト
系
映
画

を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
設
立

さ
れ
た
。

特

別

連

載

―人生には何一つ無駄なことはない
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を
招
い
て
の
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
上
映
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
、
京
一
会
館
で
は
、
上
映
作
品
の

リ
ク
エ
ス
ト
が
で
き
た
。
Ａ
Ｔ
Ｇ

※
作
品
な

ど
、
通
常
の
映
画
館
で
は
な
か
な
か
上
映
さ

れ
な
い
過
去
の
名
作
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
取

り
上
げ
て
も
ら
え
た
。
大
学
の
講
義
よ
り
、

京
一
会
館
で
観
た
映
画
の
数
々
か
ら
、
い
ろ

ん
な
人
の
生
き
方
や
多
様
な
世
界
が
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
四
年
生
に
な
り
、
就

職
を
考
え
る
時
期
に
な
っ
た
。
当
時
は
就
活

も
の
ん
び
り
し
て
い
た
。
四
回
生
に
な
っ
て

や
っ
と
考
え
始
め
、
本
格
的
に
動
き
出
す
の

は
、
夏
休
み
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

　

自
分
が
一
番
興
味
関
心
が
あ
る
映
画
や
映

像
関
係
の
世
界
で
働
け
な
い
か
と
考
え
た
。

人
間
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
人
の
心
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
仕
事
に
あ
こ
が
れ
て
い

た
の
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
当
時
は
、
映
画
は

斜
陽
産
業
で
、
監
督
の
募
集
は
日
活
の
み
が

一
、
二
名
募
集
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
局
を
二
社
受
け
た
が
、
見

二
　
留
年
後
、
文
部
省
へ

な
る
と
、
学
生
ス
ト
に
よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
が

必
ず
封
鎖
に
な
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
何

よ
り
、
大
学
は
、
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
と
い
う
姿
勢
で
、
私
た
ち
学
生
は
、
本
当

に
自
分
の
意
の
ま
ま
自
由
に
大
学
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
学
に
は
あ
ま
り
通
わ
な
か
っ
た
が
、
時

間
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
の
で
、
本
は
た
く
さ

ん
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
映
画
に
出
合
っ
た
。

　

当
時
、
一
乗
寺
に
京
一
会
館
と
い
う
邦
画

の
名
画
座
が
あ
っ
た
。
三
本
か
四
本
の
旧
作

を
上
映
す
る
映
画
館
で
、
映
画
フ
ァ
ン
の
間

で
は
、
有
名
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
に

行
く
お
金
の
な
い
学
生
に
は
あ
り
が
た
く
、

毎
週
の
よ
う
に
通
っ
た
。
映
画
監
督
や
俳
優

　

大
学
は
、
法
学
部
に
進
学
し
た
。

　

人
間
が
起
こ
す
事
件
を
通
じ
て
、
人
間
の

生
き
方
、
あ
り
方
が
考
え
ら
れ
る
か
な
と
い

う
あ
い
ま
い
な
志
望
だ
っ
た
。
推
理
小
説
が

好
き
と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
思
う
。

　

大
学
の
授
業
は
大
教
室
で
の
マ
ス
プ
ロ
授

業
で
、
法
律
の
条
文
の
細
か
な
解
釈
や
理

屈
っ
ぽ
い
学
説
の
解
説
が
多
く
、
早
々
に
、

こ
れ
は
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
違
う

と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
京
都
大
学
は
、
学
園
紛
争

の
な
ご
り
が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
入
学
式
は
、

学
長
あ
い
さ
つ
の
途
中
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
学

生
が
乱
入
し
て
中
止
。
定
期
試
験
の
時
期
に

一
　
京
一
会
館
通
い

京
一
会
館
か
ら
カ
ン
ヌ
映
画
祭

映
画
へ
の
想
い
。
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プ
ニ
ン
グ
作
品
は
、
宮
崎
駿
監
督
の
﹁
ハ
ウ

ル
の
動
く
城
﹂
で
あ
っ
た
。

　

今
、
大
学
の
講
義
で
、
映
画
も
取
り
上
げ
、

カ
ン
ヌ
映
画
祭
の
話
な
ど
も
す
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
て
、
自
分
は
映
画
監
督
に

な
れ
る
よ
う
な
才
能
も
な
い
し
、
タ
イ
プ
で

は
な
い
と
思
う
。
学
生
時
代
の
夢
は
か
な
わ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
ま
で
も
仕
事
を
通

じ
て
、
違
う
形
で
、
自
分
の
好
き
な
映
画
に

か
か
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ
と

だ
と
思
う
。
死
ぬ
ま
で
に
一
度
、
セ
リ
フ
も

な
い
ち
ょ
い
役
で
映
画
に
出
演
で
き
た
ら
と

い
う
ひ
そ
か
な
楽
し
み
を
心
の
中
に
描
き
つ

つ
。 四

　
映
画
の
夢

河
合
長
官
と
ご
一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
直
属
の
上
司
の
文
化
部
長
は
、

映
画
評
論
家
と
し
て
も
有
名
な
寺
脇
研
さ
ん

だ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
文
化
庁
で
は
、
日
本

の
映
画
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
そ
の
映

画
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
日
本
映
画
の
国

際
映
画
祭
へ
の
出
品
の
援
助
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
日
本
映

画
を
紹
介
す
る
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
関
係
で
、
二
〇
〇
四
年
に
カ
ン
ヌ
映

画
祭
に
出
席
し
て
、
赤
じ
ゅ
う
た
ん
を
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
日
本
か
ら
の
コ

ン
ぺ
出
品
は
、
是
枝
裕
和
監
督
の
﹁
誰
も
知

ら
な
い
﹂
と
い
う
作
品
だ
っ
た
。
パ
ル
ム

ド
ー
ル
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
当
時
一
四
歳
、

こ
の
作
品
が
デ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
柳
楽
優
弥
さ

ん
が
見
事
、
史
上
最
年
少
の
主
演
男
優
賞
を

獲
得
し
た
。
こ
の
と
き
の
審
査
委
員
長
が
、

日
本
映
画
に
思
い
入
れ
の
あ
る
、
ク
エ
ン

テ
ィ
ン
・
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
さ
ん
で
、
こ
の

映
画
を
高
く
評
価
し
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
に
は
、
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭

に
も
出
席
し
た
。
こ
の
時
の
映
画
祭
の
オ
ー

事
に
落
ち
て
し
ま
い
、
留
年
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

五
回
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
も
う
留
年
は

で
き
な
い
の
で
、
安
全
策
と
し
て
公
務
員
試

験
を
受
け
つ
つ
、
映
像
関
係
の
仕
事
を
探
っ

た
。
結
局
、
映
像
関
係
の
仕
事
は
あ
き
ら
め
、

合
格
し
た
公
務
員
に
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

国
家
公
務
員
の
場
合
、
当
時
、
試
験
に
合

格
し
た
者
は
、
各
省
庁
の
面
接
を
受
け
て
採

用
が
決
ま
っ
た
。
私
は
、
経
済
関
係
に
は
興

味
が
な
く
、
人
間
に
か
か
わ
る
分
野
で
仕
事

を
し
た
か
っ
た
の
で
、
文
部
省
、
厚
生
省
、

労
働
省
を
回
っ
た
が
、
第
一
志
望
の
文
部
省

に
採
用
さ
れ
た
。
人
を
育
て
る
教
育
に
は
、

も
ち
ろ
ん
関
心
は
あ
っ
た
が
、
映
画
を
所
管

す
る
文
化
庁
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
っ
た
。

　

文
部
省
に
入
省
し
て
か
ら
、
な
か
な
か
文

化
庁
で
仕
事
を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、

二
〇
〇
三
年
に
文
化
庁
の
芸
術
文
化
課
長
に

就
任
し
た
。
こ
の
時
、
文
化
庁
長
官
は
ユ
ン

グ
心
理
学
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
日
本
を
代

表
す
る
文
化
人
、
河
合
隼
雄
さ
ん
だ
っ
た
。

三
　
カ
ン
ヌ
映
画
祭

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

ど
ん
な
子
だ
っ
て
…
一
人
の
例
外
も
な
く

向
山
氏
の
言
葉
で
再
び
前
を
向
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
向
山
氏
は
ぶ
れ
な
い
主
張
を
次
々
と

し
て
い
っ
た
。

小こ

松ま
つ

裕ひ
ろ

明あ
き

長
野
県
長
野
市
立
東
条
小
学
校

　

算
数
の
問
題
解
決
学
習
は
、
最
低
、
最

悪
の
指
導
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
指
導
法
に
よ
っ
て
「
で
き
な
い
子
」

が
「
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
の
み
か
「
反
抗
行
為
を
と
る
」「
反

抗
挑
戦
性
障
害
」
を
ひ
き
お
こ
す
可
能
性

大
で
あ
る
。

　

算
数
の
問
題
解
決
学
習
に
よ
っ
て
、
数

万
、
数
十
万
の
「
で
き
な
い
子
」
が
、
ス

ポ
イ
ル
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
中
略　

小
松
）

　

教
科
書
を
リ
ズ
ム
よ
く
テ
ン
ポ
よ
く
教

え
る
向
山
型
算
数
は
「
で
き
な
い
子
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
」
が
何
百
何
千

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
別
の
指
導
は
一

切
し
な
い
、
す
べ
て
、
授
業
時
間
内
で
の

指
導
だ
け
で
あ
る
。

　

算
数
の
問
題
解
決
学
習
で
は
、
な
ぜ
で

き
な
い
子
が
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
る
の
か
。

　

向
山
型
算
数
で
は
、
な
ぜ
五
点
、
十
点

を
と
っ
て
い
た
子
が
百
点
を
と
れ
る
よ
う

に
な
る
の
か
。

　

当
然
、
理
由
が
あ
る
。

　

教
育
学
的
に
言
っ
て
、
極
め
て
重
要
な

理
由
が
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
普
通
学
級
の
担

任
を
経
験
し
た
教
師
な
ら
、
誰
で
も
思
い

当
た
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
算
数
が
で
き
な
い
子
は
、
算

数
が
で
き
な
い
前
に
、「
学
習
活
動
が
で

き
な
い
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
①

「
教
科
書
を
出
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

の
に
、「
出
せ
な
い
子
、
出
さ
な
い
子
」

が
一
人
二
人
と
い
る
。

「
五
十
八
ペ
ー
ジ
を
開
け
な
さ
い
」
と
言

「
授
業
の
原
則
」
は
、『
新
版
授
業
の
腕
を
上

げ
る
法
則
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
冒
頭
、「
こ

の
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
大
切
な
技
術
や
方
法

を
貫
い
て
い
る
考
え
方
を
原
則
と
よ
ん
で
い

る
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
授
業
の
原
則

一
〇
カ
条
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、「
授
業
の
原
理
」
に
つ
い
て
は
書
か
れ

て
い
な
い
。「
原
理
」
と
は
、「
物
事
を
成
り
立
た

せ
る
根
拠
そ
の
も
の
」、
つ
ま
り
出
発
点
で
あ
る
。

　

教
育
に
お
け
る
原
理
と
は
何
か
？

　

向
山
氏
は
、あ
え
て
書
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

教
師
そ
れ
ぞ
れ
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
向
山
氏
自
身
の
中
に
は
あ
っ
た
。

向
山
氏
が
色
紙
等
に
書
い
た
言
葉
で
あ
る
。

「
ど
ん
な
子
だ
っ
て
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
人
の
例
外
も
な
く
。」

　

教
育
要
諦
集
Ⅰ
巻
の
中
に
同
じ
言
葉
が
あ
る
。

「
ど
ん
な
子
で
も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ど
ん
な
子
だ
っ
て
成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
俺
の
教
育
の
原
点
な
の
で
あ
る
。」

二
十
代
の
向
山
氏
の
文
章
で
あ
る
。

①
算
数
が
で
き
な
い
子
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト

を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
授
業
開
始
に
意
識

が
向
か
な
い
子
や
、
机
の
中
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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の
子
は
教
科
書
が
出
せ
な
い
。「
五
十
八
ペ
ー
ジ

を
開
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
時
に
、
作
業
記

憶
に
と
ど
め
ら
れ
な
か
っ
た
子
、
教
科
書
を
出

す
の
に
精
一
杯
な
子
は
、
教
科
書
を
開
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
視
知
覚
や
手
先
の
発
達
の
遅
い

子
は
、
教
科
書
の
図
を
写
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

授
業
の
冒
頭
か
ら
つ
ま
ず
く
の
で
あ
る
。
で

き
な
い
な
ら
や
っ
て
あ
げ
れ
ば
良
い
。
教
科
書

を
出
し
て
あ
げ
る
。
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
あ
げ
る
。

図
を
赤
鉛
筆
で
薄
く
書
い
て
あ
げ
る
。
そ
こ
か

ら
、
指
導
の
工
夫
が
は
じ
ま
る
。

②
こ
の
考
え
方
は
、
余
計
な
注
意
を
と
り
除
く

と
い
う
環
境
調
整
の
必
要
性
に
つ
な
が
る
。

③
こ
う
い
っ
た
子
は
、
自
己
肯
定
感
が
著
し
く
低

く
な
る
場
合
が
多
い
。
叱
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
。激
し
い
不
適
応
は
、自
己
防
衛
の
反
応
な
の
だ
。

　

こ
の
年
は
、
向
山
氏
が
「
通
常
学
級
に
い
る

発
達
障
害
の
子
の
理
解
と
対
応
」
を
日
本
中
で

講
座
を
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
月
に
は

『
教
室
の
障
害
児
』
も
発
刊
さ
れ
る
。

　

向
山
氏
は
、「
ど
ん
な
子
だ
っ
て
大
切
に
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
例
外
も
な

く
。」
と
い
う
教
育
の
原
理
に
基
づ
き
、
問
題

提
起
し
、
論
争
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
微
塵

の
ぶ
れ
も
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
て
も
、
開
け
な
い
子
が
い
る
。

「
教
科
書
の
図
を
ノ
ー
ト
に
写
し
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
の
に
で
き
な
い
子
が
い
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
が
、
こ
の
よ
う

な
子
が
ざ
っ
と
三
分
の
一
近
く
い
る
の
で

あ
る
。

　

学
年
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
子
が
半

分
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

以
上
の
原
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
違

う
。
何
が
原
因
か
説
明
で
き
な
け
れ
ば
、

「
で
き
な
い
子
」
を
「
で
き
る
」
よ
う
に

す
る
の
は
不
可
能
だ
。

「
算
数
の
問
題
解
決
学
習
」
に
は
、
こ
の

よ
う
な
「
子
ど
も
の
事
実
論
」
が
全
く
な
い
。

　

従
っ
て
、「
子
ど
も
の
実
態
と
切
り
結

ん
だ
授
業
論
」
も
な
い
。
あ
る
の
は
、
思

い
つ
き
の
お
し
ゃ
べ
り
だ
け
だ
。
実
に
レ

ベ
ル
が
低
い
。

　

一
例
だ
け
示
そ
う
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
が

い
る
。
医
学
界
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
推

定
し
て
い
る
。
普
通
の
ク
ラ
ス
な
ら
二
人

ぐ
ら
い
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
外
に

も
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
が
い
る
し
、
Ｌ

Ｄ
の
子
な
ど
も
い
る
。
今
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

の
み
を
と
り
あ
げ
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害

と
い
う
。
能
力
は
あ
る
の
に
、
あ
る
種
の

障
害
を
持
っ
た
子
だ
。
特
に
「
注
意
欠
陥
」

が
大
切
だ
。

「
不
注
意
な
子
」
と
と
ら
え
る
教
師
が
山

ほ
ど
い
る
。
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
だ
。

「
注
意
が
集
中
し
す
ぎ
る
子
」
な
の
で
あ

る
。
但
し
「
１
つ
だ
け
」
の
こ
と
に
だ
。
②

　

人
間
は
、
行
動
す
る
と
き
五
つ
も
十
も

の
行
動
が
脳
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
る
。

「
教
室
に
入
っ
て
」「
算
数
の
教
科
書
を

出
し
」「
二
十
八
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
」「
ノ
ー

ト
に
は
日
付
を
書
い
て
」「
先
生
を
待
つ
」

と
い
う
よ
う
に
だ
。

　

こ
の
例
で
は
、五
つ
の
作
業
予
定
が
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
脳
は
記
憶
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
作
業
記
憶
（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
ー
と
い
う
）
に
よ
っ
て
行
動
す
る
の
だ
。

　

こ
の
作
業
記
憶
が
１
つ
し
か
入
ら
な
い

子
が
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
の
で
あ
る
。
大
切
な

の
は
「
能
力
が
あ
る
の
に
」
ワ
ー
キ
ン
グ

メ
モ
リ
ー
の
キ
ャ
パ
が
少
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
③

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、

二
〇
〇
二
年
八
月
号
）
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騒
人
者
は
、
今
年
度
に
な
り

五
月　

学
習
用
語
ま
と
め
く
ん

七
月�　

向
山
家
の
子
育
て
21
の
法

則

八
月　

絵
本
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ

と
三
冊
、
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
度
に
、
溝
端
達
也
先
生
が

呼
び
か
け
て
発
刊
記
念
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
毎
回
一
〇
〇
名
を

超
す
ほ
ど
多
く
の
方
が
参
加
し
て

く
れ
た
。

　

商
品
を
使
っ
て
の
授
業
や
、
採

用
し
て
も
ら
う
ま
で
の
ド
ラ
マ
を

お
聞
き
し
、
騒
人
社
へ
の
応
援
を

感
謝
す
る
と
と
と
も
に
、
書
籍
・

教
材
作
成
の
意
味
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
く
大
切
さ
も
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

『
学
習
用
語
ま
と
め
く
ん
』
を
出

版
し
て
か
ら
は
、『
漢
字
ま
と
め

く
ん
』
の
注
文
も
増
え
た
。
明
ら

か
に
連
動
し
て
い
る
。
新
刊
『
学

習
用
語
ま
と
め
く
ん
』
を
購
入
し

て
く
れ
た
方
が
、
二
年
前
に
作
っ

た
『
漢
字
ま
と
め
く
ん
』
を
知
り
、

手
に
し
て
く
れ
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
そ
の
逆
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
も
向
山
先
生
の
教
え
に
立
ち

戻
る
。

「
一
冊
で
は
運
動
に
な
ら
な
い
」

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ
ど
こ
』
も
ま
さ

に
向
山
先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
通

り
だ
。「
ど
こ
ど
こ
シ
リ
ー
ズ
全

十
巻
」
が
あ
り
、
こ
の
新
刊
も
注

文
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ど
こ

ど
こ
』
の
制
作
に
つ
い
て
話
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。

「
目
標
１　

貧
困
を
な
く
そ
う
」

で
世
界
の
貧
困
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

位
三
か
国
が
ア
フ
リ
カ
に
あ
り
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
ア
フ
リ
カ
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
ア
フ

リ
カ
の
地
図
か
ら
は
じ
め
た
。
た

だ
、
ア
フ
リ
カ
は
貧
し
い
だ
け
で

な
く
、
美
し
い
世
界
遺
産
も
あ
れ

ば
、
近
代
的
な
都
市
も
あ
る
。
ザ

ン
ビ
ア
の
世
界
遺
産
の
ビ
ク
ト
リ

ア
滝
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
首
都
ル
ア
ン

ダ
を
イ
ラ
ス
ト
で
も
描
い
て
も

ら
っ
た
。

「
目
標
８　

働
き
が
い
も
経
済
成

長
も
」
は
文
章
に
は
書
い
て
な
い

が
、
コ
ー
ヒ
ー
園
で
働
く
児
童
労

働
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
ら
っ

た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
に
は
見
え
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
イ
ラ
ス
ト
の
限

界
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
イ
ラ
ス

ト
な
ら
ば
、
悲
壮
感
は
漂
わ
な
い
。

「
目
標
６　

安
全
な
ト
イ
レ
を
世

界
中
に
」
で
は
ト
イ
レ
事
情
さ
え

楽
し
く
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
目
標
10　

人
や
国
の
不
平
等
を

な
く
そ
う
」「
目
標
16　

平
和
と

公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」「
目
標

17　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標

を
達
成
し
よ
う
」
の
不
平
等
・
平

和
・
公
正
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

な
ど
は
イ
ラ
ス
ト
に
表
す
こ
と
が

と
て
も
難
し
か
っ
た
。
意
味
を
調

べ
、
象
徴
す
る
事
柄
を
調
べ
、
そ

の
ペ
ー
ジ
の
意
味
付
け
を
し
て

い
っ
た
。
最
後
に
は
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
さ
ん
も
提
案
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

細
か
く
イ
ラ
ス
ト
の
意
味
を
見

付
け
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。

『
向
山
家
の
子
育
て
21
の
法
則
』

は
執
筆
者
の
水
野
正
司
氏
が
発
信

し
続
け
「
致
知
」
で
書
評
を
頂
い

た
。
さ
す
が
法
則
化
第
一
世
代
、

運
動
に
長
け
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

社長やっています
騒人社『SDGsどこどこ』発刊記念セミナー。

騒人社応援隊
塩谷先生・井戸先生・溝端先生
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

見
事
な
仕
事
ぶ
り

　

向
山
塾
と
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

委
託
事
業
の
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、

日
本
郵
便
委
託
事
業
の
郵
便
教
育

セ
ミ
ナ
ー
が
京
都
で
開
か
れ
た
。
い

ず
れ
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で
向

山
先
生
も
現
地
か
ら
講
演
さ
れ
た
。

　

チ
ー
ム
関
西
の
先
生
方
に
は
前

夜
祭
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
当
日
、
最
後

の
懇
親
会
ま
で
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。

　

リ
ア
ル
で
お
会
い
し
て
話
す
こ

と
の
楽
し
さ
は
格
別
だ
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
京
都
代
表
の

安
江
愛
先
生
の
仕
事
ぶ
り
に
驚
い

た
。

　

前
夜
祭
の
場
所
決
め
か
ら
当
日

の
流
れ
の
確
認
、
事
務
局
へ
の
細

か
い
指
示
、
関
係
者
へ
の
密
な
連

絡
な
ど
テ
キ
パ
キ
し
た
指
示
出
し
。

　

京
女
の
「
は
ん
な
り
」
し
た
物

言
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
私
に
は
な
い
。

　

懇
親
会
場
を
探
す
た
め
一
〇
〇

件
近
い
お
店
に
電
話
を
す
る
。
終

わ
っ
た
後
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
御
礼

参
り
に
店
に
出
向
く
。
な
か
な
か

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
場

限
り
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
振
る

舞
い
が
次
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
夜
祭
の
時
の
こ

と
。
私
は
谷
和
樹
先
生
に
電
話
を

し
た
。

　

す
る
と
安
江
先
生
や
周
り
か
ら

（
オ
イ
、
何
を
し
て
い
る
の
か
）

と
い
う
視
線
が
突
き
刺
さ
る
。
安

江
先
生
が
固
ま
る
。
私
は
（
え
、

谷
先
生
が
来
た
ら
楽
し
い
し
、
東

京
で
は
聞
け
な
い
谷
先
生
の
関
西

弁
が
聞
け
る
）
と
能
天
気
に
思
っ

て
い
た
だ
け
な
の
に
、
谷
先
生
に

は
気
安
く
電
話
を
し
て
は
い
け
な

い
ら
し
い
。

　

後
日
、
こ
の
こ
と
を
谷
先
生
に

話
す
と
、「
僕
に
電
話
を
か
け
て

く
る
の
は
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
と
師
尾
先

生
と
美
崎
」
で
す
と
。
こ
れ
っ
て

無
敵
女
三
人
衆
っ
て
こ
と
で
し
ょ

う
か
？　

谷
先
生
。

２　

荷
物
番

　

そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
と
懇
親
会

が
終
わ
り
、
帰
り
の
京
都
駅
で
の

こ
と
。

　

お
土
産
を
買
わ
ね
ば
と
思
っ
た

が
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
邪
魔
だ
な
あ
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
向
山
先
生

が
赤
い
椅
子
で
一
休
み
す
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
私
は
つ
い
言
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
向
山
先
生
、
お
土
産
買
い
た
い

の
で
、
荷
物
見
て
い
て
く
だ
さ
い

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

京都に行ってきました
リアルに会った時が楽しいのは、 
相手との間に生まれる何かを 
感じるからだろうか。

ま
す
か
？
」
と
荷
物
を
託
し
た
。

　

向
山
先
生
は
気
軽
に
「
い
い
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
ば
に
い
た

溝
端
久
輝
子
先
生
の
（
え
っ
～
!!
）

と
い
う
微
妙
な
表
情
。

　

向
山
先
生
に
荷
物
番
を
頼
む
な

ん
て
、
な
ん
と
恐
れ
多
い
こ
と
か
。

　

親
し
き
中
に
も
礼
儀
あ
り
だ
。

　

い
や
、
そ
れ
以
前
の
問
題
か
。

▲�９月15日向山先生の誕生日。昼は研究所で美女
たち（自称）とお祝い。夜は木曽路で名取家と谷
先生、桜木先生、美女二人とお祝い。

▲�向山先生と師尾先生とチーム関
西の先生方。荷物番のお詫び
（？）に撮る。

▲頼りになる京女と。
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　　　トークライン女性教師女性教師

鈴
すず

木
き

 恭
きょう

子
こ神奈川県相模原

市立大島小学校

大丈夫！　細く長く続けていれ
ば、幸せな教師人生が送れます
登山電車に乗って 
私も連れていって。

一�

「
絶
対
算
数
は
好
き
に
な
ら
な

い
か
ら
ね
」

　

五
年
生
で
担
任
し
た
Ａ
子
は
、

五
月
の
家
庭
訪
問
の
時
に
言
い

放
っ
た
。「
先
生
、
ど
ん
な
に
頑

張
っ
た
っ
て
、
私
は
算
数
は
好
き

に
な
ら
な
い
か
ら
ね
」。
で
も
私

に
は
「
先
生
助
け
て
！
」
と
聞
こ

え
た
。

二�　

子
育
て
期
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド

　

Ａ
子
と
は
、
二
校
目
の
転
勤
で

出
会
っ
た
。
我
が
子
が
四
歳
と
二

歳
。
子
育
て
真
っ
只
中
。
久
々
の

高
学
年
。
毎
日
六
時
間
分
の
授
業

の
準
備
…
本
当
に
大
変
だ
っ
た
。

　

夜
は
、
子
供
を
寝
か
し
つ
け
な

が
ら
寝
落
ち
し
た
。
朝
は
深
夜
二

時
頃
に
目
が
覚
め
る
。
心
配
で
仕

方
が
な
か
っ
た
。

　

教
材
研
究
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド
が
頼
み
の
綱
だ
っ
た
。
特
に
算

数
は
、
木
村
重
夫
先
生
の
「
同
時

進
行
の
算
数
」
を
毎
日
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
ノ
ー
ト
に
貼
り
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
追
試
し
た
。

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
、
児
童
に
変

化
が
生
じ
た
。
ノ
ー
ト
が
き
れ
い

に
ゆ
っ
た
り
と
書
け
る
よ
う
に
な

る
と
平
均
点
が
九
〇
点
を
越
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
Ａ
子
も
夢
中
に

な
っ
た
。
間
違
え
た
と
こ
ろ
は
必

ず
ノ
ー
ト
に
や
り
直
し
た
。
顔
つ

き
も
変
わ
っ
た
。
で
も
な
か
な
か

楽
し
い
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

三　
「
登
山
電
車
」
に
乗
ろ
う

「
よ
い
集
団
」
に
い
れ
ば
、
自

ず
と
力
が
付
い
て
く
る
。（
文

責　

鈴
木
）

　

師
尾
氏
に
教
わ
っ
た
金
言
だ
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
え
ど
も

女
性
教
師
の
仕
事
は
多
い
。
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
を
し
て
子
育
て
と
家

事
を
こ
な
す
。

　

相
模
原
サ
ー
ク
ル
に
は
浅
川
、

岡
、
大
場
と
い
う
お
手
本
と
な
る

女
性
教
師
が
い
た
。
同
年
代
の
仲

間
が
い
た
。
同
じ
悩
み
や
課
題
を

も
つ
仲
間
の
存
在
は
楽
し
く
頼
も

し
く
、
教
師
修
業
の
糧
と
な
っ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
本
の
執
筆
の
機
会
も

い
た
だ
き
、
書
く
た
め
に
必
死
に

実
践
を
書
き
残
し
た
。
以
来
三
六

年
間
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
い

る
。
サ
ー
ク
ル
は
登
山
電
車
そ
の

も
の
だ
。
積
み
上
げ
た
経
験
と
技

術
、
信
念
は
揺
る
ぎ
な
い
。

四　

学
ん
で
い
れ
ば
こ
そ

若
い
だ
け
で
子
供
は
つ
い
て

く
る
。
で
も
、
十
年
だ
。（
文

責　

鈴
木
）

　

向
山
氏
が
よ
く
話
し
た
言
葉
だ
。

学
級
崩
壊
が
叫
ば
れ
始
め
た
頃
、

ベ
テ
ラ
ン
の
学
級
が
次
々
と
崩
壊

し
た
。「
学
び
続
け
る
者
だ
け
が

教
壇
に
立
て
る
」
が
仕
事
に
対
す

る
決
意
と
な
っ
た
。

　

勤
務
校
で
補
填
に
も
入
る
。
補

填
計
画
は
、「
恭
子
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
と
書
か
れ
る
。
担
任
は
プ
リ

ン
ト
の
用
意
も
事
後
の
丸
付
け
も

な
い
。
教
科
書
の
続
き
や
百
人
一

首
、
飛
び
込
み
授
業
を
す
る
。
そ

ん
な
授
業
に
は
子
供
た
ち
か
ら
ア

ン
コ
ー
ル
が
起
こ
る
。

五　

大
丈
夫
！　

何
と
か
な
る

　

算
数
は
大
嫌
い
で
し
た
。
で

も
、
鈴
木
先
生
が
変
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
も
先
生
も
努
力
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
私
が
い

ま
す
。

『
バ
ツ
こ
そ
が
出
発
点
』
と
題
さ

れ
た
卒
業
文
集
の
Ａ
子
の
作
文
。

一
年
間
に
ノ
ー
ト
一
四
冊
。
テ
ス

ト
は
ほ
ぼ
百
点
と
な
っ
た
。

　

女
性
教
師
は
、
弱
音
を
吐
き
な

が
ら
、「
登
山
電
車
」
に
乗
っ
て
、

細
く
長
く
学
び
続
け
て
い
こ
う
。
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生
涯
学
習
課
か
ら
の
依
頼

１「
子
ど
も
観
光
大
使
を
宇
和
島
市
だ

け
で
な
く
、
宇
和
島
圏
域
ま
で
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
」

　
宇
和
島
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
の
が
二
〇
一

七
年
、
子
ど
も
観
光
大
使
を
始
め
て

四
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
子
ど
も
観
光
大
使
が

「
宇
和
島
圏
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
動
き
の
一
つ
に
な
っ
た
。

年
間
九
〇
万
円
と
い
う
大
き
な
金
額

の
助
成
を
五
年
間
に
わ
た
っ
て
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
来
、
開
講
式
、
認
定
式
に
は
三

市
町
の
首
長
が
出
席
し
、
子
供
た
ち

が
手
に
す
る
認
定
証
に
は
各
首
長
の

支
援
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
年
だ
。

　
九
月
の
あ
る
日
、
生
涯
学
習
課
の

課
長
補
佐
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。

「
三
市
町
は
、
来
年
度
か
ら
も
毎
年

九
〇
万
円
を
五
年
間
、
予
算
確
保
が

で
き
ま
す
」

　
各
市
町
の
首
長
が
子
ど
も
観
光
大

使
事
業
に
賛
同
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
さ
ら
に
課
長
補
佐
が
続
け
る
。

「
五
年
前
の
経
緯
を
う
か
が
う
と
、

本
ビ
ジ
ョ
ン
の
活
動
か
ら
愛
南
町
は

外
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
今
回
改
め
て

愛
南
町
に
も
参
加
を
依
頼
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
」

　
宇
和
島
圏
域
と
は
、
宇
和
島
市
、

鬼
北
町
、
松
野
町
、
愛
南
町
の
四
市

町
を
指
す
。
愛
南
町
が
う
わ
じ
ま
圏

域
子
ど
も
観
光
大
使
の
対
象
地
域
と

な
れ
ば
、
人
数
に
も
内
容
に
も
さ
ら

に
広
が
り
が
出
て
く
る
。

　
行
政
の
方
が
、
子
ど
も
観
光
大
使

を
進
ん
で
広
げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

実
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
今
後
も

感
謝
し
つ
つ
、
連
携

し
て
い
く
。

印
が
並
ぶ
よ

う
に
な
る
。

毎
年
五
〇
人

を
越
え
る
子

供
た
ち
が
認

定
さ
れ
（
コ

ロ
ナ
前
）、

八
年
目
、
九

年
目
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
の
受
講

生
募
集
が
、

開
始
か
ら
数

分
で
定
員
に

達
す
る
と
い
う
状
況
が
続
い
た
。

事
業
の
延
長

２　
二
〇
二
二
年
度
は
五
年
間
続
い
た
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行
政
と
の
連
携
に
よ
り

子
ど
も
観
光
大
使
が
加
速
す
る

事
実
が
反
響
を
呼
び
、
反
響
が
さ
ら
に
次
の
支
援
を
引
き
出
す
。

信し
ん

藤ど
う

明あ
き

秀ひ
で

愛
媛
県
宇
和
島
市
立
住
吉
小
学
校
教
頭



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

続けることで生まれた 
「子供の事実」

TOSSサークルで学んだこの授業・この学級経営

群馬県高崎市立吉井中央中学校　横
よこ

堀
ぼり

 勇
ゆう

太
た

TOSS CHANCE

群馬県高崎市立吉井中央中学校　横
よこ

堀
ぼり

 勇
ゆう

太
た

連絡先：yokobori.yuta@toss2.com

群馬県

１　
「
生
ま
れ
た
子
供
の
事
実
」

「
暗
く
て
元
気
の
な
い
ク
ラ
ス
」

　

二
年
前
、
そ
う
言
わ
れ
て
い
た
六
年

生
を
担
任
し
た
。CH

A
N
CE

に
参
加

し
始
め
た
の
も
同
じ
時
期
で
あ
る
。
模

擬
授
業
、
日
々
の
実
践
、
学
級
映
像
、

子
供
の
日
記
を
サ
ー
ク
ル
の
先
生
方
に

見
て
い
た
だ
く
。
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
と
に
一
年
間
、
全
力
で
子
供

と
向
き
合
い
続
け
た
。

　

少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
子
供
た
ち
が

変
わ
り
始
め
た
。
三
月
の
教
室
に
は
、

一
発
ギ
ャ
グ
を
す
る
女
子
、
学
年
全
体

の
前
で
歌
う
男
子
も
い
た
。

「
暗
く
て
元
気
の
な
い
ク
ラ
ス
」
は

「
明
る
く
て
元
気
の
あ
る
ク
ラ
ス
」
に

成
長
し
た
。

　

卒
業
文
集
に
は
、
日
記
へ
の
コ
メ
ン

ト
の
こ
と
を
書
い
て
く
れ
た
子
供
が
い

た
。
初
任
校
を
異
動
す
る
と
き
に
は
、

中
学
生
に
な
っ
て
い
た
教
え
子
た
ち
が

色
紙
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
た
。

　

CH
A
N
CE

で
学
ぶ
と
「
子
供
の
事

実
」
が
生
ま
れ
る
。

２　

掴
め
！　

挑
戦
のC

H
A
N
C
E

　

CH
A
N
CE

に
は
挑
戦
す
る
場
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
サ
ー
ク
ル
、
学
級
経

営
・
算
数
学
習
会
、
語
り
セ
ミ
ナ
ー
等
。

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
共
に
た
く
さ
ん
挑

戦
し
て
き
た
。
一
番
挑
戦
し
て
い
る
の

は
、
代
表
の
松
島
博
昭
氏
。
多
く
の
こ

と
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
。
常
に
挑
戦
し

続
け
る
代
表
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
挑

戦
し
続
け
る
。

３　
「
続
け
る
と
本
物
に
な
る
」

　

松
島
氏
が
何
度
も
、
何
度
も
話
し
て

く
だ
さ
る
言
葉
が
「
続
け
る
と
本
物
に

な
る
」
で
あ
る
。

　

続
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
成
長
で
き
る
。
毎
週
行
っ

て
い
る
学
級
経
営
・
算
数
学
習
を
二
年

間
続
け
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
も
参
加
し

続
け
て
い
る
。
続
け
ら
れ
る
の
は
、
共

に
学
べ
る
仲
間
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

CH
A
N
CE

に
は
熱
い
教
師
修
業
を
共

に
で
き
る
仲
間
が
い
る
。

続
け
る
と
本
物
に
な
る
。

　

こ
の
言
葉
を
胸
に
、「
日
本
一
の

サ
ー
ク
ルT

O
SS CH

A
N
CE

」
を
目

指
し
て
、
教
師
修
業
を
熱
く
続
け
て
い

く
。

78



79   2022. 12

向
山
日
記

九
月
三
日
㈯	

京
都
向
山
塾
と
産

業
・
環
境
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。

夜
は
、
薬
研
堀
で
懇
親
会
。
熊

本
の
吉
永
先
生
と
久
し
ぶ
り
に

お
会
い
す
る
。
二
次
会
で
、
武

田
節
を
歌
っ
た
。

九
月
四
日
㈰	
京
都
二
日
目
。
郵

便
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
。
昼
は
京

都
駅
で
チ
ー
ム
関
西
の
先
生
方

と
。
楽
し
か
っ
た
。
帰
京
、
谷

氏
他
四
名
。

九
月
八
日
㈭	

中
央
事
務
局
会
議

に
出
席
。
全
国
か
ら
六
〇
名
の

中
央
事
務
局
の
先
生
方
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
。
懇
親
会
は

「
木
曽
路
」。

九
月
十
日
㈯	

三
年
ぶ
り
に
旗
の

台
の
お
祭
り
。
八
幡
神
社
は
出

店
も
出
て
、
賑
や
か
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。
昔
、
母
が
役
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
。
子
供
神
輿
、

か
ん
ち
ゃ
ん
が
参
加
。
料
亭

「
秀
」
で
数
人
の
先
生
方
と
一
献
。

九
月
十
一
日
㈰	

今
日
も
祭
り
。

う
な
ぎ
す
く
い
、
成
功
の
秘
訣

は
飛
び
出
さ
せ
る
ん
だ
よ
ね
。

食
べ
ら
れ
る
う
な
ぎ
じ
ゃ
な
い

の
で
、
お
店
に
戻
す
。

九
月
十
三
日
㈫	

向
山
塾
わ
い
わ

い
に
参
加
。
楽
し
か
っ
た
。
お

誕
生
会
を
開
い
て
く
れ
た
。

九
月
十
五
日
㈭	

誕
生
日
。
昼
は

研
究
所
で
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
。

夜
は
恵
理
子
一
家
と
谷
先
生
、

桜
木
先
生
、
師
尾
先
生
た
ち
と

「
木
曽
路
」
で
宴
会
。

九
月
十
七
日
㈯	

高
松
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
向
山
型
社
会
セ
ミ
ナ
ー

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
挨
拶
。

九
月
十
八
日
㈰	
ア
ネ
ッ
ク
ス
一

階
で
騒
人
社
の
セ
ミ
ナ
ー
。
参

加
者
は
全
国
か
ら
。
北
海
道
な

ど
遠
く
か
ら
も
。そ
の
後
、シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
へ
行
く
。

九
月
二
一
日
㈬	

青
年
事
務
局
。

そ
し
て
、「
鵬
龍
」
へ
。

九
月
二
六
日
㈪	

今
月
の
一
言
撮

影
。
テ
ー
マ
は
読
書
。

九
月
二
八
日
㈬	

浅
草「
み
よ
し
」

で
三
人
会
。

谷
日
記

九
月
三
日
㈯	

京
都
に
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
×
環
境
・
産
業
セ
ミ
ナ
ー
。

株
式
会
社
の
授
業
を
公
開
し
た
。

毎
回
数
百
名
が
参
加
す
る
大
人

気
無
料
セ
ミ
ナ
ー
。
そ
の
午
後

は
向
山
塾
。
向
山
最
高
顧
問
か

ら
直
に
薫
陶
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
唯
一
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ

る
。
夜
は
師
匠
と
花
見
小
路
の

薬
研
堀
へ
。
さ
ら
に
二
次
会
で

多
く
の
仲
間
た
ち
と
合
流
。
準

備
等
に
汗
を
流
し
て
く
れ
た
関

西
の
同
志
た
ち
に
感
謝
！

九
月
四
日
㈰	

郵
便
教
育
セ
ミ

ナ
ー
京
都
。
終
了
後
、
旗
の
台

に
移
動
し
て
拡
大
執
行
部
会
議
。

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
小
嶋
、
井
上
、

安
田
、名
取
監
督
も
参
加
。「
舟

武
」
に
て
。

九
月
十
日
㈯	

谷
企
画
英
語
セ
ミ

ナ
ー
。
懇
親
会
も
英
語
。

九
月
十
一
日
㈰	

茨
城
、
検
定
セ

ミ
ナ
ー
。
Ａ
表
の
審
査
。

九
月
十
六
日
㈮	

大
学
の
仕
事
を

終
え
て
高
松
へ
。
山
本
隆
三
先

向山・谷日記
2022年9月

生
と
前
夜
祭
。
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
佐
桑
さ
ん
、
中
井
さ
ん
、

安
田
、
美
崎
。

九
月
十
七
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
高

松
。
午
後
は
社
会
セ
ミ
ナ
ー
。

高
松
の
仲
間
た
ち
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
準
備
か
ら
懇
親
会
ま

で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
。
終
了

後
羽
田
へ
。

九
月
十
八
日
㈰	

羽
田
か
ら
山
形

へ
移
動
。
谷
セ
ミ
ナ
ー
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
は
常

識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
懇
親
会

後
、
東
京
へ
。

九
月
十
九
日
㈪	

台
風
が
心
配
さ

れ
た
が
、
な
ん
と
か
名
古
屋
へ

移
動
。
愛
知
セ
ミ
ナ
ー
。
終
了

後
、
よ
う
や
く
帰
宅
。

九
月
二
四
日
㈯	

広
島
へ
。

九
月
二
五
日
㈰	

広
島
で
全
国
若

手
オ
ン
ラ
イ
ン
対
決
。
若
い
先

生
方
が
意
欲
的
に
挑
戦
し
て
い

る
。
弾
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま

ぶ
し
か
っ
た
。
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『教育トークライン』1月号
予告　12月15日発行

みんな元気になる　教室で百人一首特集
谷　和樹　木村重夫　　石坂　陽　田中浩幸
田丸義明　長谷川博之　許　鍾萬　小嶋悠紀
椿原正和　塩谷直大　　伊藤秀男　澤田智志
平田千晶　溝端達也　　堀田和秀　手塚美和
原地信久　渡辺喜男　　小宮孝之　溝口佳成
　　　　　橋本信介

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

学級づくりにおいて大切にしていること学級づくりにおいて大切にしていることフラッシュカードを自作する時の工夫フラッシュカードを自作する時の工夫

編
集
後
記

▼
先
日
、
本
誌
の
編
集
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
場
で
私
は
、「
専
門
家
コ
ー
ナ
ー
に

幼
保
の
実
践
群
が
欲
し
い
」「
若
手
に
よ
る
学

校
づ
く
り
実
践
が
必
要
だ
」「
教
科
担
任
制
を

踏
ま
え
授
業
シ
リ
ー
ズ
を
拡
充
し
た
い
」
等

の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
向
山
洋
一
氏
、
師

尾
喜
代
子
氏
、
谷
和
樹
編
集
長
の
ご
指
導
の

も
と
に
、
更
な
る
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て

ま
い
り
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
「
教
科
書
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
一
〇
〇
発

問
を
作
る
」
と
知
っ
て
い
て
も
、「
で
き
る
だ

け
異
な
る
タ
イ
プ
で
作
る
」
を
あ
ま
り
意
識

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
椿
原
氏
は
、
こ
の

こ
と
を
「
大
事
な
一
文
を
見
落
と
し
て
い
た
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
大
切
な
一
文

に
気
付
き
深
く
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
か
。
高
段
者
の
本
の
読
み
方
を
学
ぶ
こ

と
で
、
自
身
の
本
の
読
み
方
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
き
ま
す
。（
松
島
）

▼
特
集
で
長
谷
川
氏
が
紹
介
し
て
い
る
向
山

氏
の
著
作
『
向
山
の
教
師
修
業
十
年
』
と
『
子

ど
も
が
燃
え
る
授
業
に
は
法
則
が
あ
る
』
は
、

私
も
繰
り
返
し
読
み
返
し
た
本
で
す
。
し
か

し
、長
谷
川
氏
の
よ
う
に
「
思
想
」「
教
え
方
」

を
「
定
義
し
な
が
ら
」
読
み
込
む
作
業
を
、

私
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
号
は
、「
読

み
方
」
も
学
べ
る
一
冊
で
す
。（
塩
谷
）
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寺田真紀子（著）

『図工授業でGIGA挑戦
──酒井式“絵の描き方”+ICT活用でどの子も描ける』

A5判並製／184ページ／オールカラー　
定価3,190円（税込）　ISBN978-4-86757-001-2

森本和馬（著）

『子どもが“自分の絵”に大満足！
オンライン図工授業
──見ながら描けるシナリオ3＋動画15』

A5判並製／128ページ／オールカラー　定価2,750円（税込）　ISBN978-4-86757-013-5

「この度のGIGA端末の教育効果は計り知れない力をもっている。
寺田さんは酒井式に端末をどう生かすか、その入り口を具体的
な実践で示してくれた。これを土台にして、もっともっと多様で
目を見張るような実践が生まれる予感がする。」

──酒井臣吾「新しい時代のすてきな贈り　～１人１台端末～」より

「第一にまず動画を見ましょう。何度見てもいいです。自分の体に叩き込むくらい気合いを入れて見
ましょう。第二に自分で最低3枚は描いてみましょう。自分で描けば描く程、子どもたちに優しくなれ
ます。第三に制作中にできるだけ沢山子どもたちを褒めましょう。そうすれば勝利は確実にあなた
の頭上に輝きます。」　	 ──酒井臣吾「この本の活用法について“ひとつの提案”」より
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子どもが“自分の絵”に大満足！
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  【レッスン３】 体
からだ

を うごかして みよう②           名
な

前
まえ

                

【１】 うでが どうの  まえや あたまの うしろを とおるように かこう。 

【２】 あしが どうの まえを とおるところを かこう。 

かき方
かた

の じゅんを まもろう。 手足を おもいきって うごかして みよう。
どうがで かくにん 
どうがで かくにん 

て あし

図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！図工授業×GIGA！

【２】 あしが どうの まえを とおるところを 
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